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/、 タ イ 函の孫林a査

4 dcueaぞ ごxeイ# どn3cofa,4 
レッチェ (FLoETSc)

(クイ・F A. 0 ﾡ補動ﾡ央 ・ ドイツ. ラ ィ ン ベッ ク林業 

試家ﾡ株調査課長 )

Una8い。 ・ »eパ・ / ②. 火 ・ ア7 ノ7メ〜 e 

このﾡ文てべるう浜ィイ 国のォーク材 を差する北部の稽州の 

ﾡ査を行うにめのﾡるしているﾡに / タダ チ年に考ﾡさ たに も 

りてある- ニ ニ て最 も密要な情性はチーグロ筆位而我当 り の奇稿 

ゲ少ないお兼樹ﾡ次林の催樹種の前に浜在 し. 毎林への次通は 

一般に非幣にﾡがﾡいYいう ことである。別な方法 を 採用 でき る 

他の熱帯請国と は條件が更っているも力と 惠われる し、この粛文 

ロ 厂厂 タイ 回り 森株のﾡ浜 0株件を ﾡ理す る祭ガの一例を与える 

に すぎ の い ・

センサスは ク 4にめ、 クィクテー7 ク生斉地ﾡのべﾡ 

部を表わし クィクケークの約4。2をﾡするのっ (第/ 四 

を買)に対してのﾡ栗はノクケ7年4に立了し. 本年ﾡ表した 

ものてある。

統室客浜によ るサンプリ ン ク”刀設計 

空浜は海/.。oeク下の林ﾡに対して/ : /よ。eoの平ぢ

4 ドて ノタ☆:年ノに坂彩 さてにものである. チーグー縦Iに 

/ occ " 込 上には生ﾡしないのぞc。・ の等高さと土部の# 

みすべての測に記入し.林を2つの主い訴分、 すなわち ﾡ校 

ノ wメ下とメ上とにわけた。 このサンプリ ン ゲの ゴ1は写ﾡ 

・て ﾡ で 芝 る脳の湿積のﾡ合をﾡ ﾡす ることである-

g 教 から 次り 府 ゲ判別 ごそる。

ノo。 on以メ下の林ﾡ・

) 界茉樹灌交林。

こォ(はチ ーク生ﾡﾡの林ﾡである、 このﾡてもチークグ生斉



していないﾡ積は劉合多いが、 現索にテーク ゲ生資 している 

滞てもチークが株をなすことは称て、 他樹ﾡの前に奨在して 

いる。 天に重いこンには. 写浜の大部分はチークの前花ﾡ( 

月～月) ボに と ら た ものてはなかった。 こど2にXった 

ﾡ受のFには(常z回参順、 写求のため獅ﾡ)刷次着 "ォ-7 

の生青するﾡ業樹型交" と "チークの生育 しない第葉期更 ベ 

林" ンをz別で愛るものもあった。

(と) 争 南 線濫林.. .… - •• •ー

Hex みよ w アタイい ccゲLt2 a2aイte と いう書種ク大ﾡ 卜 

小編ぶ の写ﾡ上 そも台うとしてけっき り 判ﾡて さ ろ ・

(○) ﾡ地性 pxptueaPu。 型林村4
むしろ Yおら か といえば今第で務 種 の 少ない林かで あるべ 

ﾡ効と しては大切てある ・ こ の 林相ご盔に利用 艺 一てい ろ林坦 

は若•岩 我 した林ﾡと か ﾡ生林と か をは っきりE 功 ごさ る- 後ﾡ 

ク局は共 に大経木 を合な'い ゲ 写具上ての地上 e頑はお i 

に立っている。 昔ﾡしたところはもと大伝ﾡ系材ﾡ刻 休 

てあ っ た .

(d) 永夕ﾡに林ンはなら広い所。

e ス入上。

この禄ﾡては森林によIﾡく、 大低はﾡﾡの杯当t 

く は草処林で山抵ではい くらか計菜樹と混交し、か同にX 1

千常緑樹ンﾡ交している。こ てらの森林画ク給水源Y て 

大初てあるハ ら.多く 川立族に在むも—多威境浦程秉 ( ﾡn介ピ 

か 連 畑燃 s ) & 推 す る 受 があ っに。こて は付功 な 訓X用 

" /•" ◇gクメ上のﾡ地 ・ とレて示すことがてきる。

上にべたアの面ﾡを来めろ にめに. 川 与 カ産哭 な 平均门 

率 を得るための血ﾡ当ﾡによ り写浜なにその斉分ゲサ - プ 

り ン バさてる , 百みﾡそのH クﾡの公認数催 をノ。。と 

してﾡ預 の章加に迷算て2 る ・

サンプリ>グのﾡ計そものはト ラク トライ ン方式のﾡ 】 

に炎った。このような方表をﾡ用したの はﾡ求上での狩別っ 

Fット 内で行う林相 名 み送も Fッ ト ゲッッ ド万式も写具ケ小締 

ドてあるため 不ﾡだ であること がわ がっ たからぞある。

トラク トラ イ ン方式 e c y o o 方形 か らぶ立って 

いる ・ こねは / ミど一○の術ぶて u並似的に z. K ごあ る. 

そして こはがラ ス概上に写求によ りﾡ写さる. cとﾡじ 

< ～x てがダッシ ユてﾡゲつけ てある。こ の計 はﾡ時に写 

ﾡの記録と してﾡいら*るよう な様式に印別 してあろ。(第 

ロ参京)判淡着ば調査を行う写浜上にこのがフラス板を置く ・ す 

なわち弟うﾡに示したによう広ロックIク素7すをそク 零混方 

主 ﾡ ( ザ英 ) に正ﾡに算なる。こク作ﾡをふ功にするためには 

フスは写浜とﾡじ大ささ (ユ»c*プ:c)にしてお ばよ 

い せ して十号練を主発に展く。その ヤ字緑はガラスク端王で. 

ﾡ書、南•北に引いておく。すぶわち判証看ば各写浜り埼にあろ 

基ﾡ- ク上に十ﾡを置くだけて上い。

・ . 、 • 、 3 、

客ﾡの主ﾡﾡ長のギじビは一致しない。 このことばセレ写 

合額 &花域すて 4 ・ るが予禄 すろから=ク 掛 & け るため 

に受てある。

統看ば徳付X度と ﾡ拡大 レ > ズる用いて正テ形の伴を跡 

する 63回こ示してある形式ク計画て上ク雇 のぼ保に部 る 

ける 系後に、 各盾に属すろMク長こを加えて第うロクケ形ク 

fIに 示 した そM に応ずる欄に総あ を 記 入する ・ か加 (ヌは み)の和 

名 プロ ッ ク く 力形のク再ﾡ)に対して / クク てなけMばならない. 

m gを 天に2つの ブロ ッ グ にさ『か納 することゲめ 要てあ る ・ 判者 

の諾 ) に Fリ生 ずる 編両誤送は 非締にﾡ重な キェッグと 受て判 

#を 十分訓染す ることによ ってのみ、ける ことゲできる ここ を欄 

しておこっ ・ ー人力判統着) ノ Hのみ仕事ば的ケ枚ク写求てある。

ぐっ » 卅 が盤 って後、すべて力手裏 を調べる必要 がめる かどう か 

2※める ために 寂計的な 湖査 を 行う。消武のwく ﾡを得るには z
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〜枚目毎の写求の歩ﾡ査て十ケぞあろ ラ ・ 写現2 サンプリ >ケ 

は調査のﾡて承もﾡクかか らない都バであり. したケク てﾡ大ク所 

度を目膜とすベきでおる。 "

地上サ ンプリ ング

ﾡ上ンプリ ン グばﾡ々なのﾡ積に京する基本的資料をダ ろ 

ことが言的てある。こてにはXに示す スつのﾡ炎があろ。

(②) 受ﾡで首手的な判足が亡きるスクッ フケ不又していること,

) 土都タィてはしﾡ林が多くﾡんどﾡびいつと。

※一のﾡﾡを打成す るには、サ ン り ング方式を 百ﾡの事に振 

いて十分病契なセのにしておかなけてばﾡらない。そして現世潮に 

※がﾡ主前な1えを下す」うな余地を残して おいてH いけない。

近寄リ難い场•折では感済的な見她か ら州列なプロ ッ トゲ/ 百で支丁 

する」う に住 零をするこY ゲ 要である。

こて らのこと を方浜にいて タ イ てﾡ在 いらてている所ﾡ* ・ 

ン プ平位力 式 が考手さ てに。こ の 方式の基原は ○～+4( 半径 /こ 

・/) のH形役洋地てある。ﾡ地てク プロ ト ク和列 uxクょっ 

に して 行す ろ ・

ノ紅え人のNﾡﾡとスくの作業ﾡらﾡ求さ てている. /御/ 

ビクや / つのこに過 ってﾡ列 した ク プロ ッ ト であろ - / 

の*マンクスクッフは7付からなリ. したがって/やマ>ブス ノ 

H o 化 は 7地区、 すなわ方 /ﾡである , ﾡ区 おr 区クプ 

ロット クﾡ列 ク群ﾡば郷«ロに示 してある。

a査 試が事位の中にに到するとすぐにすべてクことゲF ノボ 

ﾡとなるここは前らかてある。なぜなら ば各細 のリーグ ー 甲 心 

らgま ての距離およ wプロ ッ トﾡのﾡ離む + たに耐年 刀 尔 デヌにロ 

る地区の周の方位も知っているいらてある。(ﾡッ 団参W )

琴立のじばま づ呼翼上てL し、つい てにﾡ地にその位』" : 

めらてる。 こ の 季 を 援準化するために*マン フ平ラざグ芳茶 さ れ /のて 

ある。写浜上で察位のザ心を見出すために. キ〜ン軍の計通、 

そ乗 に 記する 写真 上に 国定 した /っのセルF1 ド扱上で行 う・ ぞう 

すると写具の主来はキ～ンプクドEX-致し. そ して丁チ評 ( ポ西 

と剤北J の西u 写及の埼てそてに入する 基率マ - ? と合 うよう 

になる。 ^

各ﾡ位の下心の位重ボケッ トﾡ体ﾡを用 いてﾡ地てず心を記量 

する際に僅ﾡ内と レて刑 いる 写具 から 定める こンがてきろ。 bし/ 

マィン プク全面預を 下じから 一予い プロ ットエて ク班離ゲ ダ Ko. 

のギ経の と考えてば、 ャ マ ンプの面預内の調査歩合は 夕みてあ 

る ・ 河ﾡな ら ば全 キャン プの番預 7? 手方 らし てあるのに,払 

高預は えジ ダス 個 の プロ ツ トの oe ケ -だ 倍て Z.Z 7 6 平 K と 

なる二とは容動に計算で芝るからでおる。

ンプのギバと してﾡ刑さてる写具のについて説ﾡ してみ 

こう ﾡ査ﾡ合は 海抜 レ・。oox以下の ﾡ頼 o ./% (すなわち 

/: ノoce) ゲ日ﾡてあっ た . す っの て の仕平は す～, す4よ子 

ラ Ko.す arわ 5 イジ*マ ンプがﾡ面ﾡごあ っ 二。

ダつのにまたがる /ナ。○枚の写浜のﾡ o ・oク以上に属す 

ろもの およ w大全ﾡﾡの谷。 Xてあ る都市 およ w久的なゞ逆 

際外された- 今つのをじて キャン プを系統的に配列さ せる た 

に 残り / ○枚の写翼 &にコースおよ ひ与異の座紋番号に 

したゲ?て zsの1に ﾡ分割する。 各ポのず / つのﾡﾡ を果 •作為に 

とってボ係ある*ャンプの位置にする。 すわち. 河ﾡのﾡ手み布 

ゲ用いらる。この 方法 に上 げ地上 y ンプッ ン グに 工って得らて 

" ※ り番ﾡクﾡ合に試 レて 一つのﾡﾡ差 を生するこビ をﾡめ在け 

てばなら ない ・ﾡ林で ない逆帯 は少て く ・ そして/〜o。ツ以上の 

J区は全くない。 しかレこ の課ﾡは上並のﾡ空写浜 サ > プ ッ -ケを 

用いろじﾡﾡに去てきる。

紅空写具の判ぎ/緒果 をチェ ッ クす ろ ため に. 特羽な画がメﾡと 

/に, *ャンﾡ位 画 そのものをケラス上に写よとべてﾡく ・ 

とうすてば流指※が現地亡ﾡにﾡよさ *た地受に ﾡ ってﾡ具を

祈 するこンが可能てある。 (第す 図狼飛 )
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この作ﾡは現地て* マン プに用いる 4 枚のクすべての学具につい 

てﾡ行さた. まっ. てきたﾡﾡの偏ﾡ課ﾡをﾡすたにめﾡ地て 

行ったﾡ とした .

ﾡに並べたよ うに. /つのキャングのﾡ査歩合は/タスてある" 

に /oe ○以下の全面ﾡは クノス 涸装 しか サン プリ ングさて 

いな い, 全休の調査歩合と副次ﾡ本2調査歩合Yの が大き く て 

ばるだけサ > プリ > グの効率 は思く なるユンはよく知らてていろ 

羽気てめる。訓次様本の ノダス河査はﾡ形がﾡい二と z考成し/ 

ﾡ大阪ク許を旭率て pろうといえる。 イ の河査のﾡ了 レた * " 

ンプハら符たにﾡ対武はこクこY を立証している ・

ーガ区に 対してク 平作奈ﾡ戸 ( /な -日 クﾡ)的商前て 

林および地形によ ってゞ～4時のmがある- マンプの所が 

ら各章位の ずまて列する時前はてき ろだけﾡを利用する ので. 办 

る次平 ア ～分てある。 (往ﾡ / チグ分なわち こ •ガ亏冏, Lかレ 

ジと/の預査軍位のギうスは 平住ﾡのﾡ行時ﾡに"時ﾡを要 

し. グ2以4時向以上 を要した. 特にﾡ帯地方の場合はス%時ボ2 

平歩行時間に時店の消査時前を加え r= ものは全くﾡノれる い 

※登てあるこ と 口明らかで ある . 全す問ﾡがぷJ】>メ上かかる狩 

ﾡな場合には: スクツフが継ﾡをどこなったり、 高短をそこ に 

り しない工う に休意百 を歌けておかなけてならない。

こクマ* ンア撃位系をﾡ杯に行って充場てはﾡ足Cある 

わかっ た (ﾡど 図会問. 写県 クた二めﾡﾡ)・各々〜>クリ

一を 各む 2人ハスタツ7ル. およ 補功着 と , 人ク消ﾡ 、• 

互に冰立に世爭を した。彼等は独が田様 のシー プが与 え ら 

*. ※通つ許す阪り ﾡて マ ン.アから天 マ > プへと移動て a レー 円 

には牛字 やが人 を言ﾡﾡにつ く たのにやvい C な け Cは ならt 

かつ た.子して キ〜>ハら*ャン プへの移動 zHかかった パ 

～4 の範町 があ る ) ・

/っの スタ ッフは/片にスーzチキャンプ平ﾡをﾡ了 した. した 

ゲって. ダっのに対して ど受な ジクキマ> プば約 /・ヶ 月ッ外 

策で源餐を終了した。 ^

ま た正方形 力 形 で設定 で 芝 る帯祭方式のかわ りにﾡ数に小 さいY 

影粽準避 を 用いた かと いう こ と か’しばしば费向と して生じてくる. 

タ イ クﾡ林ク糸件八下てﾡふさてたいく つハのﾡがこノこYをﾡら 

かに しよ う ・

一ﾡ区は各« o.eケ んcc ク4 ぷ価の7ロ ッ ト を含み、 したがって 

ﾡ面ﾡは ； " 0 クαごある ・ 戸じ大ささ の虫ﾡ預長さ zK. 

ﾡ / «の滞線て/ ら( ろ.。し レﾡ (Tﾡﾡ上の立木 ) の※ 

が刈ﾡか ら喜角に型練さすく Fりは下のヤじからの 函を刈文す 

る 方 か 正確に行う ニ と がで こるこY ケ経験から わかった .

小ﾡ積のプロ トを懷んだのは、 そてがぶするﾡの米定ヶﾡ功な 

r- ウてあろ ・ 紀したﾡﾡてあるとゞったﾡが表わ*ろ とﾡのFじ 

ごい初かのﾡﾡをW定 してﾡ化を行わ け てばでF らfい。 こcは 

配ﾡやバンナノ場合に西研と る・ マにﾡに消つ てク確ﾡ定ﾡを 

こみとろべさ スボ トのEしいボﾡは年の り - ゲーが定 しなけて 

ばならいが・ こ、のようなことは1けけてばならない。これに及 

して 単 ピゲヨッ F 店には ノつクロトに zっみなっ たﾡ 

べめ ろ r らな沙合 さ え わ各易 てある,優任を の不君 を とる べ芝 

'3 < .. 時にI ク 1 て利 刑 さ てい る 写翼沢ノ合ク 上 うに、ﾡﾡ事 

浜 c てク層 をw らかにごきないこともある, この上うなﾡ合に 

統生 写 翼 てy 列したに 放 力 細分 刎 が•理把 て 行わ*なけてばならな 

・・Wえ クイ ク 森林 刀 落 葉的減交 休ばナー 7生有塔と今 -ク非 

4 ビ ﾡに納分割 しなけてばらない。

型 卅 ビ すべての ニォて らのプァ ッ トはし し・e.。タ ハル の期定レ 

-プH トヴてチークが全«なく てもxケツポ径片に戸本かの+一

( Fいわカ・ーク・ ﾡ新樹+たは切林)がある執乗樹峯交林型 

-ク生育地に応する. チーク 予地のﾡ系樹活交林型 (膚/) 

ﾡ稿衆紫ﾡﾡ交林型のプ☆ ッ ト n合面ﾡにする ﾡ/ ップロ 

/ 卜の合計積の斉分年を求め持られろ . ﾡﾡ樹ﾡ交林型の会
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面ﾡは既にﾡﾡ写具に上るサンプリ ングてらている。こﾡﾡを 

上述 の 百分率 で換算 しな けならい。 こU紐合せサ ンプリ ン 

グ(地上西査 と 統空 写真調査 ) から符られる層面飛を求 める一例て 

ある。 そしてっ の 旗差 は就 生 予 真だけ の y ンブリ ン グエ リも勿ﾡ大 

きいものてみる ・

プロ ッ ト内て測ﾡま た 丁推ﾡす る※

/. 樹ﾡ-

7スの主要都ﾡがコー Fさて. 次定 さぎ. たけね ばな らない. ー 

方地のすべて樹ﾡば一ﾡ してコ ード=(ろ。 滅しﾡ受なﾡと 

してクチークは次の今種のコ ードケつけてあろ。 すなわちホに 

対してノ翌. テークの加株にうすしてZ種・ 督研や不系然浜八ヤ引 

E4るた カク科及 レ た林木に対レて効印ケあるか ないか り スﾡて 

ある -

パ>テ カーF式亡の締果をYしば言ﾡを もっ集司ﾡに u 

3部合てある ・ 

z 肉ﾡ府面預

立木に対 し てﾡ高 断m ﾡ を BtCa&cce の Zaシwu。 wt 

た:g によ って更接に則定す る. ごクﾡ伊な悪ﾡ十分似に 

お互に/zのの差ヶあるうっ のitス を各林木に対 して行う。読 

は重径に求算 レないてバンチガードガ式( 1.B.l.)にるﾡ

事をﾡ動にす ろために断面ﾡの頑て行う ・ こc ら断ﾡ積ク承ロ 

" wowu& の章入 " とばて. ペス ぞの断面預を ◇ﾡレた1 

のを与えろ。次表ﾡ入、、 査区お上頑ﾡの方係を示す..

第ノ 表.Yみ 査 径お上び百ﾡの京 係

cxての1経 g eぴの 重画ﾡﾡ
cnn- のみ

_______ (Y)______
ノ乙二 クク

X /,け 4～.よ /

又みZ 之

ジジ ・と ククアナ

7よ ノノオ・P
■ '■■■■■・—■' ・ » w ー ・ —■

◇・/eo

毎木野ﾡ (ﾡ7必)からわかるように. ジ つの統みば全部者 く が 

マは平均の数字 (女力欄 )だけ てあ る。

ﾡみ 以 上 ( ﾡ径 47.。 C/乂 )についてのチークは大経木で

• 称型が不曜則であろう、ら テープを用いる.

s. 門用材ﾡ-

タル 丸大 の数を胸高で立み ? 以上か杯あカ毎木 につ芝目 別 する. 

受に各大クエ入 ば推 定 す る がそiCに 対してはﾡに 期 定した 前商 

Cク型スが大いに災に立つ・ 延度なﾡをもつ規川正しいチ ークに 

対レてはﾡは "ﾡ市におけるﾡ入" わよ"単平木当り ダ九太ク 

致 .力 渊を用いる c こ "によ/ ぱを ク木に対して" L太八ﾡみ 

合 & 立接託入 とろこと ゲで き る ・

プロ ッ + 尚て期定 したチーク ク立ホ 的 ? ・メは型刈正 しい静 

型 &示していること 2示堀しておこう. レた ケって大部分クナー 

クク 根 はこ 刀 万太 に 上 ってギめ D れ-。

・。w0高とてテープ&刑いて対だレ た 株 o 浜 門断面預 を 

浜付ア脅断番両に契城する こどに ついて一香べてお かFければ 

にらい,パ ﾡ のﾡﾡと友 月判高 頁ゴYの膚のボ係をう。

*クェ木クﾡだに工って求めた。両対事順がを刑いると、武小 

=系夫により自坪をﾡること て ろ, ク イ っチーク 刀皮内直 住 

y 経Y の前ク炭係はﾡに知らてている" ﾡ後に切株ノ反付 

p 商 請山上クガﾡで材膚 にポ 算さ(・

九太ノ立入ク合を刊材ﾡ (- げル J ・ ? にﾡ求すろた 

に次"系ﾡをHいなけばな らない: 平水 ク合計* /。 ( )ルQ- 

// /.■• ・ ク み によろ)*ナ(文本の長さ〕* ゲ c ゲ係

), 敢のつの因う千ほ..o シ ス た Iは 略 りﾡ型ン レ

Cは永るめてcてあろ。 したべっC. L人ノ重入会計愛 

m 刊l 用村積 ハほ ゞノのてウると考えることかできる。

レ W ) ") プc～c～一なン マと22&2c だe2 -ccc 3そc.乙3 FA2

ETAP Rg&乙 ～ク. x*
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4 プロッ トが ら得ら«る附加的なず粋

チークの ﾡ新樹つ いては イのロベプ▽ ッ r 内で会ナ 

る。 チーフク効令木は次のwっのﾡに今ウらや。翌み々およべ 

ノ ◇本本. ﾡあごこみ ノ エりそかさ がイて よ り 老い本木・

< ・てく下め林木の火 っ の 仮ごあみ、

"天生 ・か "かをア別する こY大切ぞあるようにﾡわね 

る. なtならばﾡﾡてててき た林木はもしﾡに株がﾡ木クものて 

あそば立永びﾡをもつ林木に及長しそうにないから てめ る. チー 

クカ地位級 は 周剛 とほ勢木の 樹高 と ク ボ係て渕ﾡ亡 きる。やし/ 

本のケ- クク大水ゲプロッ トの#代王わり スケク推文アのボに 

あれu、 との樹者ろ上区胸高用2測定しなけそばならない-す 

なわろ. 大テーグ生下地に対レて利戸す る地位級の吾少年べ卿 

らるてあろう。こ* ばﾡ符 =れる及長ﾡの 4 の 神期 手 尺 とし 

て役に立っ- チー クノェ経放民置を委めるには各地位役に対して 

:多救の継片 を 集めなけね なら在い。 要にﾡﾡの刊用てまろ 

ﾡ額. ﾡ彩 あよ 火依株集 行 に房 して各 ロ ッ ト から ﾡめ ら / ろ 

パンチカー ドに工ろ 祭 ・

毎木野帳 (第7日) いつって もパ ンタン ケてき る工うに t っ てい 

る ・ 各林木 に対Lて 功にパ>チカードが刑意される。 今っの 

ノ2eec。 枚のﾡﾡがて きた。 各ブロットロたどえそてに林ホ" 

/ 本わな く て も台報に形へ レてちく・。バンチンケと次証は外 乗が災 

フてンコックにつ4 とすぐ行う ことゲてそしたがって不ルチロ

延をけることかてきる. 締米各州ﾡにﾡ示と、微に全休 

対レて表示する。

積 ﾡ

/: 林ﾡ面積.

直接統空 写異から 得た 層 に対して : 分 秋分新 によ っ て普川所差 

か計算できろ。 チーク ク斉しているみ*樹ﾡ交林ば減わ量愛 

ﾡてあるに上に並べだょうに. 耐加的なポ委源る*く増上ッ 

プリングとﾡﾡ写浜ンブリ ンゲとの前の紙合せを行わけれ
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ならない。その因方のﾡ送は課差の伝裕の下 に紅合せ らてなけて 

ばな らない。耳標 ( チ ー ク生育 豕葉樹-遅 女林" 。。。Kに対 

して士グメの小ﾡ差 )を斜るこ Yがてき十.

え. ・.

上サンプ" ン ケから各ボ係 し た ぬの 軍延面旗 を り 該赤グ得 ら 

(た。それに各々それにﾡするﾡクﾡ知八面頼をﾡする。 軍位商 

預当"る預の州課差は特列G 分散分にエ り 見出す こと かでき 

る. び課ﾡクﾡ橋るﾡい て 蕃産刀最終油出後差 ( 第8回念W ) 

ケ計算でき る. 甘標 (/ッ。 o.ze。カグ に対して士/。 スで 

/e e.o。 ク ルタ に対してエ え ) をる ことができた。

クイ り全画W査に対して狩たに称及を呼らかにす るために米ﾡク 

全冒が査と スェ -デンク全ﾡﾡ査ク 頁ﾡﾡ長一術にﾡ面にマ - 

クさている。

用

と.レ ・

Hの ノラ

C. ル化c 十 

ケx/ ヶ 年の タ イみ全ﾡ今 ークﾡ査にﾡ したﾡ

そ cパツP ◇で7L Cイ チて &ビ およ ひ

用ば次のよ うに定でﾡる .

KゥL
今て. C>積 / O o o ンど > 下

/◇eッッメ上 ・ よえ グク
*除除 澤業-** a義業 ・-・---基業よ業*幸 • ・ • 等 • ﾡ番希理季等で会 a a ・ペーマ-マ--マ-マw-ャ-*---------------*------------------ 

ま T と /◇/e
-ク生資地く /ジシ4スKク ) / K。 当 り

林 地(グジ.»。/ . ) .

/ooの以く下の全林ﾡ (今z.74c ～ ) 〜

米届 ドル 

今eう

/、zナ

/・◇ダ

◇.2o4

◇2c○5

-クのﾡﾡ(, ニノ4.ッケク) /ンげ当リ

番 称(/oez.チタユククス)
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第2表. タイの全国チークﾡ査に受した推定ﾡ用,

個 目の詳細 米回 ドルての女町 M 合

地上 ンリ ン グ

;人の預査費に対する偽や

( = Z人 刀 副登と/人の主査の スタッフ)

と /o人の人 沢 と と人の優報子 o・

ほ金ﾡん. ラ 馬 の費用. ガソ ダスナタ

ッ ンペ平0修型ﾡ等

3台の市型ープと ス甘の小型

: シープ(トレラー を各む)の貴用

米固 ドルZ8ジム のz5X 三 タ: ダタア

w ケの7/チ

-------------------- 
?

航空 零 眞 サンプリ ング

人 の調担戻 の絶件 z・4 7 厶
ノ す。。枚のﾡ具の枚耐(ﾡ新) クえク

1 ......... 一 ■ ・ — —....
計 ・ジアク 4. /

バンチカー Fﾡﾡy1金 ス/ジ

総 計 今ムzす/ ノ々o.の

タィ更の王 室林野局て天行 したノ子ケム/ケ7年のﾡ林頑ﾡはこ 

のﾡの訓査ク 惑初の も の てあ ったことを考ﾡにいてなけばならu 

い。4政的田難に打ﾡっためにあろ種ﾡのTﾡはかかった。 に 

タッフを訓練する時膚は上衣からはﾡかなかった。 たに経験 を 用 

いてﾡ素ク ク イ 画の森林顧査は上の数字ク約 o ～ z。スは軽飛て 

きる もの»恵わ る。

ノﾡ タイ回のチーグが生ﾡするﾡ
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3 百 ウcxcグ - &ue 刃式の-つの呼
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之・ メマシコの森旅調査

A Foest InveLeY it ペ/上Y;C2

/ S. ペオczスそイ ・ A.Eoca/P・それ と.子*そ 

(LbuyPwz; eイ え 8え ヘア アダナ～ア4z )

/イ2*c。 にば約/ooッガヘクタ -ルの ﾡ奈裕林がア ってそハう 

ち。ば未利用のま、てあるとﾡ定こている。 こらの1源てら

にその一報的なェ業ヒク労ガにしか>わらず、 /exic。 は年々 

妥な断消予量の全部とﾡバルプ新受のギ分メ上 . 全瀬に して# 

ze。ozce ド ルを旅へ に預っている。 この登は新前所係お」 

次 •然ペルプ製选に酸も血当な •&ル 針柔ﾡ(Pいu およwA&u 

5Pア) の=eeiee e 'くにﾡ施する。 Acxic。 の 針 ﾡﾡ林 

/ へ ク タ - ルのぶ浜武ば年店 3 cu..才 ごあるから、 N クク. 0" " 

ヘクタール る谷載的に経ごすてば. 今Hﾡへのにめク外回ﾡ為に H 

当な支共 を余様な くさてて いる祈前用ﾡおよ wパ ・レの生ﾡに は 1 

分てある。

攻年剤 /exic2 資神は ・ ﾡ.バ ルプの 画ﾡ化を推ﾡ するというポ 

定 を行いかっ約f分ケ、ﾡﾡ林てある ところのぬケ。"。。と ヘ 

クタール区る度んて. そてをもと、してパル. 新前刑が工場

り でなく. 一連 切 林産案 を も 集中■す る とい う 言)画を 立案 した。 a

たﾡ放 は i cfeacon tHoV Yusル。 ホの面にし、祈 A 

バルプの王妥消費地てあろ /ex バcoか ら 今。○キロﾡってい 

ろ(第/回)。

この林ク系ﾡば大ﾡ分マッ(Pし)てあって、 こ(は紛x。～ 

○年約 材としてﾡ採さた. ^/ex)co市からわっとく、 特に北 

基部てﾡ所の多い未利刑林を 受っるこンてきたてあらうが し 

ケレヌのボと 主製 市场に近く ま た、株に1利 著預の少tい 

林が優 ばてに-

/coxooc&n. 計ﾡと工てろこク品の頭ﾡ、展行 お エグ帝 必」 

nQctoaP ア2uancov2 , S、A.にﾡ託さた。 こは Mex,ic。 の
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ﾡ茶前ﾡの振実 とﾡﾡを行うゴ立ﾡ行ごろる。ニ ク湿 ク京遊不 

ac a ode ア c.. cot α は、 そク処ﾡにFA0クﾡ ﾡ ﾡ ( ta- 

メucα8 aaatanc ○ff;c)の助をﾡけた。 (新/試押へ 

/ター"に浦官は. 人ク将列広訓録を安に ヘex;c0A林茶 

行ﾡ( この論文の三人の共新着)ンとしに、許国也域 の萍林制更 

7デ行に 音 手 した。こク作業はﾡﾡﾡ 了していて. ニク ヌク論皿と 

「っていろ,

重の大妥

"んcacon 計画のー械的要求は. 膚2生ﾡﾡかが長係:α。

クoトンの 硫ﾡパ ・プ"工場と、の工の#よ。。。 トンク半漂 

各化ザパル7を混合 して耳廁 的"-“。•”ト ンク新所刑係を生ﾡし 

g ー,‘レヾルゲ生ﾡﾡか的 夕え。。○ 卜> 0新ﾡ領工場 にさめら

: I前に. = .り バルプエﾡの災撃ﾡるﾡしてべる木 材供給のバ

: ン スマごろよう 学ボェ場を建設する こ Y が提され:. 受後に 

▽アォ (イ '多ん deecP ) る用いるベ=ヤエﾡと、 裂林工つﾡ 

"お*びこのﾡ汚の、普済ﾡがﾡくてﾡ材にﾡさないような、 な 

チﾡを刊用する羽 生ホﾡ のプラントを作ることが考えらてに。 ニて 

らのすべてめの工場ば. 森林から生ﾡさてた全木材を最し経済部に利

す る ため、 あいにぞさる け な ( intwcdte )させるはずであったた- 

二 の 計画に义 要な景ホ限の丸太材積は次刀 ェ うになろ 二Y が予ﾡ

- /た。 .O ・アとC一e-と
t呼パルプ、肩うoeeントン. トンさリタバ○太として eeco 

ﾡ林バルプ: そ xeeと卜>. 卜>ちリジルﾡの太として epece 

#材ェあ、通当な預 小ﾡで推足 さ れ た 熊 ガ ooee

計 o ◇ ee

ハレ梨ﾡェてはﾡ材の約っ。n の材 (ヒキ 落し)およ*、、 

ﾡM"がﾡ らず生ずる が、 こねら 止バル あるいはﾡ税バレ

• てさ (刊用できるから、必 要 な 度 由直 径 と CN ま たは セれ 以上 

に バの故小版 の材領は年面 ううαoee ctt!xてとでろにすぎない. 

3 って査はXみよにしなけイばI らなかっ た。
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ノ 庭ばれた林地が保続收殺を原則として、零野政少ﾡジgoo。

cnueten の材を供ﾡしるかビラか. 玉たﾡﾡ製材工ﾡの生 

ﾡガを一えにでる る rうな王ﾡな許ﾡ杯ﾡを式定すろこと, 

z. ﾡ。の工場の政術垣を立ﾡレ、 玉たﾡ妥な支本ﾡ下ﾡる

羽てそるよ うにす る ため. ﾡ合しる材ク特性(期ﾡ. オクF 
おの長さとﾡ径)をﾡらか にすること

a 林策処西の調限お工び主材およバ面我の規定を含む格額計毎 

の立ﾡが可ﾡである ニ ¥,

/ ばっきリ したﾡまたは土ﾡ所有区る作り . v ク ・ ・ メ上に

のぼる個 2 の所有着 のセっ、ピれビ岚の孫 にク いて許者似予 

を椎ﾡする 二 と

この林の許委ィえが、 全脳さ(たﾡ面の受求する シッ◇②○。ct 

みイ〜 になく とし等しいニと を早急に証ﾡする こ と か 吸てあ? 

た。従って 予子ﾡ調 直 か“ /アタジ年" ﾡ z ノユに束行さ水に.

このず査はニク城 の林について お•よ そ利用てそるすべての

叩ろ町ﾡ. ﾡ求区、地区、=第来、 古いﾡﾡ写等をﾡ中して前 

始さcた- ﾡ査はすべてク可作手ﾡ、即ろ歩いて. ﾡ、修貨物" 

動章、 飛折求を利用して行われた。

金寿を檢 訂して、 約4す。。o。 eu mイwv の座年派長ﾡを有す る 

く とも クーク イ へク ター ルの 良 好な 利用 できる 林の める こ とか 

わかった・ 従って妥求これた政少年似受を こえる. ノ乙〜v。 cu

才ee の 安全ぼX があ ろことにるが、こ I地 その 1妖ﾡ塁を 

ふして し全計島 が'実行可能であ る こンを十 か証ﾡ してい る と 芳と ら 

cたに。

.Nの試査曲※次のりてあった。

ム ﾡ行のをﾡﾡを呼示 しﾡた 二 ら 名 ﾡに性んだ= 量の ﾡ劇 

とすることによって、ﾡﾡすべきﾡの天るﾡめ. ご ね を補助 三戸 

羽査に継へ4(る ことがてき。

z. 空ギ写求試査を天行するため、対象域のﾡゴ. 締求お」wg 

真の粒祭およ wﾡ行ﾡﾡにﾡする所ﾡ圧 ﾡ約を ﾡ社 と 前に取
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・わした。

3 三角ﾡ量お K森林援本雷査にわいて引紙いてﾡ用てき る手 

函様をﾡめ・ -林ﾡの スケッ チマッッ( sんkk ァP)を作区 

レた ・ 似杯お上 *1登は配 た ェﾡに派料をﾡﾡする貧用クﾡ呼を 

見積ろことができた。

* 供齢こ(るﾡ材料の. ﾡﾡ. 太王たは新材のﾡ後および長さ 

二よ ろ 性状 の 決定か•かな り) 正ﾡにてこ た,色2 »ﾡﾡおよ ﾡ径 

師 りポ本をとリ. ﾡﾡ万領の 生をに 町い る 方去に つ い て瑞險を行

/I一^

/ w相浜林訓査に妥な人ﾡ(ﾡ郷W、ﾡﾡﾡ、 vムゲッ>ク 

班浜 作求送、強転 手)がﾡか め ら れた。

背用"Xっレり およびヅ妥広ﾡﾡのﾡ卜など、 ともにﾡられに 

チーグは 4acwmo。 Fi.acこe® に堤共さ、 ノクダ*みﾡめ 

に認T「さ化た

第二の取ﾡ -ﾡ林ﾡクFガ

成ば調査

引 ﾡ ぼ頑微のつにめにば、 始めにある数の三角を利所 しなければ

ら かった。訓査道域げには、 このようﾡ = つ、ハ/x;cαn 6- 

oropnica/ Serv;c e によってﾡ に支全にﾡ支 こ ね位就つ,けら * て 

た- クﾡ域内のすべて三魚炎はこの=つに基ﾡをおく しクて 

みる ﾡ局 z "個 の頷 整 英 ( couog 2oo才) を 天足 し.ニハら、= 

っの ﾡ 資膚の 平均歴Nは 的～。～スKmとなっに。こ cら に つ

て沢向だけYYi/dTz セォドラィトと花ﾡ引を刑い て1作ボ を 

った, ^ , •' , * •:

一 御 •負 痛 力 距弗 に もか かわ ら ず、 こ 刀 系林回 口 地■彩調 衣に 工 っ 亡 

ゆ立に放 さたに地ﾡと比ﾡしC行 う べ さであ った下ﾡにして十 

みrKてある こ と を証明できた。

生中写ﾡ

•アザ 写延は /zevic。 の専店ﾡ社によ っ て殆んど同時に桜形 さ (た. 

.• • は、焦ﾡ距ﾡz/cの MuG4 の PCダQを用いた。写浜の大



・ ・
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そさは /ケ*/ct て平対ﾡボ は/ミ /ッッ〜であった。

スケルト マブの製 ミ 様城前ラ 浜

Z«算の=角※からな る ﾡ地 の預整契を: ベ=▼ﾡり)の初に武 

した方い教留可ﾡ上に / ミ /ケのooて7ロ " ト した。 光ﾡ作京にば 

"pな～をボした。 この深林ゼのﾡん3 子と と F-Zae スしカ し

ごギ央る買通する経ﾡ。z。。。。"の多午と ノク・ラッ'～ ゥﾡ 

#を産採軸にとリ ・ また地世球に対する桜彩子ﾡのﾡ浜 (Cc7L在cも ア 

oxt )としてこてらク産標の交ﾡをとっに。 このエうにして. ﾡ 

貴バ任老のﾡがモクﾡﾡによ ってこ会にきまる。ﾡ孫上の古で 

このク域を受初から sy 4x に分ﾡ した。 ニ*をしYIに してﾡ 

区の大きさを乏めたゲ、 それは 締犬 タ 向係 を 着 蔵 レ て ダブ・ジジ* /et.44 

cnt の大ささてあっ た。

次の既ﾡは機械ﾡ三角去を行う ニンてあっニ。二九 は各写由 

車世のまわりに放射状にセットごwろ.4Q な。“ な“ク/4な,匸よ 

?て甘 u的に行なわれるたに各付らそたしのてあう ( 第= 旧: 

E-)。 各 写ﾡについて作らて た ズ を ﾡ合 して、ﾡﾡのよ」 

績した金扁の 歯ボ尔ら〃た, こて ら か笑は写夷上!には亜っけ い人；： 

地受の影を浜わすもクて、 か,&ut はこの 英 を值る の で みみ 

各野来に、 その写翼こ隣りク呼資クボく主具といっ を立量ブけ 

たが、 ニォれによって4つの補ﾡレ切に置けあ北る。 スケル 

ンマッ 7ウ ー例を第3区に示ず

写真判読

択さニ、ぞ. 事前に搅济旳 W ﾡ表、 ﾡﾡの三負ﾡ ・ 主 お上r 

上にiべたﾡ素記へされたﾡボ感長る取う と、すろ. ェニて 

ﾡ村ダ体ﾡ新火区 を用いて、写異上にけ っ きいて い る林Y # 

塔とクﾡをﾡべる。林地内にある伏前と木がヂって ・)ろ 地城 : 

クに も印をつけた, 派ﾡにﾡ化を行なった。各盛"芝ﾡ手) 

いﾡﾡて記へしたいら、 消しざムで落才に河すニYがてき1 ・ 切. 

上て判ﾡでそる・ スイ 以上oﾡﾡをしつ居はす べて系を フ。 

二のような層止の一例を示す立体ﾡ資をﾡ夕ﾡに午える。 ポ)予計 

f茨一人に玉かせたから、ﾡ差のりは同一と なるﾡてある。ﾡ 

。二要なのは. ﾡ体ﾡなしのてなく、 むしろﾡﾡな信を求めろ

とてあった・ そては救 2 の ﾡ的ゲ杯をﾡ-な部かに分ﾡす ること. 

ゅち せ■刀 ボク 来ﾡって年がﾡ化 してないﾡかエ り もケさ く tr 

チーうにする二とたクらてある。

』読4爪の地ﾡ上への移ﾡ

内シﾡ頂ならてに通例地区上に記へすべさ本物(. 村考、弦苑 

ェ季 )はすべてスヶ L トン マップ上に移記した。形記 すべき写真上 

二ﾡを刑-と判所さてるﾡを スケル トンマッ 7上に位巡づけるT 

,puoconu &Hいた=。これに工→てﾡ都を立休型するYがて 

— 高度注によ って 生する 莫刀 帝し違風月 動的に 修正 レなゲら・

.クッ 方去に上 って .救ぐ は金垣域に対する画頂測定 の可髓 

c術ﾡ休ボ回を訓ﾡする ことがでとた,

, タ の 段隔、標本湖 宜 に ェ る地訓査とﾡ経ﾡ脳 の請製

x うにしてﾡ登さ4 たチﾡが末区と ・ ニク地送 ク受に兄全 

y 五台米をしとにして ・ に作東系 列(ル人北洛必に arit3 ) と 

/ / = 01 ※ず Eﾡ(Zの)にこクをの別した。ニク分ﾡ

に作業系列を下る合とFじく ・形的お*の生*状

a しと、するものでめる・各系列の面預ば /ミニ"と 一 N 夂专0

、クィールであっに。 ^ 产

xハﾡは各受ﾡz。& につ いてﾡ本訓査る行っ ニ上で 分ッ た.

には無作冷域方を用いたがﾡに又られるように. ﾡ際的でﾡ

, らそ当とﾡえ らる == の修王を した・ ﾡ幸は <スてあっ 

, 各zﾡ ( ユ »に対す ろ * ﾡを計ﾡした 結 乗. =っク最も小 

かつ派し要ﾡ的な ( zenc) の ﾡ合だけﾡを ダ え

_イかさ せ る要 ゲあ フニ。 神ボ率は の*4otク形プゴット 

"ある。

バロートの大きさをっ。 の 激 に姫しだの は浜 さz。ッ T/e22
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み迷長都の世ける二 と力 で X る領製のナェ - ン を用するにめてあ 

った。 そて各っロツトのﾡのえには/ﾡ. た長とはうﾡてよ 

い. クッ ノ ・- クぞサュックを行いたﾡ長部にったﾡびﾡてナ 

ェーゾ長2 を正 レなゲら . ﾡ査着は ニク地 ク 大ﾡノﾡ形につ 

"て ﾡによるW量またはﾡ斜八推定何を行う ことかで 

た。 こ締 月て ね モ 4( 個斜 ノノ クシカ き ぎみ を 表わして いろ.

理 処で の 矩形 プロ、ソト の能里は 認査券 とﾡ立に行われた。

第3面に 示すよ うな=の平 行谷を印W レた」項な力 ﾡ欲を各示 

列の地区上に武いた。第一詳の五営力ばﾡ*研クものと資骨に 

tr っている。

ﾡノﾡのﾡ杯( 区ク水干カア う の距ﾡに ノ: づつ -と こ

あるから、ﾡ局受の スガ*/=。.。 -ス。m にう旅している。主に 

他のﾡの宣緑膚の距離ばこ o 3 病にな っている。

地 g上にﾡ紙を置く に . 包括すべﾡ 地域 を考底レて 

あr=る班八む汚ﾡをﾡんだ。 こていつしﾡ止ま/はﾡ町(才 

Hク)方句てあっ「に. こクようにしてﾡ上にテ 限然 4 な ね；： 

が そのﾡ合ﾡノ群クﾡ線の方何に方ﾡY一致すろ」ラにI 

e. そうして 両ちクパ○名立従に系サをつ、 く しを=ﾡすいた

エ ずﾡ通の < じ帝(&.な。 A22 ) をﾡいて、 第ノﾡから ・ ク部 

(第/新.2ノ〃。本 直ﾡは戒の z名～を表す ) を仙ムレハ

第4国 で 番 号 N • 4. およノえのﾡﾡがﾡてき r(本 い営て天 

す)ものとする。 こルさ、長初ノ貯り 各様はと そ 6i 

&に 対しCそれらと血ﾡに交わるﾡスポの立徐内から ノ%。(第」： 

のノo。本のﾡ終 現地 4ox=4 & にあたる) をく じて 

払したものと方えらてた。

第4函ごは、ﾡ/ずの香号』のﾡ 条-恐 って. 多zぷの担 

3.タ./ジ・/グﾡのﾡﾡが礼-。 従って予2はﾡ/ﾡのノ» 

浜上に 付超す る プロ トク 斉西端と して、こ ク直ﾡと < じ て 間A 
(たﾡえ所3 ;、ク.ノ、 ル系の直欲この天支をYるこになる、
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汚法は ﾡ 7脳にみ られる ( こ には林補 も若さ こまれている ) よ 

う な方版紙を与える、ﾡ/京の催の全吉体に対して血刑こた。ニ 

ゥようロプロッ トク な. テ は 試 ﾡは難か しいが、 行は :済 平 で 

ろる。こクテ浜が用いられたのは、 こCによって討査班愛 け埒 つ 

戸一支べ上に集め けォてばt らい プ'ロ ッ ト攻をﾡ一ﾡ ( んwつi 

目て7個 ) にでき ろ からてある ・ 栄 っ てが査ﾡそのテw を要す. 

ろ 災要がロく なった。 もし プロッ トみ 配列に りたてある ﾡ クF 

わ (PeriPin )をレなグったなら、 方戸づけとプロット 配ゴ- 多

?詳きを生するﾡ除 ヶあ っ 1:.

この ようにレて. こ*4 た H 卩 ろ zvc イ に対して、 ノ* ・=バイ 

須 ハス。*どv= ... ズ. プロッ ト W ゲ ﾡめら = " *ク面 

所 は ァ/*○./二→=メチスイ邸ち二の林ウTなハ& メ、 "各zメ 

なった- 1

迫 日 P よw 製.地 ビク7 ロトク位型ブけ チ 備 林業 問ク上にあ 

< 5立て上 に各第形 フp ッ ト 剤 こ 記へ し 地 てゲロット

を性かっ8 功に又っける にば . 波初の くし引こごこれにゞ 

e とツ 包練 上 の 落易 に碓謁 で き ろ 一ﾡる生ず写景上に移改(げよ 

「 b しi 上 に4がX八 わ る ﾡ木と 久武ﾡや林ﾡク 氏営ﾡなどの. 

g ﾡに席認て こるミ ゲな け ば、近接 した※を 量 ブけ てういて. 

2(4テ位とﾡﾡYによ ってﾡびつたに。 こてらを述飛返く-ズ..こ- 

ッ /ettt ) と 名 = ・

*麻的な目放から・ こク五献を～ケメゴイの許にえビY1=。常隊 

,/メヒいう距泓は. /が査班がﾡネの尉(振初クく じョによ って 

： j らに) に馬する / つの通線上で 7 週カブア ッ トを消ﾡすろのに 

/ F に受柄 5得る ﾡﾡて ある。従って査班ば. ﾡロ・ トクム 

ﾡ呉に寸すろ ﾡ 係加武ゲえへ さcて いる方 眠紙上 の. 視 金針垣 と . 名 

部上 o プロ、ソ ト奨 後記へ レてあるﾡず事ﾡて与 え らる。 

ノノ/例を第た解に示す。

べての離ば N〃 ク指数てp" またﾡしすべて 基浜のむ 

p と 一救さ にから、課治はﾡ小ﾡにするこしケてさたくﾡぷアお
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よ/○ﾡばこの作楽そ示す)・

務預表を作るためにﾡち広本数ク林木が杯二た ・ 二〃管修理 

ﾡご番ﾡに対する しのてウろケ. レゲ し 的南 は 写真の 西高列説にね 

たこtて. っク。加ﾡにまンのて"る、二ﾡはﾡにﾡ 

野祐に認入 さ aた 実測故值 でチ ニックした・

盾にまとめた原本；殺洛的林集図,調製.

ﾡ がテ病が林業 る 用 いて そてたにことﾡ述ク通りてある。各

ーット は優町な芳版的を1 ・るrけて地区上 に位並づける コ

y ヶそでデう。昜為畳 今ョでト ヶル五 る月 るガ別上 ご燃か める こ 

とがごたた。こてに工ってプロ ットはﾡに王Yめ う C(ニ・ プ H ッH 

を減わフけするこルによって、ﾡ体ﾡによる判認業クナェ ソクと千 

術的林茶図 ク 修が可施 とロった-- ニク よ うに して 助 らM た つ か ぬ 

前林ﾡ図である。

最ど段商 現地調査縮票力利用、;

済 のイ営り 午下商 の

各ﾡﾡク総所が、名 ロ ッ トに フい て別 々 に 推友と (1 

らの枚ﾡを算新子してるプe ッ ト に笈 する平均 口積の拓/ ク文 

位 ( ﾡ度 お ェ 人っ )が ダ らc1二. x に ﾡ下 と 五 後南 < ケ cい.ﾡ ) 

とクプロ ッ ト 当 り) 平均本る各7 について 平 りた“ このよ う 厂 し 

ブロッ ト当りク千ガ材ﾡるするﾡえの方去が得らた ・

こクぁ票に麻立 ( プロ〜卜ﾡﾡ が ○./zイz だから ) をかける 

yイ&当りク 平ナ材預がボ ろ-.

ズ。* り) ラ上 び査径岡別ク 平本ﾡの椎ﾡに も ボ じガ去 を用

各ロットのクﾡﾡにあいて、Presslerの長ﾡ庁を用いる 多が 

のTンリ ングを行なった。 このサンプリ ングにも居わけを刑い 

/っの 玉経所 からメク 酒をN に移ろク に衰 る 平 年扱 &ネy=・ 

そx当り平がぶ長登る各径所について求めXにり前うﾡに」 ) 

て こ平均水長登ハ ら全林木 に対す るものを来めた。
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系列全休に対する平ﾡク計ﾡう浜

各層の面積を プラ=メー ご求め、こォてに イ～さりの 平、即 

ミ ダて 当り企材頂. /ﾡ理ク1委ﾡ台材預、 本数.ﾡ長重等をﾡ 

レた。小面預のために特定みﾡを述ﾡしぶいj合があった。 レかレ 

二 り合ばその zのC2他の系列にﾡするﾡ似八財工には じ不列 

.っ比較し得る層と比べて七カ fa 当 りクﾡ預キ たにはﾡ京数値を ミ 

た ・天原こ(らの推定称預. 調査した系列ﾡ全材積ク ケるを超え 

ることはびかった。笑ってその秋ﾡば銀税す ること ゲぞさた

課差の年 ^

当 リク課迫ノ計算は紀学ク押前は手※ ( &計算 し 

が ク学半 a 福み」w設 & 計算す ろ に っ r-。

こハら全系 i» 預定 の課差を 計ﾡし た. 全部 ク系て エダ% 

ハ 上り、ほか 生じたり はニ も積が小こく . 滅もずﾡなzo 

n て あった。栄ってﾡﾡのﾡ及こ対ろにば要に :みクを加 

するだ亡丁めてﾡった。ﾡ差すべて o.。ダ班手水手て計ﾡ 

した.こらよﾡク介、 1祭る象とするぶ査に脳ﾡクﾡ達 

が所任する。Wち刈文武送. ﾡ預長による弾差等てある。

您籍国

こり型に各(る林ﾡの正ﾡ地ﾡﾡﾡのﾡべについて も. ﾡ 

写求は非幣に ﾡ町であ った. 特逐ク責査班長 は逆ですべての所 

河ﾡを試べ ecさにク症Xを生ヤ界炎上にへした, こね ら 切危 

W は¥写 典上•で 殆んど 够 に 應認す ろ こと ゲ cきに- 才 が 孫 爭 

ギノのゲか なり)多、記年さ (た. 写 ﾡ 上.で 刊 読 したﾡ有ﾡ ボ を 

wucttueue を 用いて駆留上に移記 した・

■ 初: 後m河地の著預を推ﾡするめ. 特定ク所有ﾡに各工*る 

名 府, 前頂を刑定し、こ面にﾡク万玉て求めたるﾡ イ4号り 

「カ 村積 々 乗 じた C t っ して 弟•斬 有世 四 刀 すべて ク倉才預合計を 

全給 商 2 レ た ・ が長ﾡに ついてわ戸が算を行った・ さ然、小さ 

い所河地亡はこ p」うに して得られた特果は病双か低く ひる。

中呼ﾡ をHいcば. こカェう 林のﾡﾡ合 ﾡ クﾡﾡと か
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ア有ﾡ三と クを積椎には・ ずっと多く みﾡ用と日 許が災受と な った 

てあらっ

封素村の平型年成長率 ス

CzCueeua ルじcC〜cんn森林源査のﾡ称区

ﾡ査報告香のﾡ革

各系列に対してﾡ査帯ﾡ を報告 営に王とめたがニメ(にはホ業 函と 

地精台がつけ加えてある。報告きに記数こ cT= ク系列ク樹ﾡ別 

みよび活 り ス村原と各層力面積. 五ﾡ所あよず周に」るﾡアﾡ店 

等て功る。グ.ラブ で 表わせるよう なﾡ米ははすべて その形式で耐録に 

フけた。ラクェ うにyて研舗夏ゃすいﾡてせ収こ(たﾡ報をも 

と して. 引続いて お养 列 か 経善計動 を接に立※する こと がて き 

た-

※は予査デー ? をﾡ早に王とやたにものである

界ﾡ城形ク す*バS。。

林河預" z～»。。

※際の呑林面商 ・ >。と。

無木ﾡ 〜ケ、○.o

立ホﾡ面ﾡ 二x.と。。

このﾡ

a) 経新的要及の少ないﾡ込ﾡﾡ林 zx。。。

Naccon.aK riaocic.-

項長みよ "
Di,cctr

ﾡ(林ﾡ術若) ミ Z
ASSistaご いirでぐオクY-
(アre5t セy

FAりより泳ﾡさ 

ボ t= 技 街 願向

TccXベical advisor

Fie Iば P}So>teli・

&) 針なﾡ交林 フ ナクゼ。

こらのza cc。 イa 0 林地 の立木 ﾡ積

)マッ (Pic ) C クez ) 1
モ ミ (Fと ) (ン火) J

2)カシ (@ae )(少ケメ) 1
ハ:バ(A&) (/ケタ) J

ﾡ年及長ﾡ

() これにはﾡﾡ地ﾡた ﾡ攻ﾡ」

c ・ フとやてしと

2ッ。 ©.e<ビ

と ◇・c,〜©

ニニ 7どcv イa ・ 形 のX ム

噴出によ る玄岩地,お ク.eceイ～ ・ 村堪または 他カ 居住蛆面弟 

工z・イ, および新またはグムﾡ科・ダ。。イ& を会び。

針 茶 お ノ○ov.o。 ◇

玄 業ﾡ 余ooeoe

ポ 黄 :7
ofjiceSズuy キャプ7坂沢 ミ

字ずず式製闘沢 I |Cグー""パ®

んんxメンブ*u.: c.rいuu?/itant I 入おゼ ン ヘI ノ cwu/t GG。心
C cc(んそル

ヴ営係,, I ..
ピ e/e水メシそく-今ピンCQとxグ

税 ﾡ I ノ
グ&Cu&-(αとノ

運伝 /ヘCrYeY
ギャ> "神ホJガノ人
cei/Luくメiliar

青 灯 着 Cイなてeて 

uあチ, 。 (ンーどビて 

ﾡ務係 
ノノル:マとバと

全人員 亍 7 く

森林木環本語査 .、こ 
rorest

各づゝ の 2

(aは やンァーテク :

長て.)工た更長ご心分る,:

各央正ﾡ長 ヒ =人 みm

初钧からなっていろ.：

*弾振 の怒 リで面倒 な ﾡﾡ計算の 事の ニ フ に組長 玉 二 ば班長 

&取武と して刑いた

ニ カ a a 函a 派大阪の人 -浦ボ き示していろ。 a長 と班長ごは特 

g #ボﾡは 受けていuい か. 中等教評 を 运けた ノx～スナオて 

りず体換雄ず坪クサからほんだ、 彼仮号にコンバス. チ=ー-・ 

ク 問 宏 • 町岡 刀 ハ ( 〜 再 o マ〜)、 &....とc のボ長賞っポ ﾡ ※

4 E こ合に救 える"要 ゲ あった.

" 上 委チ7 万にわたる一確のﾡ召期ﾡ( ニ のﾡﾡﾡにﾡんど シ 

»内相生が訓体を役った )の竣、考ﾡ的てﾡじな = 人ク都長 ・所長 

おょ が神)川ア をFリあげるこヒ がで さ た= ・
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ﾡ画ﾡク行ギば逆ﾡの タ イ 7"にたじた/ 日 ク作株分 ( 例え 

ば. 平前なﾡﾡて1は 7個のプー ット)をこめ、刻条を増加させろ 

ためにﾡ定を終J したプロット お上 ﾡ標を上わったプロッ トに 

対してﾡ与を号える こがてきた。ﾡ定のﾡ る城牲に してﾡ年るあ 

けるという 危険をけるため、 ﾡﾡ的に林業校術ﾡミ た 細浜クー 

人がﾡ査ク 済しだ イロット ク期え記係につい てﾡ とウる 行 っ た.

試査天打ク総女用はレS$gz。。。 ごあった。 平ロせリ»貴

用次のりてあフニ。 サ
や

写ﾡのﾡ影 z・ど

対区の調製 /•レ。

▼ンプッ -グ八逆調査 4.c・

内茶お」r調査報告 » 作店 イ. ・ ・

貴 zグっ

派列 クニフク故連形面ﾡ タタ カ.シ 。。NO. に戻すろものて :、, 

る.ﾡﾡクラクク初通は ス。o。 イ.林面ﾡに対するも ? 

ぞp る ・然 ってﾡ際ク林ﾡ面預の平力* おり 平責所 は# ミア。。 

て. 扱影 & テな っ た 平カ マHさり ( 林逆ﾡ戒の ケィメはあ メケo 

てある。

これはﾡﾡ資承の一妖的知を求める という 百前だけでﾡ く,う 

読<経も計直 ちよ 次制死計画の塞殿を引之 るとい う又ﾡか実行さ

(たﾡﾡﾡ査ごある , このﾡのﾡは系しﾡﾡがかゝ る のが能て 

ろ・

もしこ ク喜用を 7ケec・e c. nett ク針ﾡ樹ク年パ量 ( 長脳 

ク#?チメに向係させ. /・年前にが貴用を傾却レた\と T 

立不ク cv フuオと・ 当りの貴ﾡ

ラテーーを。 = サ グーセ> 卜となり 、 こォ 刊部 を 

芳えに入ても/クxicoの木っ平して cut九とイeし 当リ U・5卜

( 殺材お文 び パレプ林 ) という悠い -メオい?&イe に比士軟 レて小 

さ いﾡてある。

新ノﾡ ﾡﾡ地 ^exic2共和国に対する位選/tcんcccat 

は甘\部分で、 ヘex,c○だのﾡﾡ天で示す,

( 原文ば仏ﾡ ) ・バ":
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第ジ図・ 2/aCそot クル/ 調ﾡの ニめの エッ上イ M "ﾡ (dfat ) 

の座紀

ﾡ4ﾡ 実体ﾡに」る写裏判諾.じず合には双ﾡり抜大短を 

ﾡいる。

第 ゲ百 このと メ Plot//euイ&it の立休写環・ 林別ノポ 

琴兵ク刊 既 を示す。五体 税す る に は Fairci&x ooue z フノ 

ク ボワ ツ - 天体ﾡを 用いrげ1らない。 写ﾡの下テ・ 

北恻の部力は 写梨の上カェ り ﾡ生 してﾡﾡの大き い林で あ 

ろ。ﾡ働の林は 飛帯性悠地からWいて く るﾡﾡしにﾡX 

の影響を受けている。 ヒ仙Iク傾料ﾡはモミ (卜)てあるが 

ﾡ ﾡ奮 I二はマ"とカ シしかない。

盾のセ今

F. ﾡ地

Fr 本当は林となるべそてあるが、理在ば皆软扳装地 と して 刑 

いらくている。 .

Fz. ﾡ*ﾡ ^ ・

Oy-I-I. マッとウシクﾡ文林てあるか. 主災樹班はマwてある 

この林の立木及ば低く. 平均ﾡﾡは o ～ zowの 向 てあ •• 

Q-I-ス ﾡのクイプと肩ﾡであろが、 ボ位ク立木で. ﾡ高は 

え。～ >oし てあみ。

PrI-Z- マツゲ大多抜をﾡめ、 ガシゲし交っている。 木 

はずﾡて. ﾡ新は の〜 o . である

PAQ-ロス.マッ、 モミ・カシ がﾡんど回じ判合でﾡ交している. 

立木及ずﾡで、ﾡ督のﾡ町は ・〜。スLである.

R 二れらの小ﾡ預のﾡはマッおよびﾡかクモミ幼令ﾡI 
よ ってﾡ全に旅わ ている. (ﾡ不最)

ﾡ4ﾡ 各伝列ク地図上に喜ねる ため 乙ﾡの平行グら なろ 

所1 方 ﾡ額

第7図 お胳今林乗南上力抽出弹垃ク配置. 林地以外に客ちた軍

こ:外した。 大 ミ うの、.c

矛みﾡ 調貫区 下は金天. Eはロ"トク報方ﾡを示す

零ワア コンバスンチェーンIに工ろﾡﾡ立八泣ﾡづけ

/ ﾡ 研本7ロ ッ トに到ﾡ して.プロントﾡ考を示す全ﾡ板を一ﾡ近い木にとめる.
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第//昭. 林分千ﾡりﾡ定. このﾡﾡ値ニィあと実体ﾡて 

多中写来か あ刊読した (そま ごに行 なわて いろ)書 

■と比較する

ジ・ ガナダにおける森林ずﾡﾡ査

Forest Iventcieoシ Ca.'tzdベ

.E、 seey
ヘラ7年 A...て:..&c お ょ - &w 三ectan4て前さ i(たﾡ ァロ 

天地間林末会ﾡにおい て従虫さ*た報吉 .c........ D ザ./%y

をんヒ:1 Affaじ:v 4 /tccntaf RuSccc) Fre5tr Brectck.

A/ccePectuoet P&ccaCcet ン0.8、

受的

カナ ダ 添林ﾡの 1え にしとずくﾡ一世再林協約( Feena -アroy;- 

2/rrestry) .Afreewent) 二よって 天行さて てい るﾡ林ﾡ認量 

各が取ね っているもて、 カアグにおける他の 資承訓査 を参 

号に していろ。協約によっ てこ のﾡ孫調近は総面ﾡて。ど.。.e平 

ァマメルの ガﾡを包 告 し なけ て ばな らい。 王たこれら のﾡにﾡ

ら 2 力渋は ッ ナ ダご用 いうてて いろのﾡと大部分共通t し

ゅり. 二(を記削することに工ってカァグで一ﾡにﾡいられて

二 式 氏済 泉る知ること がぞ さる。大休にわいて、 カナダン年 

休沢訓 せ てほ 林相ﾡ ク梨をも含しているケ製ついヵ要例外 

しわ る 特散 空中 芬 英 に全ぷずに ﾡろこYc、 モノ靴m主ド手 

叱ハシ※ 定 こ 4C た み林 クグラス べ重切に 配 か さ ねろ よ うに 各 浮本 プ 

ロ ト を 殿にす るこヒてある。

綴音

カ ゲに お ろ 浜林ﾡ系ﾡ査 ク救ク減も ﾡ受広ﾡ歩ば、 カナダ 

合林去に/ ク タ/ 年に為めて形一存林ﾡ的み保項を取り 入= 

「/., ある ◆ こらクﾡ的にしとずいて、 座形政房はﾡ林ﾡ源洲査

—し 1 る た " 各に ﾡ政ﾡ橋功る 行っている・ カナグeH クボ 

7がこの約にﾡ加している。 ・

て ら の ﾡ約に も セず\ て ・ ﾡ面 ～～4z. ○平汚 マ 4ル oﾡ戒 

にわたって森林資求調査が矢術それていろ。 ﾡ去。声の前ﾡ査季 

*&行tったﾡ米. ノクタ7:ァラ/F ﾡ左で面 は干して /

Jレた・ 用らてたスケジュール クﾡ準ﾡも ク ほ -
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W的っAてあって、これ次クよシな酒目な令んている。

-マ:部 ふ林区系預ﾡの一地的aW
/. ポノ休地ﾡﾡ比キ ゲ小 こいこ乏・マ品ア/ミ ooco( / ィ 

: テ = ・:ッタフスート ) のﾡず葉にも ヒ すい てﾡ査& 行なわu 

け *ばな らない。ﾡ林地帯 領ベ/: ク.ラメ・( /イ>今=

zケのフカ -卜) クﾡ京脳 (Plcnuintetri二.."/ ) 上Iに記へし 

なけ。 ばなてい・ 林ﾡ / ミ ケ・( /ィンナ= /こ。プィート) 

ごﾡ扱光 し バミ メ;4?工り u大をく ノミ ・ケみグ・上 ' も小 さ いa 

ボ て 区化 L け ( げなら ない。

Z・ ﾡﾡ»比ﾡが大さいしさI. 写ﾡﾡ版は/:ノナ"八ざG 

尽てなけれげばならず、 エニノミ ノ;ムcよ り大で/ = Po Fリ 

小さ い尺てﾡ化 しのけね ビ らuい・

・ バミ 4*ど。下 n術X 0林料ﾡ区り印』ﾡ Aを分す る た,, 

秋認さたに林種ﾡ分. 例ﾡにﾡって作ﾡ三(たに戒脳がワろ勝 

令は. 豊予は二北に1るケえる。

〃 サ ムプリン ケ規ﾡ査 (/teu2.2ペ"tとッ)は 主十写ﾡか 

決定 もれた通り ク各林又 分かにも とすて,なロけれ

な らない。

今 利用でき る条件刀下ては、層化界作為加出法を探用すろ と. 

費用や、 新的ﾡﾡから無作為投表を株町てき trい合に、 

ある種のﾡ択前ケす ン プリ - グﾡ(4owue/zu'そos fdkctnaッy&ッ) 

を用いること。サンゲリ > ゲク 方テ却は 士 ○メっ確手課髪 ご シ 

ﾡの椎定ﾡが分うくみﾡに計五すべるてある- 小さ、Hごは 

約 ケのo.ouc Hー力ー力 林地 につ\て、 -大さごは e /ou 

ccev エーカー 八軍戒に フ いてがな定をケ う ことか 

てきる。"

カナダつ浜林ﾡ承ﾡ査においてﾡいられろ万ﾡは. 妥求さ水る 

報のﾡ展によって ﾡ域ﾡにか りﾡ化していろ。 主逆所状え*へ 

探権と と もに、ガ■力 価値 及*他判 か、基本的里 要性を も?ゴう ごある. 

答ﾡざ承額査に林楽区の調ﾡが時証す るか. しかし幾っか り»要
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な例外がわる。 カナダの本林次系融査のしつ特労、ﾡず写素に大 

き い信ﾡをわいていることて. そクﾡ町三情写ﾡから ※ﾡさメ(た 

条 林 ( forc t cCa.e )バにA a。 & )ルeot か1負切 に記かさそろ工う 

に& 々を設定する こ こてある。

カ丁 グﾡ林法クヴ竹にﾡずく #のﾡﾡ試振

oVa Scotia 十

”シソa 5coL. 1ク林飛預 本林洲査研ﾡちよびﾡ空測 

ぼ会社とク契約によ って全ポーﾡに行なわれていろ。 レかしHい 

らている訓査法. 期の 京に あ =っ てば我が連邦の接期を 

シ け てい ろ 用 保 グ ら. 要印政 省山 林 高 (Forestrシ Bxn プ ic fed- 

oa4 6rrezmtwt) しみと大部分ﾡじてある。ﾡボ 写浜 は バミィケル 

厶クハ騎アのも力が用いう叔ていろか-. / ミうアど。の締Xてゝらてた 

トニ,“不 具も補助 的に 刑 い ら 北 ている カナ ダ地ﾡﾡの域T ﾡﾡノ 

呼した. そ カ タト集 データ -ﾡHいてﾡぶ バみα。 ﾡ木区を作ﾡ レ 

<いみ。このは つの資孫 a査 区にケWさ. たそ各々は= 

っ もレ く はそてメ上 の饰 (cgunZd)玉r=-は言治(uンcc.&Z..。 ) 

z各b J..wri5;oニわけらtていろ。浜林訓査はXの順方に袋っ 

つ生のられろ: 主ヤ写具 り 紙影 . 判I託.サ ム プッ ン グ 地訓査 .

外 舞. データ に よる 制| 正. おェ w とりとめ、

川祈た者はフのﾡ高を、 ゲつク書ﾡ区分(だerctccve・tu)、お 

ェ r ?ﾡ冠区X級 ( c.aotor4e.tccみ c じcd > を用いている。

ア満 クパ 朱 は Steree/raw お」ﾡﾡ法 (Shxdこwwe/hvd ) ご 

: ゥとで 咼を 用いろ こ ヽ： によ って 徜 易 化 苫れ てい ろ。 当ヒするﾡ 小 

,林地面称山 ・かノ世高および林のがﾡ的に図 ヒナみ要 

nPスアベゆ先地域内にpみかどうかということによって、 ケェ- 

• 一〃 ・ス" - - ・ -て"品町て受ﾡしている. F一谷ﾡ、林 

• tい ﾡ 報を むつ subdivision 内にみる全林分は、ﾡを レ 

いろ ハう,減も遭要一小の用 か ら 作 ら れ = 特別 広 グ ル- ブ 

っては、 ュッ ッン ヅ カ 際 特に 主意 がお われろ こ グルーク 

ﾡ 内の林みは . 無作為公表による サン7リ ング-を行なう. さう
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してこ 八特別在 グル - プにﾡしない も の も各め十た すべてﾡのサム 

プリ > ケにおい て ・ ﾡ好広分布が呼ら ろ。ま ずﾡ /に林分にた y 

田番学をつけてお名. 乱攻友てﾡを行う。 次ﾡ把ﾡを無作 

発にんて から 林り を 無%為 に网出 す ろ ため に※ 2 Tった格る (a 

才3一d) るいろこyてある。

すべて の監につ い て を S ら ね e えクら とヶYの 個敖 の 小ケ正 

アe* &それぞでﾡする. ﾡ分ﾡﾡ称の 分ﾡゲのヌ り大ざ い y 

きには従要a/ムnfotn個致ﾡ落で き る 平打ﾡの標ﾡ訳圭の大 

こさかうほ足される。ﾡク上て同一と又しう る特ﾡ&結して 

林分めみいﾡ本描をﾡテうべさ林分を通ろ査ﾡをぶlき ・ 二 "直,、； 

上に調査に必要な催数のJαw(eAcox が設こさ cる。受ﾡし し く は 

写ﾡ上てつVﾡから.個人な刑をうよう ことにせず・アeo合 

○祝基は地財上八ﾡ定値からﾡしっ て※ﾡさ 4. Pget姫測は 

求 4 テ ーンてめろ. こクサンプリン グ方 式 IT コu/+(5e/ect c4 

li.. e)表 とよば 2。アどot大 きさメチェ - >て・ 面形「： 

= ーガーである.

各X に対する林ク 浜およびを預浜が成長及号広林のか ら Fウれろ、 

ラパ 可ﾡなす べての林木に対して は ct..fし.に工る林ﾡ推ﾡが、た 

大径欲に対してはボー ド 。ートに上ろ材ﾡ推ﾡヶ行わ る- ﾡも河 

正と考えン(ていろ面稿査定のテ去!. 刑•国の拝嘆によろる力で 「 

る,賀源融査/金段関を近じてパン チガー F、城による集科 は 

クFﾡゲ採町さている。 外米には年令、 平不のが長ちよの市 

花生等ノ調紙が•含 ま朮 る. 祐州西ﾡくcu2Ct.r.)は高ﾡこに# 

画C荷始さた・ ず系祉持にﾡ立たるため. 門用 し分ろﾡ1 ( 

源油者)デークク次用が方量さ4ていろ。

Mex Brnsyic名

ヘeErunswicた の ﾡ様てお こてう ﾡ休資系調査は:/ ター 

のﾡ一ﾡ約の新名にしとづいてﾡ行することになっ7- ・ t t 

区作たyになわねに現調査つﾡ米を 利所 して .Aottd 

なnyaな と. "ナグ生軍が/パと～バ5年に派影したの求Y
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てﾡ尺/:/G24o の ﾡ本ﾡを作ﾡした。 ラデ, 年いら ハクタタ 耳 に 

い たる期向中 に. #は浜林系査のfために /ミタv2の的尽て支全 

に ﾡ様物 さ1-- 4～ッ・ムiyにはアム・ ヶ合ﾡﾡクﾡ都林料試藤 

ガ (oYtfccCecnt Forest ExPeriment Stat;io) みしの と鈴か似ﾡっ 

-= 段虫法 (to-t子e) 主たは= ﾡ 去 (deuc4&3a& ) が 

田いら打た• この力ﾡはﾡ行面てﾡか格正がされたゲ、 こゝぞ

+七の政※前な 形につ て の み概略 を 述べて おく。空ギ 写真 の主契 

(Ptncafncut) を利用して. 系を的才技 (4o teotzcc4&ctot )二よっ 

て説ﾡか層 ち きかるための 連城ぷ制止した。型ノ段藩と して主奚のまわりの ﾡ 分 

が人化とれた。 この受は、 /モ-カーの野資p&ot るとるだ2た 

ﾡ郎然力試験場でかやり方と境っている ・

ア化はっク林、3 つ力 樹高級、3っ新ﾡﾡ. およびﾡと 

た「およ びiﾡ後に もとずく つ ク ゲルー っ"によっ て行圧わて

2 野責判ぶをJル' ろ ため stereefrn が双 用 さ c -・
アク所で主次林の/○スグらる刷*塚本 を 熱 作冷にん 

一 が近を行な っ=, 4.2一平方 マ? か ら 'に る 各呑林区 (forest 

dis tct) に対し て 叫>x採本ﾡク分ク 数が糸Su6-c/a55ク湿示、 

ﾡ定 さ (た所分ﾡ、わ 上 ﾡ薬樹地ﾡでコ ス ズ . な、兼M地て 

,ニ 1 メセIう許ﾡ課半秋ﾡから天選さた,つムア/とイ大さこは. 

チメよナェー ンかウ m */と 子ェ -ンチであった・...% pfet 長さ

J r記型は、林のるﾡしよくが表するように課狂ﾡの ﾡ人的判前 

・かせた。 ^

坏 社 は (/oect tyん. .../)は調ﾡしハった。多くク立木地: 

*立不ﾡのそ北ぞて面預、 および所ﾡ着ﾡりg分は、 そcごてク

T W： 落ちた 王 英の 数か ら 延 めた.. こっ上うなﾡ積の求ﾡ、写 浜 

判託および現世ﾡ査クテーグ み記録を落めにし.ﾡがおよが培ﾡ量

源道状込 ) / 推足 を切•け ろ ﾡため たy seyt c〜rd が Hいらc rた.

タ は、ﾡす程わ* びi経級別 に工-- カー当りの 数武ご形 リ

3 と められtﾡ地渕ﾡた めにﾡてたﾡえの p8otはﾡ しﾡﾡ 

ッパ火 Pcex として誠ﾡされた。 こォ ら は そ今 ェ - ン* /チェーンク
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? と並結 さ北たっっのェーガ ー・»形っゴ ツ トゲレ京

っている .・

0n tario
州のﾡ概亡行っﾡ林列ﾡ査は. ・*ム 年に o.twriotて行なわ 

(たが最わて. ?*.。と○平てィレの森林逆遺る訓査するため. 

土運森林 (venart ノノα." ・メムヘル。 e4 FoYe5ts) の存林経送部 

(Tjmtbとy/1anagenc, Pirisio)の平 ガ と して ・ 系林資源改査課 

(Forest RescurctInvent Secti。 ) が設け ら (た, /タテ / - 

ケz ﾡ業午展の那一協的の師にLたがい、ﾡ選ば うcoeと 

平方マ4 ル全存林を包括するようにを次大とれた,

北方のﾡ地に対しては、 主要本株地常につ\てﾡと水たﾡﾡ 

秀去る多少修王して前いた- 南ァの救業ﾡの林地に・ 狂写資 

か ら 作 ら て た 集成 写浜に よる汚法がﾡいらそた・

主変ﾡ林ビﾡて刑いら北た方表は ・ 締ボ /ミ/ケみグ○"ﾡず写系る 

しYンするしてめろ. 身菜•菽 ﾡによるﾡ本図クFにわいて 用い 

ろ理せ補正0ﾡ行. エお」が森牀局ノノ調在女術部の坦当て レ)4 

現杉する デ-クーはヒリとy 生行な ら zにﾡ地 正を体 ク 本み 

にxしなっ て神足 さ A( た・

ﾡ ず 写求わよ rX本図作京 は・ ﾡYして所翼にしとずいて次行 さ 

た .

庫郎 一ﾡ約が術 る 向 ク < ァ4年か ら ククケノ年に 委ろ ダ 年 

商に、 ¥-ク契なによ?て/矢と○。平マィル =わ「る字ずﾡ素証 

らがに基本ゲ作成と(た。ﾡ約着の業ば、の土地ﾡ林局クﾡ 

生測量部 0行な う 救的小ﾡ喫 ク 扱彩て 補ア さた。航年 ゲ お '

現地補正からﾡ本ﾡを作成する際、s/vttedteweteoゲHい 

らね =。孫林は、 oxw&wn 行に 先 って、 大まか ﾡﾡ ご 

p さた。 計ﾡ された お年は そメ下でな け げばな ら な かっ た 

手 た a は・系賢 ク ゲﾡ となろ上っにすろため、甲 mな 

«にある地ﾡの下からﾡ人ﾡ判断によって猫上された。タ, 

の2ancen&et ゲ用いらたが、 こてばパチェーン"迅係上
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前岡に と らCた 3 油 の &neneoズい らなっこいる.

; ﾡの林料. 似採あ る いは被督 4つの条件とィっ( 林ﾡ宏ﾡ 

優)菱 所を 系示した系林区 が ハ/クムか 分締尺 で'詞殿 で 水 た. 孫林 

固上。 和 をはいるには格う※ (ot アut ) グー声 いら水た。

ﾡ河当 径 2, f ン チメ上ノ木ク djf (な裱が/2 孫林又 くforest 

tozrtct) について留條芸 と の形ボつ報吉社にま とめ ら た。cud2

(ﾡ新木) データゲエだ刊刑ビこるま ごにな っていなか ったのて、 

cuuc 材ﾡっﾡは行なわなった、主 受樹程 (a.dt ッne う の 科 

液衣 にま と “ 卓ﾡﾡど～ サイ ンテおよび。イーサメ上章位て述 

本回 上に 示wネ( た • .

死調「ﾡには早木ノ令と成長量測が倉士る. 放長おrてﾡ 

• テータ近 ら 次•に cu2e デー ダ ○刊益は ・ 期 査 が行 し これら み 頂 

チn研元が地る とビしに. ﾡにW座に認ﾡさi(る」うに在 っ たに。編 

・成長動 およ次”收樓視の デー バ集 M シメ( • 公奈丁るたy に細集さ 

/バそのとそ には ・ c 4 デーの チ調査 は 殆ん どﾡ子に」 た。 

y ﾡのf しい雄に フい てのテ統は。 こ(ﾡ型り階に丁 三な

至要森林港(2 •几孑"*) で 作業 レて いろ細は、一飛 調近に刃 

- 」 源謝査を折した。

岡北対ﾡて用いに法: ぶ バ/矢アクク主ず牙奨るも

4、丁ろ りのて. 上 渋再林ﾡて Hいたもクン非 幣に上 * 似メて いる。 

しヶ し土郡ては ・胡凡バミ う 4 。 ? 空サ 写義 を 用 い,〃•5"

んtoんi&補助的にﾡい る いり池地キク恐い ( な を落 した )

ご ～Hた。 ・
// /イ z

pux〜tじ。 南部 立木そ大部分 グ’ wcod Pan4 (X内のハ木 

川 ) 内にやる。改x /ミ ・ケタ"。の主Y写央と こォてから作 った集水 

4バ用いウれた。a クルシメ/''/ 出公辛 グ。メてば=w。4-

いH"埋統したっc/ &1いるものごあった。 いたネ林桜(

テルんとCo. ) ク攻ほ主 平森林ﾡク合よ "レデっと 少ない った.

【クホ先日現在蜜行中 ご、特字洲.ク去が考米さつ ・ある-

一"“江々



/ ルルムル 保 の林 資 深型 査に災要ﾡ査計通(子cut C クルな".C 

の 大部 分は. 力 系然ﾡ深鳥(/coービt Ctuイtc/tttntc才パイu 

&n4 ペcXu. te Kxowtcs。 )に上 っ て立ﾡさメ(た。 ﾡ査に用いた主 

¥ 写求 額べ / ミ/ケタ ・ / ミ ん4よe お よ/ ミ く c.ccで. /76 

年から ノ,一3年の房にﾡ彩さしで る , ﾡ本区ﾡ地深査と

生市写求グら26gtdtwzな ※&用いてﾡとT-。 二脳た 

作案は王と して とcvtucto6 イuvv4y2 Bzwncイ Iに士 っ て※さ 

た ・ ニダ)源 資会 I工ﾡク 逐ッ ォルと ﾡ西端せ (Acc.ac&es ア

Y←ユ Aea an Jnvc ceatんEc Foret Azec ) しでってる。

Accua.心b4e Foret Azzαの 林分は、 " つの林村 Cたcイ Ceez

と/c)- うつのﾡﾡ欲、うつり胸ﾡ断面預故・ っの地縦・ ラ 

工 Kiacepue ま = は tomtck の 有条によ る 多数の ouん 

t Iに分ﾡされた。 こののﾡは A2じt4t Powez Pet con- 

/2&? の0S、TB、Lc<e 氏。 /" に 修•正 を加えた も 力 である。シ2 

または層 の集まり は. ﾡﾡ(cのext/c)谷ﾡ、ﾡﾡ. 地わェび 

4u&- twc について ・ 英通 な 特徴を 若 す る / ﾡ林区 ク 丁 べての 

ry.2 らなっているという ことができろ ・

林ばが査炎ﾡず写次わよ愛ﾡの。α"& ら*c そ り 

n にケ類した» ぞ*よチェ- ンクﾡ積ケ。= - ク - o4t 
が用、れたに。こォ(らはﾡﾡ班長のﾡんだﾡ査ﾡ上に一ﾡ距雑 と

に設定さん(たッ AcCeu4ck&cFore才4xczとz?z 平カマィ ル 

ギに. 全部て /ネ タタ/屈み心え が"成定さた-系林区のﾡ預定 

は、ﾡ引浜 (4dtA.d ) たばプラ -メ-クー ぞなわ =- 泉 

の ﾡはﾡ相 (Ceveて ル ) およ ーア1 ンチ およ /e 1 - ナ 

以上み豆経後についてっ=。 ccg6 係ﾡはﾡﾡﾡにﾡﾡした。

攻困難述 (Iacccuッィん4eFauそ Axc ) におて 用いた法 

は、空中写真上に普通/マイル開酬て系統的に被けた ス工 -マ-の 

ocw ハ上ッt をもど ・ びろレクぞ、 上にべにVS. Focutsewtec 

と New Pwawcc&. 刀方法に廳以 しTe =ﾡ虫う汚式 cdcute 入x 

クとy ) に従うも"てあった・ 写事 Pet ** ご特この林刑
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Cとeet とynue ) ・ﾡ冠丞受、お 工 びﾡﾡ を 系す ぷっの? フスに分類 

Nとた,

与庭用化の 希 照と 修正 o たにの. ﾡﾡで 。ェ -ケ-の oパ2p&t 

○預査ゲ行われた。写熊上 で局化 あね た レマケ ﾡのア&eそのギ、X 

えェ;間 がガて チェックS(た. ミクククラスのみる 示すﾡ材M ゲ 

作京これた・ これらククラスは・ 取うl 可ﾡ林か . 幼令林か、 およ w 

生差ガ のない 林 (;u-八vcc..ctiucPovcot ) とﾡ立木地(のー 

Loreutd ) 紐合 亡 いらなっている。 各盾にへる写救プッットの% 

はその盾のﾡめる 全面預 の初合を示すものてある。

月 4o/2oイcfuict
Scoecイcイニuwz の森株調査計通は 主 と して アeovin.ccePSuxvepo 

gtznck によ って立系さ北た。 査 o基礎に な っ た莖 甲 写真 は. 

ッルチ年い ら ハラタケ年の ﾡに扱影 さてた. 用部 お」w 共地 o 納 

ズは/ テ&"eで、 土部運ﾡ のもは /ミ /ムe ミ t= I ノミダメうどoご 

あっニ 本 脳 の調笑、 大 柄 み Suヘrez。 atイ e/ンンバ Bzunicイ 

of イ&/edeLaピ De/uozイLとしを / ペバにJ 〜イTccイuccdPSutreyッ 

: セ 布資源調査局の調査図让锚 ) 災せ西甚と 主宇学ぶ の 3咨/ 

pnudox を用いて行った,

の調査は、 王と して エ木価C 乙6cz ンae. によ >てゞつのず 

み神て来すさ*た・ こウ州の番林請査には. tク主受α経済 

, F ゲ合 (る。 部ﾡﾡ の 査 (ortKezrt Ruconnaビdce Surレey)
ほか力証処•請更によって妄了 したC 香林ﾡ査地ﾡのﾡ部のﾡ 

划才にば常刑の方法パ用 い ら( に ・

二 刀川の 凝林調 止 ご用 いられたﾡ法に!形政方クム林ﾡの芳法を

イ

しとにして い ろ ・ 写求ずiお+て上ゝ ク owa. scotiz /ﾡ(e- 

groted &ue ) と 祭 分似面 フに玉てA & o地 酒 ﾡ ゲ行な 

P(た。層化はずの林( たret cove. ty/. う・ 4っの ガ区 及 

概およ 書高«に? tて テメォ( =。 べきさ x<テェ - ンクケ=ー 

力- の a"はreo* ゲ耐いられた。派後簡「浜林区"及に立?

は用 みデークる刑\て 写 ¥ 誠術米 正 が4〒 なわれた。この
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本林ﾡ I #天 / ミタうど◇て ちっの ﾡ林ﾡ ( forest cl&sse5) をﾡわ 

けしたﾡ 旅別 りのものてみる。

ﾡ査は全経ﾡ林地(Productire forest 〜ンc) ◇.ecケメの 

て実こた- ﾡ所の消ﾡばﾡチ※ c t み一d)去て行った。ﾡﾡ 

一覧表には、 ンータィ>チヒノ〜;ンナメ上 査役に 対すする 書程別 

。 こu.t. 科も記へ さメ(たっ。/oィ>チ>メ上ク不 Bvardst. 

ケーつ刀書督故にして示された。ﾡテーク・ 令後配具・ 立糸 

件 (5tec%ど eoid;t )・ 成長ち上て祐頂等に対す ろﾡ悟考い 

作された、

吹ﾡ表所製済料る とるため、 て・川のケエーカーク ﾡﾡﾡ半地 

みこされ、 た 樹高 のフ4 - トンメ下ク 杯分 を 頑べ ろ二め・ ヘナ個 o 

よ。=-力- .y& ptt ﾡえさくた。 北ク地布て浜甲 し： 

分新 ;っ の相 と二っ 書高級にﾡら (た。 ニク台ノ夫は • 

抽がずっ と意く、 意の キケメ上に万いて は全然卜ﾡが 行な才 

(い ったノをﾡげ ばJovinc iol Forest 1川yet。 てら 

し八と戸ﾡであっ に。本調査てH い た方は、 ア か ホ米用 (w 

itezstxtcsForest service)てﾡ及左せら=力と、 

ペ ewy Prunswバcん わキて ペ/avttor〜ボ変でいシた力式 

と 笑 ク"xmL っている- < ぞた /ェ ーカ-のzつの つa"/&と ア&of • 

各写奨上に系を的に位巡づられ、 つの砕T(coer-t/e ) スっ 

み才あ号よびグっの※及るにﾡ止さ北に。 こらクPeet クキ分は 

?ジラやごﾡﾡてチェグ左れ-. 不洌直越血刀一郡か一隣接する//. 

6 i&/ Iue,&,y ﾡ財にﾡ町 ってはいT=ゲ、 こク去ぞは砕林脳 

調繁は不可ﾡでみる. ・

APCevtz
APcuc。 H ウ調査はﾡﾡ手玉羽量会社 ¥ ク求約の とに パ ァル 

年に ﾡ始さ ( た. 羽整会社I こ ク契約に ってこの一i の 芻 ﾡ 

の呑杯調貫に会社ケ」用しr-4X/ミ/夕rグ。の呼真を従す 

と も にﾡ尺 /ミ スムク"。の 全体 ﾡ中 写填 とを天 / ミ 4 34 e , 

速本 函を顔ﾡした- ﾡ林額査 に加 さ れ ろﾡの I オ ノッケ/年 用
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州 み的 にLた パ っこﾡ文2 crたゲ・ こ ( らか圮域の 現 処 照査 はProレ. 

incio/Ferest Scrticcによって実さ(た。 <台ホクム猛地毛て 

ハuu&tiPAntPrejectorによろ図 化ゲ ム わ ( tにI かは、ﾡ 本区 ハ マ ﾡ 

にa t. Lッ.ftミ がい ら ( た-.

外り のば ・ 4 っ ハ世級 ・ っッ改 xつ 報 3 ェ w求 

交米ﾡによる多以クによ って3テな』(た. 個人1Mによ って代 

表的な 知域 を 空中 写変上 から選 スニ こ ら 刀 划域について ・ケナーン 

同隔力迎就上にルチェーン向隔で訳サた加上*“にぎって加米バ行な 

わ (た・ &otォ--ン* ケチェ ーンのメ=-カー、 工 r:H、そ - >xケ 

テェーン 7 /。----クﾡ示つすった- 杯ﾡ区スつク 海尺 バ : 

cee Pよびバム; 4o て複ﾡ こ:.

/ダ:年メ 求 ﾡ高 受 今 •特に e..4& p&ue とポフラ クェ 

”に するたウ・シ/.。- 写英法 ゲF されている。

漏 近デー タ ば ベンチ カード ど 爆南 に 工 っ て ﾡ青 さている- ﾡ預 

)祭引ば と ごはメー ・/イ ; チ 壶怪殺 Eよ な/コ「 テゝ上"i 

怪報て とめ= Pi.c ご - ノのインチごこ ノノィンテゝメ上

採 を まと；>て計算 す ろ’. 集 計 r座政府 o 定 た基学!に上 って

し行わる,

/ラテジ年. こクてに株がk7が長逆Y. ごず矢面 

ハら P た並を勘来して. 优 源康 a 毎が正 しこ 公奏了 ろ 方 

f「そボのた。 :: . . '

月 ・ cCcJん C c-u mれ&e

/ィ キ ー埋和 ゆざがﾡ効 したとき. 協 さ ク ェ =すぐあて 

ュめら るよう ﾡ率ご役にマ査さ( ていた( R. _。平方 マ ・レ 

を除る. ニク 承部 ﾡ ゥ 対み奇価 Iチ //。め。干カマ クル ご t , 

た・ げ 旅パ 査に生立って査 か 行 な ic た ク ご. irm, •) ゲ 

g 号 rった,そのうろ に研 査 o 銃用 か•/ 以./“ク邛方マ 1 ,レ. に工 て 

T加丁 ろこご ゲ所らかとなってさ-・ した グつ て 求初Iは チてあ っ 

た 協がさ ら= z 年膚延長 さc ろこヒにっ=。

採形ﾡ調裂 n :め . ﾡ林ﾡ査 にﾡ用す る 力 ご&。2



な剪ル欠 ※て作 られた区定的を本ﾡにし ・ 逆上査プロ、ソ H を 

誠ミした。 上西査は主と して羽地ﾡよ地ﾡ超祉にくびつけに= 

角測受ﾡが らtrっている。延本区クモﾡ はぷ方ク土ル森林ﾡめ E 

下写契到 ¥ 部 て なわね た。

宴本函のﾡち」7c林ﾡ 判浜に刑いにﾡボ 写ﾡは点ﾡ タ 

ィ>チ- 卜形な*ケイ>ナクレ> ズp カ・ ラを用いて、 ﾡず字央期量 

都が振影 した, ニシみ写はク*2 >チにラ"したが。 ゼク殯 

合0神ベ は /ミタク4v。 ごのっ た ・

写資 と 番本区 を用意した Bx: c./ c&u&x Fou 才 &wvec っ 

利量調証部 にほ. ﾡ源研ﾡの完メにﾡ要と =(る作ボ &表された. 

この林調査法の幸特路クーつは. 主中写資を上調査のﾡ区ヒ 

して耐い. 同一 17クセかおよて得号づけナを地上ﾡ定ﾡグら写浜 

上に変へ し fた= ニとてあっ た 承林ク 4 の殺維性のレたﾡ尽 / 

♦4/身0の引 陣 し 写実を 用いた こルにより、 内求て町ﾡ判擬グ不 

可ﾡになっ rに。 グフスおェ ン”記我 用0ﾡ琴( 救与)の さtは す べ て o 小 

えにあてば主ろようにきめシた。 クィプクト刑みよ"符ﾡは ワ 

ム プリ ンケ を行なう 前に現地本部で辱龚 いら延本区にﾡ記さ ...

^ ク /年剤 はﾡ古字 <xースの ◇な, ﾡ査 ゲ いらた。 A 
らの調ﾡば層化無冷会表に上 るﾡ査ぞ発んど支全にお呂 かえ ら

た・ 探本ロ トのﾡ置は林相ﾡの上にﾡにﾡ取区上の格。 

交によってきめた。ﾡヲの株に番琴をつけて おいてﾡ救表 からヌ 

ﾡを要しだ。

成然林分 を’まけ 走令切木熱林かの部出軍圧 は. 林分ﾡ煙に」 )で

ェーカ ーから芝ェーカー まで“ 友さ さ を しっ そ ビ っクァ 

プロッ トク紫王りから広っていろ。君 い木熱林分刀泄出 単価U1 

作為 に 位妻 づけ た直縱 上 で’ ス今ェ- ン前岡てと った»催 » ロ - 

からなっておリこれらの大ﾡさは す。エーカーから /一v ェ- カ- 

チごとなっている。 作業の進術とYしに、ﾡ査ﾡに対して"受と 

とれるブァツ ト枚をきめるにめに袋的ナ ェッス 行のわオ る 外 

業てら く 人女ば ﾡすて大体 エスぞあ っ r= ・ 条計ソー ン内 の.;
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について 樹委に林ﾡを立方フィ ー ト単位て合計した。バン子力 

ード 換城に工ろ ﾡおよびﾡ業に刊刑てる ガ - ド整型汚 ※ を 

力範圈に用いた。ﾡ地お工 び大面積にわた って林ﾡが大 体一様な複 

合には. ﾡﾡり上か ら ﾡﾡして林区 分介お上 相琴づけて も 哀オラ 

な 果 がえ らにごいう こごは 笑ある ・

aア バ 々 4se ク群細な林因 クほ がに. ダ つク主愛林福 を 別 

けて示 した万版刷 り o 締凡 / ミィスム.マと。 地ﾡ が預製 とA(たた。ﾡも 

型妥広種種に対すろ新ら しい番ず丁預浜クﾡ製とc.L6 力」w&v- 

ezkec(欠ヌわ」w湯 木 ) 係救 ク ※こ のがFﾡ が始め らicていろ。 

函査のﾡ術・戒ﾡクが査 予 ゲ完J してから 河ﾡする ことにな っ 

ている あ る 価域では 入手 し う るﾡ下写ﾡのしのよ り 聖 に大きい総

尺 の 撮影 ま が•探 用 とれ る こYが子選される.

生着 じ Cono4o. ﾡ 林法 のt協のもとに天Tさていて、正 雁な 情 

報が呑功に4らるﾡ休調元に >いてﾡ全設所を年えた. しかし 

上 i 近は, 林 り 秘的に 加入 していないク ホH査部ﾡ 

○振号ラよ ﾡ人会社ゲ経芝長作及や姿移調査のために 楽行してい 

•:• ※ 本脳査 り故明かない ことを 除けげば. 型ﾡﾡ行さ( て い る書査 を 

E< わ Lて いるしの とﾡう ・ 連予林高の林業研ﾡ所クﾡﾡ調査 

弟 っ 何 は こ、てはふc いこヒにする・ ニクキラ rm ﾡJ去 

gz > 刊行物ご取わ てこた 前ﾡてあり王 たﾡ不同ﾡに取扱め( 

ろ 手 の し クてある。ﾡムﾡ は毎年主 と し て北部 力 准州 と 画立公 

K地 ダ ク 約 "ecv。 平マ 4 の 域 .り 存林ﾡ査 る行ってきた。こ

に甲 いに方糸は R. E. &.c4y が"孫林ﾡ査" とﾡしてﾡ表した。 

フォ(は /アゥジ年IにDeれ一Zwcそ f /Ycztttn AH一&じw &イ 4と- 

/ のuイ /ueuuce の ﾡ承頑在部 ノ2 Tsck.uicae nte .Y してﾡ浜 

れた

座 の方去は上にべた awx ダevL.a +クHいていろ とェ マwメ 

ていろ. 時に活査作業 の系列 お上 〜 ム フッ: ク " ﾡ紙" 去に 

お てしかである。ﾡ区方り秀去は、 列えI分裕ﾡ. 、
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わよ肘ﾡﾡﾡのﾡな どクエ うに. 経本協と してエ リu 立的に 

"ウやナいレク、重u を列別する写真判読着力能力に依若•していろ, 

この坂の月止ば地上ﾡ査クデー タで修正さ ろ. 刊修刀一章性は こ 

の方去を済用すみ場令に及しﾡ要てあろべ、 こ ゥー貴性は」Cco- 
.. を工しく用いるこビにエリうチく ﾡ持さ c る ・ 統計的チ=ッ 

を 用いて. 改足左れろ際本プ= ッ ト 力 威を調節 した。 バンチ カート. 

ﾡﾡによる集計お上び作表表を押用した。
I 日 ; tter I iCh 法関係
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/• 可支プu ッ ト 謂査殺計 と半径 氐 一ことしたニロ ッ トによろマ査 

は計を較す る ため o 一神動手ﾡにい て

4net( ださ =ッッxいてど? み〜c〜どa一りそ Pとて こcしcと〜uムッ 

だixtd アビッC -ccir。 Cンtとe cとc・ダチーt

可タプロント去に上る与どuら.cイ ○ﾡ任去は、アメ 

行和クﾡてなくめらつ、あろ。 しかし、 ニのう

e ﾡの法こ ク係は.にIっ こりと 刃解こて いな 

川次

りカみ 末 

し い汚ﾡと 

い. こci

/ 房係を引と ずり)にする 一神跡手 として、 文 2丁岡 希長した・ 

森林調査の天テにあたっ て.長い前. 消資こ «そホク級に対 

rしてプロッ ト大ささ を面ﾡすみというﾡえラテゲ刑いらて毛に- 

s.... ・/は 飛 降 には. り～の変径グル→プに対元する同" プ 

p卜か字レいと論じている- しかし 英行 上 力理由に より. 同べ

ロッ トの救は x ～;ビエ り て 功る. こェ うN査ﾡ討ク例が 

= っゥ/ﾡに浜報で示してのろ- Cクーつは べいそ アのts.x Ce..- 

< 4 o r= り ○c....一 が行〒 っ た成浜 に肉す るﾡから Y ったもの

uう一? t P ッ s 一山派孫林牧野試験期が •以油 に 千林ﾡ 

の : ニウに っ た 承て 功る-産療ﾡ 対求 出 報 で .. * i ク ・ 毎 

-カー単位立のプロット大さこをﾡわしている。ニクﾡは あ 

ろ特の査経談 不がヘるブロ" トク大きさ を示していろ・ 臭標が、 

示レ cいろﾡ査ﾡ段は ニり襯査設計で定められて ・ろこク大を 

さ»ブロ ットに対する減小童委○武て生じていろ。対角礫状刀直

Bとcなt&:eイ 表を問し/にﾡ合Iに攻えられる木の五経に対祀ア 

ろ7ロッ ト洵頂 を示して いろ.,線そ*れﾡﾡの罰所係故る州 

に改計を表わ していろ。ﾡ預に 比例した 大をさブッ〜卜 ご 

才2対虫ﾡ査するといっ速ふ設けて、 郷ﾡに, 経領-尺じて7" 

ト モナ ニ &調ﾡする日0方を問いた場合の夜ﾡエニらク 

#ば示している- ほ半つ番査でみら(ろﾡ成は, そかgctc・&e 

スー 丄 そ調査認計の場合。 ーホク存に ー秀すみ 工 で. 戸N・〜卜 

'ぬ か 増 す につ が て •來 く. くなろ、したが?て 林ﾡ行 者 は ・ 

この番ら レい 方玉によ って . 従示災受でチっが, 全※実Tてさ
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なかった声ﾡを単なう去で解※てと ること になった。二ﾡ論的 

長所は ﾡ地介京ﾡ声が姫縮ころ という立要広利に圧敗する.

二のﾡ.乙ﾡﾡの方去て行ったﾡ査らﾡ寿さ る1浮報ﾡ差る 

比較する時にも用いらN ろ. ケえ られた林今に所xxク7 ・ ト & 

秋け礼ば. 大画っ。 ッ ト は小面 預Ζ? ものに比べて ュ-カ- 

0千均ﾡﾡ課差I小さくなろてすろう。 し=パって. 今えらメ 

1-五廷に対す る ワロ ・ トについて. ジなv&cイ去に」ろﾡ宜八杯が 

キ経を一ﾡ としア ミ/トIニエろ が査ﾡる 表わす#の 下に わ / 

ﾡ着グ標半渓ﾡは後看 り大さくなるこ とがﾡ分ごきろ ・ 性に. = 

ク適で: Fじ:&ok 去にエス 調 行 o プv vッ ト大さとが災手,い 

方※に 工ろプロットよハ 大てろば. 前着の禄半談ﾡゲ小さ < なろ 

ニとゲﾡてミる。 ェ-力-当リのﾡ若が差に点座こせて」 そぞ 

北のプロv 卜大きこについて求めら(たﾡは乙っ ※を* 

二致推討するnに傾利てあろ ,

しニプロ ト と可英プ/ 函 定の査径の木が半径を一活と

ト ご記ﾡ さ ろ ロ シ トﾡ

A.R S tao

J ◇uと oFoとイォ /アダ* よ ・ Pキアプ

z ﾡム試査ﾡ 7リズムのﾡﾡと用 にフ\て

Cevuccじどe?v ntd し合 c /とル たot/2ギ- 44
おど tozピvcん. Bweと ・ バイt.48〜, Grte Le,. &auく 等ク 耐犬に よ

・). 今て, ﾡ林研狂や経移りにに地て本1ぶァ去としC.
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&n4&と - 2au4e ・プリズム, 特殊テ ープによる可英ﾡ&プロットが 

利用き火るようになった.

受地世可査ﾡす夜わち可ﾡギプロッ t口一人ク査ﾡて. i

o7u ットﾡ査て領られるデー ? を格て集めろ ことがてき ろ. 

こらに アロット千ﾡをﾡろ柔もなく, ヌこ(&ﾡす々孫に 

入ってくろﾡしくなろ。 その上, ニク法は. N左にェー- 

当リ断研稿み推定位を与え. その結乗. この立受び立木ﾡの飛た 

は森林経芝の監項と して . 益んにﾡいら(るよ う ・:なみであろう. 

三の方法によ(u・ 林分てのﾡ受長に比忙べて不釣合に多く ク小通 

木がﾡ査さ( る昔通の プョツ ト表八場ける こ と 八てヨないﾡ 

ボも生け らA( る ・.

系消土査去て感ﾡハてそ る結采がら礼ろの1. ﾡ求の正問 

さ と慎莖な取扱いにかか っていろ。こ協染を# :opt の 

ッ ズ人 の ﾡ製 と. 受猫出調るての伊用力法にWﾡする かこ ば : 

メ(メ 外の強及 を つプり ズームにゝ同 じザ に量 用 ごき る ・

当糸のこ とな が•ら 二袍出調登用 プリ ズム. ～のように正Hさ 

か •兜知で,使用 しやすいﾡ面積係攻をﾡつ2とゲﾡ王 しい 

acopz。 ク 発長が こ 力 受求 にハなっている- ほ とんと,クフ リノ 

ムは 管超窗理上〃刷約のにめに,備培上の隊やﾡ示"誠4 

持っている。 ありふc = ¥ ﾡ プ・ッズム (各ハケ ドル ) が; 

dtoPtut の プり ズムヒ してほばね ていろゲ, そ り旗ﾡ預係数 

タz～ /oe にわたつていろ. このことは, だりるﾡ謀差 ゲ 

えにす るこンを示 していろ. 現ﾡ所さて いるﾡ価バリ エ 

ム(各ケドル)はうの ooPなt に 以 愛広 /・<ナ 'ノ, 荊男 ハ, 

減大ﾡ/の新談差が許されている。この許客試差は 前預伝 

数ゲ z - ノク .N 】こめろ こ と を長味 して おり.•很 7 て 愛所アﾡ 

えグにするてあろう ・

プリ ズ ムの刑 が適 当てないとさらにこ水以上 の課ﾡ が生ずろ 

正ﾡなブッ ズムを正レく 便用 す る に ば, プ°リ ズム を水平に県符し 

双樣に近価 に保つ 夜異があろ. 少•しても 靈直力制 に 回斬 モせ ろと
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がラスの厚さ o 迫が. 長 いテク基なに加え らて て ・消角バ小さ ミ r 

るためdtvpt:がﾡ小する。 木平方ﾡにH転させ ラスの 

厚さのﾡい短い方の造林に加えられて. ﾡﾡが大Yﾡ る たの ・ 

dtonPus が大する。このスっのうろ. *平ﾡﾡ2回萩は. て 

ァ xムをﾡﾡする時にばﾡ夏が語班て.大さﾡら*けろ・ 

水方前の町長はうざどopと..合京強ﾡを. 所年にケd。pな・に 

ﾡえることゲてヨる。

ニクﾡ本的季は uS.ムﾡﾡがすでに//c..心aPc の上 

プロッ ト改査要ﾡ・ てべていろ ・術平かっﾡ用的広N斜ﾡ工 

表ぶ示しこいろ。 ニクﾡﾡヌ・なﾡ広ほゞうaじo/な クプッ 

スス を正 建に S" 3 auorを。のﾡ遷 に受えるﾡ厚亡※ ﾡ的卒うま 工 

済示してい る.なお‘ ン ﾡ通ばﾡ本ﾡ ○周り ごﾡ本木 を選ぶ•臊力 

ﾡ W的委 べ 味か4( る上うケ 法亡 ﾡごきろ.

•7 ッ ズム ﾡえ し ッ そPtutすなわ 5 断面系教 。も 

力 刀 変換 は. 数の 上に 破けた簡 ち * シ・ ﾡ / M o 等立 三 

ﾡ 形 る 用 いて行なわれ そ ・ 三角無 の 相等 し い=ゲ 受て 角ﾡ/ 

ッ少'を示す ・ 一.

ﾡ し 悠正 しーうとするプ リ ズムクT 内 を ヨク 角 の 頂 英 で. 三 

活 P ク部さに対して査質に渡く。プ ッ ズム が正 しい残意(～ジ 

Lontc) の も か てあ(ば, プリ ズムるしてみえる一Mﾡ紙 

てヌ る用の りと え会に -五ﾡにみえス - > にﾡ方す ろ。球 

y 第ハ と ゲー五みにな らu けば.ﾡとォ はとゲー支部となろ 

まて, ﾡの1浜て プッズムを水平力河にﾡﾡとこせる ﾡが功る・ 

こクことは. ﾡ足こォ(るリズムが. - ムプm »殺ﾡご断ﾡ 

際係数 "をも 2に要な直ﾡﾡる示 して"る・ こみ 角波 は' 分 

次あで測ら北ろ。

7 りズム1. Iほほ/*z シ、 o 所 プラス チック 台 (ィ4"ム 

ueどt に取 け ろ そがあ る ・ 冽足 さ cTに 同転 角にほゞ等しい 印 

るけ。 プリ ズ ム を ほめ こむ ため プラス 今 ックにﾡをﾡる。

リ ズムを平 り) 寸けてか らﾡ立=寺1I= ﾡ形の頃ク上に二



-56-一 -57-
を 置 こ. 御形声江の戸線て※め シて ろ 残度 が •正理に. レ•プル/滅 

とﾡろまてﾡず全体』画殺する ﾡ式をこのh式にﾡし. ァ 

形ク瀬さ ・ごﾡに便 り 合うエ ラ ニプラノチ ッ7台」=る引く。 

さ あ-虹角 三角彫な用いて プリ スへ奇に秘ノ 型ﾡ広及をﾡ 

<・ 系イ ン* で視然 をﾡ けばはつそり丁るてうろう.7ラス +,? 

各の一貼にっリ起用ク 小 L 4 J> ビ が ば ボ量は京 す ろ ・

平ﾡなﾡ所ては. ﾡ林を順新さにち・ﾡ刑者はﾡみ済いに 

言役の木をﾡ秒する。こ装武は. プリズム^ﾡ端る卜F/た品 

にﾡつ・ ご立ﾡて.式の工うIにﾡ正と, 京けけ ら"に ノリ 

ズムを用い(ば・ 標本処由におろ木力決定は. ﾡ単てあス-

ﾡ斜ゲ/ o スメ上ク合には ・ 有都でﾡﾡク へる を避けるた 

めプリ ズ人名ﾡ童河付に回殺こせみ吸がある。 ニ天がな力 

法Y して・ Hﾡ不ての協さ を雄定す る ため プリ ズムク上N 

兵ユにみる。次いで必要な 犯角 発保った 事 ・ プッ ズムゲみグロ 

転す2 工うに"ストをゴんし, 理線が •目 保? 木こ -ﾡにTさ ょ 

にすろ ・ こクーうにすてIッッ ス区統ム り& ケス泣ﾡにか 

.:ﾡ斜は岩に硫工 ろ,

ゲawouczrue ﾡ執会社" 場 は所」み上うI-』1すけてうo 

con 乙 ・に 術チ正 した 斤 正 雕 な ブリス A ゲ汚ﾡのエナろ市ポ をケえ 

ろハビラ が次 あ るため)二, ※出表と プH〜 卜 虫お上い 全ぷ 

試査ジ ﾡを目的と してﾡM会社有林てﾡ査を行っ に・

林 内 て 隣彦 した ク ゥノ= ーカー方形プッッ トノﾡ刑 1

こ を 設定 した ・ ケiメ上クよ林木ク 夏名 coB)工wリ 

一=- ーワプァツト列に 記録 した. .

担互店およ びプロックドハラ等し いJﾡにはよれている1パ 

奨&7v ソグに系を的に産ﾡした. 叫石ク前番ﾡげ数 ク7 &7 

り ズム台に取リつけて前面ﾡ伝ﾡ/に正したT形り ズム ・ 

いて. 二そらの長から※ﾡ刊査を行っr-.

こまて問いらて2 r= プロ ッ ト地去とﾡ 払ち こ a ﾡす 

ろたッ. 各ロ w クの万 じダクハ らテ -フ～を用いてグ。ューゥー 

のP形7ロ・トを設け-. ニー " ー フ・ロ " 卜にあ そ 全1卜 不 り 

ﾡ;を& ロ・ト 别に記録した.•

土法別ク - -カ-ヨり 手ﾡ断ﾡ商 & ロ ッ クWわ」wす ユーツ

- 孫 林全体 ヒク いて章した. 亡の結米が/ 系に示 してあろ.. 

/茨 結ポの救

工--占) 預 (「社こ )

プロ ク化 全ご調査 奨法 %" = - ニプロ 上

/ スn•オ'. » う・7夕

74.うo よスダo オo.4 /

y ・ タス.スジ /クノ•ツO ダ.ス/

シ / /.eジ よ ©.*o ケタ・ノケ

ケ と. 9 / よのoo み・・シケ

ーカ _っ平 ».ぶ 7 A .し > 一.5-

フロ ﾡに4フ ウ ※本千 す京する全ﾡ査の右半を 

ル 致す ると. 曲•面 預,り 受町I ・ケス大とっにゲタ= -カ-ノ際 

*を本す こッ フロットク= - ゥー当 り 平ナ 面 全*五に

べC ハ&いだ てかった.ノんェ-力- アTタP ッ トは姿 

大とはなる 戸 じように 資場チ女祐ﾡ こ今えた。

m した上うに. うcッ at。 /tr っﾡ天 がル ろ工 うに取り付 

け ﾡな科形プリズムをいる. ﾡ的にﾡ末な*公ﾡ査 

※は,層ﾡて きる 調査結果 を与えるも» ﾡ者はTﾡ していろ.

R.F パoctz, /Y-C. 7u.亡Cとc . r.L. ノバとム〜r. D. B.

At*atd4 ウてcztc6 チ ー>ッび タニタ・ '2 /, ダク&ジ

・ Pどx&c% を渓用した場合み林係に上ろﾡ!

PaJ 一 乙 cC -一ecイ どtt.uど むス ダビcそz.&cイ グuんc4 

s &ek 表 ( Pとt ceceX > » う を刊用するﾡに生ずろ 

げﾡ契ーフに ﾡﾡく に監ば(たﾡ本 求のい方 が ろ ・ ニ 

り前ﾡに い1て ・ H..cイ ( タケケ, / アタイ )と -o.e8〜.ッん ( 

. ッ チ今)はﾡ乏の 交ﾡ をっに。“し0力 はﾡ本 x 3 林 の 内 m



1にある雄つだけ 入 った ﾡに設けるべ乏ごのると主張しつ。二 

(に対 し て xeoct6uuk Iは Hu.cA ク 方法Iに よろと 

株様効ﾡによ るがりヶ入 ってく るごあろ う と」べ. ﾡW<ク総

ての素て, a - アwだ を用Uて z J r'/ /之ど・ タピ・ 4oク 

内N戸け校殺を行うﾡ用的なう法を案した。こクェラに しこ 

数えら(た本数に, それごてz,.と.とを乗ずろ。こ刀方法は典味 

系い暗示であるい. その修ﾡり用に ついてI, さ らに所すろ

ヅ要があみるように 悪わる,

数年府山 ( ハクーう)ゲ永に対すろ •, 不性の条件・ &雅浜 

し, このボ天の解ﾡにずﾡ前光萌をすえた。ﾡの刑仰によ 

拡大円 p 一部が林ﾡ外にばみでてい ろ合に. 林ガ内Tけて標本 

貝 をぶと Ptdz Aek 去に備 I)が生ずる ・

このが文て, 筆着偏り を求める一媒公式る示 し, こA(に-2 

推ﾡﾡY: 机上ﾡﾡで求めた天刑ﾡとを度ﾡした。

りの入方 ゲw &tc) wLCet シル

いろいろﾡﾡ断面飛がﾡﾡ丁件にあり. 絡師面承と/. 各1

の P悟のﾡを しっ大 H ク命ﾡ所を6て示す ことにする 7 

内 ご無冷に度ば(に課本奨 pﾡを »番ﾡの柳本ﾡに 合ェ 

ろ拡大丹の女を u (ジ=メス・-) で表す ことにずろ。GrをP 

Cﾡば/が雇てた る。という ハは iTIG に近似的に皆 しー 

からてみろ C Cru。 Axn8 xc % /ァダえ)

&=えT注 ( えとﾡ上り )

4 -今/P
ここて え=ニバ/

証このそのいろいろ気で, 参考とし弱いT-めIに式にはﾡ 二

が?てある ・

大 H の ー印が” T o 介ﾡには 入でて いボ は えTはT " にP • 
ヶ の部分的ﾡ稿を 示す 力 不偏推定俄 となり. 7 は ・ & 円 

ここになる。 このようなル令には. 総ての拡大"が各まろ, ロ 

ﾡしたﾡ事Tを芳える要があろ う。
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(/路)

プ片に舞作為に度ォ十 「 宿目 か標あ莫 で証限と朮た方故を す 

ご茨丁二とにする。 千均 えク警1納手玉 Ecえ"»ばxざで5え ら

る .

E(万')= a/r・ ( , )

二の式から ﾡo椎ﾡ値は

$=えT ・.)
ニ ・ ご6は6ク定度クこ こてある.

他テ 2と ゲ 如征ク合の工うにﾡク林逆面ﾡTて波えらて 

こおす,

三(えノ= ケb/T (s )

ニク公ダから , 6b o 才 こ価 ば

鄧 - えT (4)

こ 火 は箭託み 奴 た a- 致しない ごあろ う c ん...cイ*ーケ

ケw。 Ly /タケケ )

Aーケー Gb (7)

ら (る大"の i り 4客はTク 外側 に あ るア つ 面 ごある.

: ゲってニク 差厶行に相当 する时面積か断面頂 h。 通 りと り.

Pは /. だけ」小椎文さて z .

と = 2G/Pそ ( ・ >

御りの足 F4t..accce メ >& どx3

ゼ丁内に林ネバー本だけァス問合考える ことセL. ェク益

< F ? チ を ベ(-ア)こしょう, らにT"ら は・て いる立 

八 円〃 謂 分 を ムケ とす / c /因 に斜さ て示して わろ

両積Tで・ 公すは鉄のくにろいてク・ ある正"ﾡ玉もち. 

林ば の中近くごは◇となるてあろう , 6神が株係上 にあり). z 
ﾡが二北に至査てあるとする ( ﾡ) 二こて 林誅は 宣 解ぞ あると 

仮族する ,

木ク中 "が林ﾡからあるﾡﾡz T=I 内側 にわるﾡ合. 2e はx 
力ようにレて.北から」(ろ.



一○○- -C1-

之図において

2o。 〔<A○B/z)= さ/A

<Aoお- え cov ーイ C z/F )

魚形 ○AFは

テ形のAF=ペ:ムA.ケ/=Fミィ-CZ/々) ・?> 

こして示されみ。 .

従 万 二考三角形グABは

三 強形 クム2 =0C• AB/z

= さVス三-2 (/。 )

相線部分の面求厶をは ()と (・)のﾡて今え らなる。すなわち

A = 尺" cc-/ (z/ぐ) - マVミさ一Z (//)

不が「内にﾡが為にある影合 ムを 力 数学的期铮施 E(A6) は 

>xの * う に して求め ら(ろ。

ﾡﾡ丁がﾡう(長さSz,Sパ)てそわており. 演横丁内の 

ﾡう長の総数を/とすそ。さ らに木は各ﾡ子天上に無ﾡにﾡち 

ろものと派定し, し番百の格子ﾡにある木の^のを会G2 とする.

木のサNがて の文長上にある場合に ◇客の平値は・次の 

ように示さるてあろう,

2卒= aGt/rキ =a6LSzSP/T (/)/た

4 o坂学的ﾡはﾡの阪ﾡてある とﾡﾡ三ているのて,格 

子 の眼 を 無限に小さ <すにば。 cz) 式 の 和ほ順分で置を換. 

らcる-

E(AG)=J ・の dza2 /r ( ) 
ここてりは面預T 内てのﾡ分る表す。 数の,) の書分xの :. 

うにﾡﾡと れる。

前に迷べた ように. ・6 のﾡは木が林ﾡにみる令にﾡ大て 

その番ﾡは拡大用ク面稿/ に等しい・ 木ゲ体"ら寧く離 

Cいろ感合には。 二のﾡはりてあろ。 校大Hのザ継はド ﾡ画の 

全長はLてあろから。 z軸では○からR王ぞ イ精ては, 戸町L 

p まわ り の 総ての長こに っ いてﾡかす る 使 受がある。

したが? て (/ジ> 式の頼今は次クキう にろ。

(( ム6 dzdc = 「(^Ae zze 
了_, とP
=!「｛「R^co-'( こ F )cCz-^zVス-こdz〕ae

= ! (Rサ-R').+e

ーベ'L ()

した ゲって = (6) はな式て字えら ろ .

E (26)=z ベ"L/:T しタ>

ここてLは林線(崩ﾡ) 受さを示す。

(ケ) べﾡﾡ丁内 に木が一本 あ ろ 合だけにﾡ用さそるクてあ 

ろ ハら, 多数の 木か•丁内!一あ. ろ 普施切 腸合 力一設共 を考条して火 

ェう こ の合ク E (46) は前のﾡ合つﾡ々 ク木に対すろ E(a6) 

の 各計 として午えらてろ. しアがって

E ( 2r )= EC とerオ )

一 三スベェバT ・

一 =々

二" に 対して 孩大 国力 総ﾡ報6 ・

合=P三T (/?)

て今えられる

師rは不ﾡ性 り 条件 を無税す(ば平均 し。合rだけ進される 

から 播的媒り)eはなのように耐算さる。

gce= M/F = AGr/e (ア

= そとPニり/ジェTニッ レタ)

= f・タムp F/ジェ T (zo)
ニ 二 c アは対象林かを倩成で る林木ク 平キ径てみろ.

cv) ※の* は木の手そ の 变初の 画数 ご次のよう に 茨わざ水丸

!一/+(ギ+ .... ) (山

浜行に替 って,ﾡﾡが小さい, すなわちみ/;がど人どびと等
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レけ(f は / て血以ぞき る ・

前城 の レル,(人)式は次力よ う な坂定刃元にないて,相対的ぶ 

りの光似値を今える。

. 休隸はオ覩則でなく. ﾡ株と方えることがごさろ.

Z 林分迷は別然那. F部すに一ﾡごろる。

・)式 は林縁に加有 レ CIる木に対すろものて, したバって2 

ほ0らR主て預分ころ。内ﾡにある木ては預分は 6からR 

てとなろう。 二 こ で2は木の位 整と 林然と/距雕で初ろ. この場 

合の的信りは (ツ)て今えら水ろしのよ り 小さく なる であろう.

レ た ゲって (7)式はﾡ的備 りの上吸を 午えろこと ゲ分る ・

例 4 *X&ソ名と

得で来めたザ対1りク立似式み号せ性を に師ア した図 

を 用いて 検定 した「 王のに剥えすみめ妥があったのてツﾡ査 

工りもﾡ 上試ﾡのテ グ通 していろ とﾡえた-

なずが生 じたとしてし. このの検えては. モﾡ霊裂てか

予林分は人エ ・ 耐々林てあった, 樹種は ラ/ナ生のスキて • T 

均五は的 ・タe (tw) 干樹新士やノラク ( 4 t )だあった. 

林面ﾡT は スoチ7之 (○so4=-カ ).耐町は /ケス. タ ケク (。 3 

マィル) てあった。さらに立木本数はケ本でご径所列本救が/表 

に示 してある

/表 ﾡ時引本数

直径階
______ cmu)

本

乙 /
今 乙 ©

/ ・
/ッ
ノ・4

ル "4
/す 9イ

夕
・ タ

ス

ユケ
二 の 秋ﾡの素 極と着えらろ, ¥木の 胸ﾡ 資経の支羽クら 末 

ﾡﾡ番ﾡは / ケ z (ケZzft)であった。
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函奇をiす4c.xv... ク#うてEMし. その交奨をこの試 

ク標本兵と考こた. ニゥム... の距雄は現誠ク乙にﾡ当す 

る -

林理T 网 に 設け ら た 探本 受 り 終数メは 4z*てあ っニ・ 不 

断司子にだ ク 不のﾡ五征 *。 り本大 FTをﾡる. 各扱本※ c 

記原H M る 本数 を. 数えた. そ2計げば 4: 7本てあっに・

2n心 = 4. 7/ /=«z

え =.。～ ・=ェ ン 
(イ)式ニッ

こかるのご.ル•は次のようになる

然 =-こァ;◇w 6・〜ェT
レたがって ルば

- eん* = /, ド クス - テ-タ .

二(は/ 7 たに進こﾡてある。

伊 り ハ 方F z ﾡ 才前情 り e:xクようつして ボょ ふ ね る

6= ノc.?ケー ラ・P夕え

<obs 一 & - ©.eア

*obs の保定ﾡてクよラにしてだウらろ～ 各お支て記

2 (にホﾡ : ら 羽子方 r(.) を 丁 ろ ・

ニク場合には . -

Y(u) =三くハー元) 二/ャー, =

ニク回を 刑い(のめ. ◇osの保至ﾡ長r.Jecsはそそに:"ク 

ようになる ”

爲 = Vァ7一 T=ニz.夕 み=えT = アて)・ア= 

のcbs 工 爲/を = c.c/ eous= -«を4--=お(一@) 

(ecbs = を c合)

Pの平を ンcc- / ccc. 夕occ・ と し ﾡ合に フ) 

- 同 じﾡ試ﾡを行った- ﾡ世ク チ< ・ミがら契介為にう^ ～ 

ノo個の標本浜をんて. ニの試験に用いた" そク吉※ゲz表に 

しリヒゅてある。

アからみてた大ずを令び面丁を区上1二く ニAをﾡク
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場合ご月 じ く格す亡ﾡ的すろ - Tの形および大ﾡさはしﾡい 

上うにほルだべ. 製論1割やをなくすため. 水きさはてきる1! 

小とくした ー .

ﾡら算会 した対求番ﾡアiは えグ44ッてそのなかにァ" 

価の概本そが各手(ろ . ﾡさにる総本波として 」 7 J 7本が 

え ら m た ので 6は(z)式から

6 = 2:タ*ェタ2 厶/アシ , = zど»一。

となる- したがって

戸 /・.7ょ。 ッス 4 一 合u/x"
二水 ら の使ば,ヶお工wメの千ﾡだﾡでそれぞc, 京区え/ 

$ア。お上よびン.ケンテ ッと-致して\る。

ど-#T

クの千がz夕o〜 -埸合力 相対的偽 リ eの以値は火のよ ラ

にべ/タ)永にﾡﾡを代へ して求めら4る。

と= 少ス・ナタン テ = z。ク? 2

ッー 224 ニッー ジ・ゲケジ ク

すさわぁ

ecoe _ N k "N. ダタ メ" =" N と24.… こ クク ツ
* ・ノス*ペ ※ *・ゲケージ

一の堀はに楽ﾡ値についてﾡめたﾡ・ すかわろ Pn25=ac7ァ 

と上* -致 している .

ア をxoo. .... 。c..〜cooc- とした場合ク位ﾡゲス表 

乙ら火て 数 してあろ: 各みに す る 値 は捌足® とよ く 一致 

三グリりモの来がくのらイ)の姫ﾡにある. ・yは上i 

形をグラ7て示したものて 五没線はかの.いs大さ ・タわI 

こいそ 円rりIアク置に例していろかシ. eYアMi 
ば原笑を血る 亘縁とな ろ. 英課は ス○式てチ =ノとし/に合 &示 

す(う図)

就明 xux..xxx

函'はうX?系とごの. e.ア・ 7の河係る示して"ろ

«) GQ ダみ「との値をそ ぞ ルー"/］す ろ ～

) 林の形状はエ方形てある。

-6S-
ろ分上zM」述少上う形るるに ・. xク=う Tﾡ酬 公興 当 て 

あろう・林地べ大にな北は.層りばﾡ視てきそﾡバさくる。 し 

たゲっ工. 対ま林がﾡ長えは不桜訓な形をしていないか. ﾡ預 

が杯裕に小くい場合には. 石ZhgX ﾡ林さによろﾡり 

を方慮せずに再でﾡ る ・林ﾡ面ﾡが小さいか...杯体が長いに 

は ・ 林象による 偏り を寿 えろ 妥が功 ろ ・ ﾡ対 0は/とrを 

そて ダe: ッ cx ビ し = ケ区か ら推足てさ ろ ・ ﾡ対的 は 

アとr にヒアi しているグら. Pと rクこて と」う 値に対する T 

的はそクをﾡ すろ こ と により 求め ら cる . Wえ iば. P一4

P = <c"c) r=Z◇ c. T = 7イ . と=< z。 L とすば ニ ノフ

TL川に対すろす図。ク血は/よ今えてあるから. こクm 

ﾡりは. xクよう二して求のシ火る。

. * * 一z;レス

( がよて 今ﾡ)

zヌ 試ﾡ結ﾡ と 2vbs と ecae の萩

(/ 
や

(x 
ア

・ ッ) (ダ) cど) 7) (P ・ア) シ。)
"ダゞ 69 ア-いビ) 2eV2^S

エーガ _リfセ"ご 
アした出ﾡず坂

ee /ィッ エタ ノッカ SI .... ス /ナ よス /" あ 夕

/ece /"e 今-ノ /ダ/ ○・x ズ・父 5e =ざ 〜

6v ス.ッe ? と. ラア/ 2 c+ ア ァ ララ メ•ツ

77 ィ /◇e そ・ガ fr4 / ノ・ど 〜え ニィ 文・ズ ナ. 7
/◇© /a"ce o e ・ ノタ オ ・○タタ7 . ッ・? " 二

()P : 査ﾡの 大比 8“ : 標本プロ ト数 ()二"t、さ帳さ(545本Kて

ダ)ルミRリクある断研積推ﾡ メ=三cTんパ 4)bミ 子に対す 

ろ退 リク値 $ーア-t. / - /"• 7 シタ クビ (7 eos : 試験に上 り 

推えした 的 り . cs)ecax:レ)救から計ﾡした村寸世 偽 り

(?)ア(d) i記版した本ﾡの千均ﾡ ()のecs;eobsっﾡﾡ

BビイCoと&ct,Y /" タレ Mビ&c身e6夕zccke. 2eywmctc Fcccd-

(4nd ゲはuビ〜イocイ-や&eイe Zeit子 今子 :4ーケ

Hkecん,B・ /ダダキ・ ペピやan とeイ子一どいe?て f カム 2-c〜zca4そ
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Ret ～ズCcd f cLLどイダ J・ Fの. ケ : ケシー・- 7 ・

------ ・ ノ ケケ. Cooッイ。 on te vaca44- んイ なイ Z cセLらいぱ 

チ～- e. 〜 Crocau6aッ& L.R.ィスタZ.xイ..。とinタeムtoイ8 J・元クる・ 

・ケ: z - 7、

....... ・ ハタケダ・ Comenそd et "/e4t a どrvケクュイッバ メ 

1とe ～-と〜イ仕 nCctteイtoイ f tcuビ・・ "J・ Fo ・ ダ: 

メ:ant&//. ハアデタ・ エ/u クとごfc4 /&イイソ ダッペ 

a〜 アッイーCさ 4イとンーみ・ タそ一 /Z: Wア/ -Pニ・ 

8xn。 ・ 4..A-アケジ ・ Jr才recueCuez とグ ルジァcイ Zcerutイz
ェァt&ウに cttdイ Cce Edcteuvo. ノつペエイっ

AqA. K./AEZAWA Xzucuよ Sccce レスノ タ/か P
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? 因

ア.ク いろいろﾡに対する 

計 eと。 比核 . 発 標 は?) 

式に よるして. やに 

チー/ごし- (zo) 式によろし

である。

ア を ニッ・ . o・ 44, ・ と し

た場令の er.c とTとみ 伝 

ﾡ件 ()アミ

(z) *オビ形 : 正方形

川国

/塔 林に上ろﾡり)のーイ. なてﾡよたﾡTが林面積 

てあろ. ﾡ*びﾡ工(=ﾡﾡアは大 し ﾡﾡてあろ。

Z図«ル)式の 例
大ﾡ

今因

P 〜 す2 ・ バ= / およ 乙Pzo 

一 = z とした合クムT 

。 C 同 係麻 ※2通ろ z本o 

地妨 絲 lづ H 形 ェ 正方形 

のdAる示して"ろ. Hは 

今えら(T-ﾡ預に対して 西国 ば 

承 小てみる o てe の 枚対斜 は 

下のの欲でﾡっ ていろ.



-C8- -C9-

. Bクイe 又cんちによるﾡ査歩会に/て

/t 乙u cvuuuc 以ルルシ, イッ tんc だビそ:ェとoiビゼ-oベ・ 
・ J J "

//A だ. は ow:ndPf o ・ ケ i サみ*

<・ タスス纟“ 流による 調法に. ﾡ査ﾡ合ごるTことゲ 

てをな いから, ﾡ地にらける不ィ > 卜数て クEﾡI •時定 ' 

経漢匕 対して受求をろ 7査す合にﾡずいてボッ ◇ べ2 ど の る- 

ﾡ査者は. ﾡノ送所Y して ・ 午均査. ﾡベﾡﾡる おwろ 

ﾡﾡ. ※はま査nﾡ的 目的のため椅别な意味を も っ ていa 

ﾡを至ぶことゲて乏るであろ ラ " と許じていろ ・

噬為は Pucs&cc 次に エあ 詢 衽歩令が’レノ 黒作為 に豊 必, 

セ標参奏 の放,(z,単木当りの千断宿所. (9)ﾡﾡﾡ預函独

てあろこと を証所 してみ士うッ

しかしな. がら. あろ五経隔にもに向じが功ろ合には。全木 

クパ"に. ニォら ク木ク平跡テﾡﾡが部査歩合にぼ好すろﾡ 

なろてあろっ ,

さて. 藹界系として, 。<バsが甲いらるとする・ Aで全温 

面(f). Bてﾡﾡ地上ク全林木ク断面飛・ (バ) rて木 

手ﾡ(&).ンごﾡ査逆○6立木本救を表わすニンにつする。

ニのようにす"ほ.

タ-毛事 C

各不の ﾡリに¥ﾡR=ムムr. ﾡが 兵。 ﾡ を考えてヶろ

* らの してい る0ぞ. 保ﾡ地ク各逐は/上ク エク ニ

うな H一ﾡには一つしない ことしﾡろ ゲーで彼44ろ。

C-多モ= ﾡダ=ム*/B 1;

とするろ. =ﾡ=ンョ4ﾡ とす

函査せの 一標本奨は. 平均Lて 個 クHぞるて ろろっ

ヌ A= (w玉ﾡﾡを=ーマー#泣てﾡわす)とす4

→ , - 03s4B
は" Zう$2。A- ・

わ ち ・、

エー立一当り断ﾡﾡ= /o

て. 4個の標本英か •無作為に車ぱ火た 上し. ベ をj番百み

ﾡ て数え ら 北1= 本救とする ・

本は祭作冷に優れてろか:ら.ヘ火はﾡ支ﾡてら り : g 

朱田が正成あり. の放にーポてあると派ﾡすげ 平区>ぴ 

ﾡのﾡにﾡﾡ統そ計的方去がﾡ甲だきろ . 一 

,谷標率 运 が. 万 じ 美 で数:之 らね たお林木 方 F面病合に等 レい 

ﾡ預てて いるフ北わクﾡ本ておおわ(てい る 五称 cクキ 

分 を 考え て2 ろ .課本て被北 る番稿をCで表わす・

c の期持復は次の よ ラ になる.

E(c= E*P () チ /本もり王H面

一 F*P (九戸=ﾡヘ FxP (で) 多 考ワ： 被金 野万わ

•= Com 2 ジ_、4?ガT
7, び=て

ただ し 下"そ方ダ ="P(F) ミ 千ﾡ=バ

ﾡ査歩合 »=で° ○ﾡﾡはxク上 っ に推えさるてあろ う-

Eッ P) = ﾡ*どoC→ ・.メノーv = /ク"

クを糸= ・ケ4メておさかえ

FxP)= 洋 ダ+4キ

/e 母 
eTA' -

冷・ク

ただL b-= ¥木当りの平断面所

したゲって. ここで考えていろ上う定素クもとぞは. 左歩 

合は次クしの によってﾡる。

の) 保本変数

z) ¥木せり午Mﾡ積

・) ﾡ査面森 .

二のﾡ采資径悟別本ﾡか桁 がﾡ査歩令にﾡ容する クは, その 

集中め叫度 ( 平ﾡ崎 ) だけて. ﾡばり のﾡ度( 分散 ) は+京系がな

い しかし・ ﾡﾡ合が革一 救てﾡわ せばいっぎ、 われP

* の ﾡ軍方法に ついてTにサうう こど はて きない。とα- 

ut.&ek 法は平均』面ﾡを米め る 方ﾡるﾡﾡ咲 レな い クゼこク 

内ﾡについて多く» ﾡ着がさ »承ボ方※ を希表していろ ,
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そりなグて・ LF. Grcoau.6u..ッ* Iは中 "月ecc c4aaouし d 

Pe°プいの一 "21ユ2そZ&と2と だcとcイ ・ルイ子cッue.t ' (2cca.〜 

2パ P・x ノン*> て, 樹出 こ觉 た 木 の 道 任 の ﾡ 定 を 西示 L ていろ. 

木が(乙ﾡはその宜ﾡク子芳に比例 していろから抽さ 

ろ木のﾡ集田. 各木のﾡ字 つ」比例 し た二型入 を す した町 

系 オ稿 を持 に+て 1チ正 すろ 受がある。

しケしこのようにす(ば. プロ "卜 面稿▽五 径 ﾡ)ﾡがﾡ か i( 

ろ Pote &ce< 一 大浜アがほ と ん とな なって しまう。G,- 

2c イk のﾡ示 にるしの が災要と び る .

一つの方ﾡﾡ本奨と中を 同じくすろ千ﾡめxfe の刑形 

ロートを設けるこYてある. この円 のﾡﾡは % H - 一であろ か、 

う ニクプロットHにあろ全本数を次え. こ-カーせり本攻を推

する。標本天てのらろ ェ - カー者り跡面を ェ-カー当り 

本救て割ば, 不当りク子均断面ﾡがチらる. プロトク大 

愛とは. 主とL て所酸情友 と休分ﾡﾡに/ じてﾡえろ べき ごあろ、

秀えの上 り 正麻な 方去. ﾡに考え=フロット内に功ろホク五 

発を正ﾡにﾡろ こ とて ある ・ といっの Boccccc 本は 

無作為に配列されていろからてある. ニクを環. 二(らク保ホ木 

は,西査ﾡの本数か布を調べろのクにﾡ川公ﾡ工う。

次に示すような 場合 を 仮定 しよう-

/ 様 本の大ﾡさ ス= 〜 :

ス・ ¥木不きりの平均断面称=-○z47ftﾡ二(は7 の適をに神 

当する.

3 断「面預保ﾡﾡば単木書り 干ナ断面ﾡクほIぼ. xて らろ 

( 二*とじ木当り呼9断面病をもつス. ﾡ交につて 

ﾡ際に計軍 しものて ある.)

しーゲって平均ﾡの保子気= 子 = ○.～x47

て. 半均嬉 土 N視単短影 = Q、一L え ""プ ぞある。

す なわ ち z。回クうち ノ クロ, 平ﾡ値面ﾡは真の 午血 に H 

し>ッス。メ内の秋ﾡて社ﾡされろであろう。 (αケi ﾡﾡゝメw

て推えさ*る ・ )

よ り正脳な進定ﾡを$ろに. アロッ ト半と ンec&sイを 

盾"キ せる 火 要か、ある e 課本長 当 り 一本木 ( メは一ﾡ坂木 ) 

ては. 林木記ぶゲー杯てていWり. 林木舞冷ポ本とならな 

い 二 と に:主 在 寸 ろ "受 ゲ ある,一破 にﾡら(ていろ よ う に.N の 

条件•*同じ でもれは •林木,クポス IH 投将や水 る 尤て権ろか ら,ﾡ 

前した林かは た経木 左利っ とﾡわォれ ろ ・

休 のﾡ作為本てある ※ の押為ﾡ本は . なク小左い木程 

墜ば* る唯ﾡが小二 くでそこと を乏味してい s .

さらにﾡ本木は. 商部. ﾡﾡ, 欠ﾡ年. その面当性につ 

1て!述する

7cのzto
ノ owuxud

こともてそろ。

Cwwビz

笏 -ィレペインナ ・アs とる /～ 2る /

ケ 奨法るﾡ甲 したぶ長ﾡ派二.丁るﾡ長ﾡ汁奪

Cwtイ*ッ ンレcwt% . どtcce-?ue. cezc ルー" 

アctt Aっイ・

交は成長をメろ う y する木の定方法ン して. い ・ っ

かク犬所を もっ てい る- そ(は断面ﾡにはﾡして木がころ 

。 らてある。ゲ長にﾡする研災ては.杯かにおけろ町ﾡﾡ及長 

ﾡが 般 に 七つ 断面祺 に比例す る こY&示していろぷイそしたがっ 

C契ポ※を置用す げ. そのﾡﾡが浜なに比例 してﾡ本木 

の世小と(る 二 になる .

前回旗. 成長 堂 り普通○ﾡ央法 か 百泊 は車木当 り パ ﾡ均長 整 

0ボﾡ交は. 宣経対ぶ兵ﾡ営を介賞するニとである。大突ホー 

休分成 浜社の 大部分を 汚めろ一につ ・てはゲ別 ク注起 は押われ な 

かった。したゲつて林かが長ﾡの米ﾡにそほと並妥てない小経 

水のポ本訓査に不当にﾡガ を英 レて\ろ。 地ﾡﾡ がデー タ を 

xTにも利用す ろためﾡ切な考意をﾡってﾡめら(て おれば 掲 

玉は 二の千合を※正すろ。さ らに計算さのものがﾡてあ
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る・ 長受は林分にﾡする チ・ー の求定ﾡ法の何を声わず一 

通の楝率ブロット. 全林ﾡ木. 氏は交探本によるレクてあってし. 

一ﾡ採本のう共文てそる-

が長武はxク グ受階に上 り ﾡ量法て天定三る

/. 攻の採本ﾡ て科形プ ッ ズム そ の他ク アンクルケー シて波 

え ら北た"ネグら浜ﾡ庁 & ﾡめろ ・ 仙公歩合・林分のガー 

性 によ って 亥ろー =クﾡﾡは後のﾡてェ ら に 群しく莓暴すみこ 

とにする.

<・ 次に示す公張を用いて. 現ﾡ所河ﾡに対する未ﾡ町面預 

不長登のクはる椎定する .

・ その所前にべﾡする と活われろ木クﾡ在前面示にZアてめ 

たろじて. ﾡ系の町ﾡが長登を天める。 ニクァ法ては 

本数Cな < 前面ﾡて長わを 0 rた帯死登が滅さ て ろ ので. ﾡ死道 

り米えは簡単てァる

: SP..ec。 =政式が長チ 梨 a Icよ り、断Tﾡﾡﾡ長ﾡは材預ﾡ 

長登に投章される'

公うの琴¥ Deawton ゲ fu火o
受光ﾡてのを預の走本ﾡ位ば ・ 面称を町こした プロ ット 

宏の場合のように本ﾡてはなく て. 断ﾡﾡであろ・ し=かって」 

成芸堂を 予刑するにH,求長量を 立ﾡ町面 積とﾡてけけろ 以要が 

あろ- しかし. 平ﾡ長ﾡの分4は. 木当り ク旅長量と して烈 

わび次"ﾡ府て*のま てあそが( お死はな いと 仮定 し ' 

半断湿積き り の 成氏母 と し て浜わぜは分大 さくのみ二Yi 
iごﾡしてちく災マゲあろ。

*ク公式は, その虫双界ﾡにIほに比例させてした導不ク魚 

長鉱調査亡断■面積成長型 を据えす之 suuazデピ ク考栄し カ エ：. 

似ていろ・ そのほハク多くク杯分調査テ去と月じ工うに. ニィク 

系なつﾡク長量は向クﾡ膚クス長最に しいといラ R= 

たっていろ: レハし. 直径成我発 は比茨約着い儲げに落ルレ"：S 
ろか 断ﾡﾡ京長武はﾡがの大ﾡ分をじて、- 一定»水ﾡ
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そける.1グしたがって. このﾡ表は. 将来2直後レ喪孟グ適  一の 

車律成及量 に好しい と い う定に立 つﾡ皿クケ表去にべて 

長予にﾡﾡクへってくろこン は少い」う に迅わ(る .

ﾡ去とﾡ木ク放長量か等 しい と い う扱みば:次式て浜わされろ ・ 

ﾡ E.AX長登/在ら.A 一将系り F.A成孫量/ﾡ在 ら.A 

ﾡ本木 ﾡ任断通 ﾡに対す ろ遺去 ﾡ面所の 区内求長ﾡ の 比 :x 

式て午えふ(ろ。

ら.,_ 2cムこ- c.

2こて

Dめ = 残会堂標木木力 友好定任直 度

Pi。 一 公長ﾡネ木ク友内在江後

4ub ー 及長受ﾡ本木八及内型去査経

sPuu2 方系にじ. 火ク係救を吸す(は.樹友る含む及長並 

が件らcる

なルン D。<

なうご ( i $ T面 預 のﾡ打灰率 はらびいどいう 伝活にTニ っている.

し二が つ

尺ッb -

て 及付すみ止は
つどb--dib= . つ。ム=--- ***- ・* ・ ---キ番

ア〜b で クこヶニ
Pこりミー_Cどム*

Dこb
となろ^

さ らにこる

Rル ー/-

¥ 未わせ LT 試 算. 口筒泡 に ほろ,

2て前襲ほ. 株 分総断 面積 に 回 ﾡ て き ろ 別二 e正しい 率力 

を求めることてあろ.

Gcucfa.yイ は至加•出ま り理渝お Fw尺用につ て群しく魂 

じていろ" 火ラ式はﾡクやリ方によるものぞあるが. こク 特 

殊な 言にす るよ う I-表わ してある .

ある ア:クルケ - て訂ﾡさて ろ.平テ K単立 戸 じヶ前 

面稿に, 単木4ノ総て比が=る。あるで. 前ﾡ係数



-74- -75一

Z夕のプリ ズム て2本の木がﾡえ らたらば. エ-カ-当リノ

変左断五は>タに等しい. 去mﾡは,

2テと + Zケム- -- 上bn

=Zテ(とrクz +......... 十 とn)
二ゝてめ.=新/ 番 自 クポ本木ク :そ

平均使ムuは

ん = (と..+_と-二:二:_と一) __. 三._らio....・

したがって ェ-カ-当 リHTﾡ和に対ろ前ﾡ称方長ﾡノ平

は ﾡo。 一/一 ---2ター-

ごれはﾡのたp*。 よう に 衢 解にで き る。
尺-a-/ - 二&2一

ポ本のを当性にﾡ係す ろが. 採本ク経略別の 本数分布ゲ全 

今の跡面預ヶ布に汁ﾡしておば( こ(は不ル定てあろ ) こ 

の比は帯に正しい。さらに, 断T番頑長立が. ﾡT両ﾡに例して 

いる株か亡は. 概本分布がなﾡ広のそ*と正しく 一致していなく 

ても , 比に深近へ って二い。しニバって. 二の公式 は全

的に してとし か えない ?

/ 炎 契去に上ろ成長比ク ﾡ昭計算玄
1でをや一**マ*。韓ギ等を*マャマーキキは番キみ**番マ*****キ禄キ*基ず*基業*み番w ・ ▼番撃・で*季堂を業* * > w* *社。チ w ・4 ・ 4 ・ w**〜*マ **** *.. ・ ****

ぶ ﾡﾡ のデー ク 。 向

Db Ptb" dib dtb/otb ﾡ本 ウvと フとb b aこb

/n/
/ス・?

/. /◇・ ○. 9/Z 4.e 4 ○. ッ・.

/ハ・2 ノハ・ジ . 夕 んァ 4.z 今P クォx :
/x・ //・Z /e・ 3 ・ アz〜 ・ ム.← ' 7 ・ クニ

/ズ. 乙 //・ス /e・x ・アィバ /ノ. ル./ ・アバ

/乙 ケ /ッ・? /〜 ・ ◇ 

4
・ ク ダ / n ・/ /ノ・と /クク ・ ア・と

1 P. ダ ・ P” 一 s.e 〜〜

ク・ 九R ～ タ ・ イ ノノ・ /e. + 今.4
ノZ.ス

・ »;*
乙 . /〜・ ・ タ. ゞ ・ P&ス ノケ・ ノ.え ・バ*夕

ク. y s. 4 ・ 夕e ノ/.* /o.ケ ・ 少r?
4・ 4.e • ァ /ッ・ ル•ナ ・ ゃ+～

ア呷 4. 3 .◇ 、ァオ /お・4 ス・ ケ //・え

7.こ 4, ケ ・ 7 ・ »77

2= z本

こ(秀一) ー ノよク4.7
&. 2どezRvh ■/ - 乙 宇/一C・ »Z化 = ◇.4 

=○年前当り 4ス の世所面下が長玉 

= Pル から面N跡す皮写を引い=もの 

ラ 法 アze ccuc

ﾡおよて計算万浜に つて は ベイ モ ミ レん3,レ〃ル、/フ4ム) 

の長と吹ﾡ"所文の たウに設 けたプロ・ ト ハらとっ た x例 ァ 

系 レ上う。各7ロッ トに一に分布す ろ約 o。 本 ク 木 ゲ 告 まろ 

: うにﾡ形プロソトを配置した. 7ロト内不は総て/ﾡ径 

所f に派 した。 受堺本 の 征 は ロツト 中 心 グらp ッ トの対 

月徴上にそク %の長さ 毎 J 課けた,断 面領 僚数 N U / 禊形 ブリ 

ズムて救えら水る木につ\て. グつの刷才ﾡﾡにﾡﾡ成長と 

武ると 期x L た。小さなプv ットでは . 時には一本 の大ﾡ木ゲ 

/個メ上のて次え らcる2と ゲあ った- このFう な木につ ・, て 

a 式送炉丁ﾡお」びギ経ﾡ長せをる契てハ 々 に記帳 した.

各振本ﾡて枚え られるキﾡ記帳す るだげて. Mﾡに比ﾡ した脳 

年対みを来めろこヒゲてきる。 一つのプv ットの茨長登テーグが 

一系に示レ てみり ・ヅ愛G計4はその 下示してあろ。ﾡ長の 

平 力 利 は 1W式 十算がビラエく 計算 さ メ 朱計さろ. 直径 に 

対 J ろ も 玄 直条ヶ 比 は 加算刀 前 に 平万 してpろ ことにさセ を要す 

ろ ・

Sa& ダ

盛ん 量に普通,W次央表Cm査さ水る: したがって 跡ﾡﾡ 

税 兵量=つ ク ﾡﾡが 分 を もっ てい る ミ ・林ホ地全体にわた ろ 町面 

商 &世Xす ろﾡのプvット向の談ﾡ Cラ.Eズ)A^と ○»長を 

テめろ と 冬の 映巻 (5.=)F- このェっ の課差ぶかﾡ立ぞあ 

ろと仮尽す( ば)

住 石％) ケイn=YCSEガ)9ス+てう=えFジ

全係にわたる調査の設計は. 材戒ヌは貯面ﾡクプャ ットﾡﾡ致
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氏数にエ ってﾡまる。副次ﾡ本のﾡﾡは主 プ v ・ H 上の林木 

ov ッ ト 内安動によ ってﾡめらる。比ﾡ列者にFろWx 

てば訓ﾡﾡ本の 大き=. その v ッ ト 上全 林木 ク 分数と し て 

表わさろ .

ベィッ ケ ク ﾡつ京 する府近亡はxク テー ゲ斜ら 北 た ・ 

平ガ断面ﾡ- ェ-カー営 トトftコ

(オ g ット 円) 断ﾡﾡのﾡ動数 (c アゅ4) =マ42 

千 京 長 = の.xョダ

加衣比の(ブ仃ッ ト 内)奏動係数 ( Uアル)=ッ% 

iごクほをﾡ脳 i2ちさ える に要する親利数ば

ル _ 右り二 乙 左ど一 
(

こゝて= う夕 /ごこの1ﾡの課送範田にへる】卒はみズでやろ、

S.E を*と して. 工記の 係枚を 用 いて ニクを 解け, 」 - 

"一さり"干均M面所る普するのに/ル.ケプ"vット, 平ガ方旅長 

を推ﾡづ ろ0に2/8 未 必要 でおろう。

¥木きリ z一/○」面稿係数をし っっ ッ ズム でﾡ査す (ば 

(〜昇、ナキテフート/ノニーガ) (/o*.2フ2ロト) 本
ス今ft* /=-カー /¥木 -4

が断「面預推ﾡﾡを来めろために祀ﾡとて ろごあろラう。形及ﾡの/ 

めク消式ﾡは コェz- 2・ケー4ズ に等しい. したがって 各ミ

てョホに/ 本の初て祭作ﾡ し たものが 流衣錐: で調べ シネ(て で 

あろう・

愛的 Su,x一

ボ長ﾡのﾡ本査のため力 7 : ・レゲーシによるﾡ本木ク ,•' 

方は 3つのっきり レた長所る しっている。

/.

Z.

ﾡ本顔ﾡの主かは本救か布土 り分の落ﾡ京長社にけ らイ 

る. 現地調査方ﾡﾡ単かつ*四"てあろ。 。

単位断面積当り の断面ﾡﾡ長量工ﾡ載的は秀芸でﾡぐに計埼
_ , レ C；
さろ・ 、 、

• ボ長登を 予ﾡ す る 場合 . 布 死=」る 戒量は本 ¥- 中阪 •- 

予ク大き 期ﾡ- でな く 断ﾡ稿て表わぞ ろ。

敵皮犀の女にを若建に入".た断面積サが装気の比をS•算ずる公 

穴 が示されて い る。各プロ ットで成長ﾡ調査さ れる 木の変化を調 
ペるう法し論じられている。

鉄 小 , & し. 6uッん f e / 
ど t J/o&ao.C @/e. Jowmtswmなジ Faそ audイ /an2 
各そ. &a.A。 // 36./6.JP2uo./ラチタ.

話 Z・ アx いを化.ハ分・ S.尺., e .イ L. cFu P. Oビaet・化. ・"/ヒッwビ 

(cこemteど cccc eズC- 2cムイイ メ ドeとそ ズa..3

Lec -ぷC～亡c ラrとcど © ・ tc ・ FYLe こノZ

話 う ビる. 「r&r,. /.Foとt rルCルどcン・

- ラババ・ 0A.o. 7レン・

4 そく F. Cou&

/ン-- Co.3 化 メれた ・ / タケズ・

辞 ィ x. ■

6「 /なた"イ・ 六たに4イ〜ん. S. 7化cc?バ・ a.d4 PczcZce ダ 4こん-cu&due, 
T° こ そ ケ PP %v/〜名 ・イ しet・ィタッ・ 5.e c〜 :

リリE ・ ん. c .

洋4• 子一ゅパ".イoく. と・R. Pンeu- ～&ッ& 〜d & ◇aッッ- 

・Peeなcと&c&tz とたcす ・ Peemuettと どxン合じeoズcル, イげ - 

そ・ Sc.cLfo. んc.ッな ©C. St.. Oce. Pvucz ノムo. *PP: 

少E&u ・ ・ *ケ.

" ニ"改明には zっのWークあろ こ こにﾡﾡを受する .

/ 持界都上 力 木に対す る ・aeのuc° 係数

z) 極端に偏平な木ﾡにﾡみゲつらて る ・

コ (ら木に対すみ」力広神正は記の今cc..へ6.ッイク テ式 を参 

州二と ・ ^

T 彳 ベイマップロットノテークごは. ・ロント当りのッつ o al 
xキ ﾡ 膚 の か放 は本ﾡ的に○ビウえ: したがってニクテーク 

け全c り木かプロ ット考 り /個の域ででば(たF うにか 

わた。

Ae&tvt ベ・ S 乙ツご

(utdイ チ チ。cズ e どe/ ケ ン 7. )
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4. 無作常およて系を的来ﾡﾡ査烈にFる進た量の特性に?て

アPやとイ3 チ 4c?2e caidont 4イmucな。 Petnイ イプデー 

4 とそc クLeそ2o23 ・

应纭2 &cex 表に 上 ろ林ﾡ本ﾡ査は 二の玄が才めて場へ 

さ*てメ求 なくた町こ(ていろ。 Cヘクv』)救えらた本数て 

休分ﾡ書ﾡを椎ﾡす 2原ﾡは Gcuote.イ (/ァケx)によって 

f事・ 木本女. その他り林分函テをﾡﾡ不のﾡえに茶ずいてﾡ 

定でき ろ工 うに衣張さiた。 は ( ・み)にこの」う な捕公表 

1は立ﾡに席ﾡ術とせてなわ . 平河道おエ な•分倣 刀 不偏出産 

ﾡを今えろニY 2示した.

ず >プリー /アン ルを表えたにﾡの効米つ府ﾡやニク立ﾡと 

通/ 7°ロ ットサーフリ ゲ・ノ神前ﾡ年 &特えの科につ C比ﾡ 

する%合 あ味ノあるﾡ表がてこる上うに. こ(シﾡﾡノか 

※マの市に ついて* ウォばからめﾡは工ば多 く みる . つ帝 

はこの軍受な 東ﾡのさら に詳 しい考家に以ﾡなﾡﾡと して書い た 

ものてある- 浜保本といわれている らこtv&oて型の様本武査の 

不堀仕との放について論ずる ことにL工う。郷 mA ァよ系ﾡﾡ 

ﾡ計動についてﾡべる ことに yろ、 ジoe とAA/.d.(?r?) 
の論じていろ割メ環本を令む交利ﾡ玄の4正論についても才ﾡ 

ろ こにすろ。

ﾡ手ﾡ S. "パ2oy Pe。 c...we

BuCeevイ 依てポ本を ﾡ出 す る 合 ﾡ 本 ¥1 は 

原系力位置と縮た クいた一龍仞林木である, ﾡﾡのmnは ※樹 

表のﾡ合来,ﾡ他交の場合はﾡてあろか,いグや 5u- 

ar/ (/クケ7) の梃案 レ た才 欲 と開係か あ ろ . 木と北虫との 

姫ﾡSを木の ギ径 /た フてﾡったしのがある幣救*よ り小てみ 

ば・ その木は 浜虫末の場合のクラスクーに合主れろ・木ケ時 

ﾡのu域車位に令工(ろ条は

ツム D<K
こは文りよ う に著け ろ。
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C6cC こA <A

こ ・ぞAﾡと木の潟仙とをﾡぶﾡ終で作ら(る角であろ 

/ 区は脚ﾡ』面一上 グナftの立型一にする場合である ・

ニク角及のﾡ係ば名域来とをびついた木をユかす ◇ ・ P- 

&t火eくの従柔を判り易く する ため/鍵である. 一ﾡっ貸とを 

ocucowt ゲ火となる月友の=倍とロろようにべげば. 木の 戸 

手ての授ﾡてIFれる脅べ参る角と キ り 大さけ(その不神 

単位に念王れろものと し て る. このように丁ば.令王( 

ろ ハ どうかを ボめ るた. ﾡポ ﾡから木 3 てク正ﾡも ﾡ径し測ろ 

じ要はない,このﾡの標本は 承林クﾡ経公和に比ﾡして大そ木

各王るホ救は多い ゲ小、経そ木ばく なる こと がずるてあろっ ・ 

z回て, /»〜ふの木はアて各(ろが. ～番は合表i(rい- 

ダ際には. 参方ﾡは小さく. ノ～及程ﾡぞあみ。央ゞと術び 

っけられる本数は 一般に少くでらく う。本ゝ下と測わ(る。

捕取英 から 参考 角 を まある たg PuイマtAccX そのみ他によって 

多くの0利な救がﾡﾡさている。 ギ=I ﾡ斜に工る形号の 

麻か ていろものもあろ。一枚ク手で傾てる がラ ス ブリ ズヘ ク 上 

うなﾡ置は こ上うな牛殊な合にﾡ問でヨ上シ。こクテ夫の 

渋置をう主く取まとめた1 のが F.ce くタケマ)によって狂ﾡさ

てい ろ。解斜やﾡか元 消である二 と を考就 した身合力補正に

つE GPzcde.z «uッイ ( '7ケダ) が& 2ていろ。

仮Eと記号 Aduハッ-乙ct 4v4イ 入uo花oろc〜一

こり帝文の 百1は そ:去て示されて いろいくつハ み推ﾡ動 

の期符ほと分散を前、)る ことてあろ. 次に示す解新は ﾡ預のか 

っ ている平な林を仮え-Cおり, そハﾡはLて表さろ- 

株全体Iに 互? て一云に従っ て配盤 さ(て いろ 本 ク 林木 か“ 

pり, さワに. ホのヤドケそクギﾡrとめ数Kク源メ上に杯ﾡに 

r\しのか圧い工 う に W.里 工丑 ていろ ・ と玉すの不ク 単面預く地 

上xケftのﾡ断ﾡ飛)をりこ ごﾡわす. 休木は総て垂; 近に立って 

p リ, 断面はHで あると 反すろ。ﾡて いる めゃ丁層ﾡ全の
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た め桜べゲさそぎられることはない- すべてのﾡ 区にはﾡ迫 ゲ 

なuとﾡﾡする。林木の直経ﾡ」が配列はﾡ全に地えて脳定と

4c Coz ・ 確ﾡ的な因予特定の採本 を作 り上げる奨の量 

だけぞあろ- '• f

本文ご町いて (る記号を記着ク伊刊なよう にこマでまとめて 

わく。・ .

A =ﾡ出契をﾡとレ林木に対すろ切ほを西とすろﾡ

メ ー ccuccr がk こケろﾡの指ﾡ C couec /ェ =火)

火 =区空亡あわさ水る定攻

L = ﾡ株地面税

ダビロ 新m預係致

% = こ番目ク木ク千経

とこ=L 番目の木の断ﾡ稿

こと=と 寄目の不み預

P - Z% し 一こ番官ク木の林預崎面示比

" = ど*救 (こ=/.z .. )

・-多レ= 卷期 画•積

ア=ごzこ = 総積

n -裸本ク炎数(=/z-・,ユ)

ク = 副次棟本切莫数 g H /z…. 2)

Pーん= 刷ン次採本卒の座事; x...アは倫て整数

Y= と番目の本がノ香耳のﾡ本奨C各主ば1. そうて 

けねば o

g - 言クジ = ノ爵言の標本ﾡて令(る本女

ア ー 4/る (登 ) = ルじどoイ法によ る縦め商積の性ﾡ量 

ン ー Hょス ( 新みンッ) 一6...u6.ッく=ま=tるそ1イ川区 

2t= て番Fと ・号言のと叶の ご複して いろﾡ武

2xt= イ番言ヒと看ﾡの火Fのﾡでﾡし ているﾡポ

井 - 充能的灵標本におけ.る恪断面積刀推定置

ァ-----つめ系*的動火堺本にわけるﾡ坂
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C== 一つの環本をﾡﾡする4江な系紀前町*扱本ク救 

ァーCるマ> ケムなﾡ来と す ろ系を常な奨採本にわ けるど

T面ﾡり推定受 ・

M面ﾡの推こ ェイ &...e c.ez- u.xcaム

Putueceイ送(^ ・ によ る終、断面相刀携定単:は, ﾡ本 

知二合まれ 不 平川本数:に仗 腐 したマ> クルゲーシてﾡる一ﾡク 

ﾡ面預係攻を乗じてめ られろ. このこﾡのﾡ持ﾡをﾡすため 

に 一ﾡり指税確字表社Yる文求すろ ニルは こﾡ百ク木か 

/ 岡武ク概本に令ﾡそると さには/をとり. そう ぞいとさ に 

oとる. 各m本ﾡ て, わわ 林内 ク ての木に ついて" 

この木が二の孫本で各王るが ? ・とうたってスろ。合工れ 

ば. そク木ン てのﾡ本天に対応ずろ唯率衣せに /というﾡを午え 

ろ. ソム工 てポわこ(ろ断ﾡﾡ係ﾡに上る九ﾡ祭作為ﾡ本のガ 

合に, 総断両 ボ の え ﾡは次 のよ う に者ける。

/ - xキー W, S ") •

こ ゝ て ンッは Y/ノとるﾡぞのる (/スの) 

サ>プレ グク 性 S～6 Pcoteo 

われわは チﾡ上のク不定て. ここに

提棄 した / o 分ﾡ ク推点並 ゲ ヲの 分政 の不w定 

¥でわろ いごうかﾡべてみ=い。したがっ て 預本を形すろ デ 

ゲ 無介為かつﾡ立Iに武けらているYいう仮定クとC ヌ クﾡ待 

, メク坂分散. 従末さている"分形ク推文ﾡのﾡ3手値る 

*"る ば受がア ら う。

ﾡ協を求める一以)じして王ず二の> フッ >グご-ク庄 

一釣 区案であ% 塚夜せク堀付ﾡる中めろ・ ニクﾡ登は。

メは/のﾡをこリうる だけである から ・ てク期狩垣ば平に ニメ( が 

/ & と 不確萍, すわろ j 番ﾡのP 〜 ト が存林1 に 
社 二 ・ で#L工 う と すろせは林佐町面稿ごあそとする

G～全ルc こォは単平ﾡ手せ干均勝五ﾡンﾡ係か 
と/

p乙 今/L そクタで, 町Tﾡ預添を グケく・/とこヌホo"%そ
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てあらわそぞ工 -カー当リ fそヌはん4当(ごﾡわろ。

ﾡ作為に記界これたと ﾡ 心番目の不が令王ろ斑ﾡてある。

s.こ < 火rtというﾡ令案手る頑す浜林内のﾡ域は 手後がか レ 

単位で,木のギにその中のある丹ぞある.. 林内の各林木のﾡ 

'に恐正と礼た大 ア可Wうﾡを GPteuetイotK (//ダ)は火

F と各け, Yのﾡは 3 国 に示 して 万 ろ. 就み て 表わせはxの チ う

1に者けろ。

E(Yt)

= アー CY/ = /)(り1PくY
_ _Hクオチク 

ﾡ〒 ﾡ 笹 禧
= スムベ 2t = ークニ 

と ム

ニゞレ i番目ク木の 竹ﾡI 正ri=ムという声係かある～

こクシはア みﾡ行ﾡをﾡめる場合 にだえろ

9) =ェ= (登 手Yッ)一党ﾡ= cY)

Y の1値をへi 株ての木 九図の維てク系にフい てか

( ば

E)一 方 ど二 -名いと =ヶ

しﾡゲって らしt,2cて去による アは ﾡ作令標本とい う祭件

のもとて術断番ﾡのの不ﾡﾡﾡ値てあろ 3 ﾡへ

アの分 Yvなwnuec メ: = r と 足義す る と

刊てある。アク分ﾡは 一次 結合 刀 か 放の 定理 を も ろ いればて 

のようになを.

の一((の+:労 若,のweh )

こ > ての2～k ﾡ耳とイﾡ耳ク柔て攻え らろ本数前の共か 

枚て功る- 北おはﾡ作冷にでわたのてあるから 分放ば

終て等しく,共分ﾡてある。 レたが、って

の = (デ)～の= 方 の
ﾡ業から ,

の=のギY=Sのシ+z笑 .,の4Y e

このラち 無作ﾡサン ) ン ? の場令にば

のrジj=ECYj)-〔E(Y)
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= -よクと (人ムょ-)

T-ごし Y,は相呼※iてみ。からE(Yシ)=E(Y・j) ※ 

のxi}= =Ou, ； ? - ダ*上:

に .
こ ム _ 二' ビ 、 、, .、 火"ムくとこ

テ -テ 2-1<え ミミ., 三(YッYジ)一 ご… 

不二危を第ク頂左一紹にすmば
m-ダﾡo.-ダ(炎いア+スﾡき,,ECYoiY:) - • •

E(Y,Yj)エデ めろにに ノゲ イ番はこ心予 "木にた 

すろKHク 英穆部かに 送ろそしてぞ クみ , Y=/となろこ 

L に月 丁 る.. ラﾡに示しこあクスつクク中 ml てクﾡいて 

ャ 柄 のが平救商京 で おり クム ごﾡわさ(ろ。こ ( ハら E(ゆYッ)-%

し ニ ゲ ン て

の - ダ o:【ーピ。.〕rそ完る.,のx.

二 ,
ゲ 黨 お e〔-生5)rそ多 , Cx:

- 方:6〔-ざ。〕ち、ﾡ 曼” Oc: ()

? / か欣 口 千 堀 W M た よ う に地面ﾡと総所ﾡ積に別 しﾡ本 

ァ大 こさ に座比W していろこンが分ろ。 次べを旭 せ ・ばメ クか 

和はア小 の 便利 こたごそてあろっ が, こク満平1ね面ﾡク ・ 

ぺう丿 て こクボ小は殺さ A こし」う 特注 林 かに けみ木

Mlが配通 トッ 州 すこゝ二r て Iftiic ろ か放ノ 没 

□ は定にや を 工 I c のう っ ・ ﾡ当ゆ正 & 利二せ緑子 

n くに ホ p ろよリー ﾡりな 神 $令 5 ニYケてさみ工>に 

な野面ﾡわ上 rrそヶﾡのﾡ女 を書き投えろ -と グ'可能でりム

H # ご 恵展 ス Fっ不 に r < 正 s 取 に ﾡ年 る方感しに

、う A 現期 ゲ ﾡく-ろ し. i 祝 なり で 二ニ て ほ 引用 しな か っ ra.

ﾡ定ﾡのか永み半公契 ・
=き("考。ゲ-分2ジ」 ^

ググラ. っ不協惟定てか そ こ ごケアイに 示 してあろ , 夕例が 

ィィ推※り誠順にﾡしこ メ、下に示Lてわる. ,
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林称推定 なc み&w2 &乙cwaクe
材預わよび断面積の標本内ク総ての受て各 ろる木につ 

て永ﾡさ. 総材預は次でﾡこてきる ceu.&uイクx.)

/ K て テ を 子t子 (フ)

こゝて= 铸は こ 面言ク木のﾡﾡと前ﾡﾡみ. アりは優幸 

要Yッの特えの誠期てあろ。ア ツ刈待值を乗ルろ のに用い た 

のと同じ手去る総研ﾡアの不M文ﾡをネのるのに欠mてをる. 

試様に して

自(方が治 毛 Mo+zﾡ 気 み4.み4!
=点デ手 tムt-ピ: ( みcbt)+を ※ ﾡP*:0t

二の分敏の不備推定值は ・ ン

u =・み(4ﾡ(き。2とッニー(ラも.&!と)__)

・ I 算 Ceytdt:on。 .

無作冷。 場合 :ク ﾡ京 sr c商 ﾡヒそcらケ放4推 ﾡ 1 

るのに以要広計算る改値例て系る う . /表クァー y I-<4/u.... 

ルエルム气 Sraな み如そ の封■東樹混交林で cox のて行っ = 気 

刑域西査から とったものてあるゲ<

ク2個の各ﾡ本について. 含.ま,札み本救り・ y ニAらク本の い 

と断面稿のク比の合計が記救 してある. こパス外クヅﾡﾡ日

/ 我のデータから次のように算宏 した。

-8S-
改主Z. このずはッ フォル=ム林局のアCス2*ラﾡにより)演 

こたしのてあろ.

注 マ 紀号 Aa. みは = -一者リの断面預. 材ﾡクはﾡをﾡわ し, 

夕 ふざI= -カ-者り ク断面両. 材ﾡクえ分撤てあろ ・

ノ 浜 u., scc なし に おけ る油公ﾡご 攻え シ A た

ア・十アエ+7+ T/7 /"こダア

言 (デ みt t)= z z スケャヘタムア+ ..、Tラ◇27ﾡーナィ・メ7/,メx 
ク火ュのな すなわち /ェ_ル_ をﾡ準ル した 断面積保放 ロダ；

二ゝてゴm交っx. と刀ﾡ&める支坂てある, レ

|ﾡ本フセット 各主る本数 ヒヒ の> 和r
そメシ

*みホ〜卜 各まな3本* 骂泮/

/ 子 . zzェP x /◇ / 78ク
之 ア ノ»夕/ ケ /之 之 / «

7 ク クィ > 4 < '
ダ ノ 之ク x 7 a ダク・
ダ / ァ Zテ子 x P ジ/ う

ノ7 2タムッ 二 ス タタ7 /ム ッ4P うじ ノ こ S
zノ 4ナ 44 ラ " 9 /る夕

ア / ・ え・ P ゞ ス ダ < タシ/ ◇ 之 / ダダ ズ ア/ / / . /*メタ 3 * ・ ノタ xム "4
と /4 ニフヂシ メダ ✓ / /3うダ

/ 夕 2夕 4444 9 ◇ こム4^/ a ノ 7 yyダメ * 7 スイ イェタ8ノタ / x ゞニジィ y r 二 ス てケ/2 ス2 ミ ? / /, 7 ノ くケ s ノノ タス" P ノ4み夕 / , 7 ス ・4
・ア / « Z ス今えo // メツ"" 4 タ ・ ア スZス/*r • y <eア 2 , 7 ラ c z7

ケ
/ ・

ータジ | 
アダ ir2* ろヶ /ス・ み プス

v = メケ
¥ つ

..  二 5 ミ・/ t. , み:シ

ハ撃!ﾡこ示すを レ千平方幼 の計ﾡし -ﾡに夕で

3 ' • •
ク ンプ > グ9件 S..ァどyP&cco, * ハ・

ひ0性ﾡは無冷 xFさ

ど してキえク仏てUろ。 

値が件らる。才
上記の公式を用い, 次のような

ーガ -ヨリ 町面積

-カー当 りx杯

M積の花ﾡ2分ﾡは 

材系の分ﾡI

子4-
?au = 
ダー

名"工
み •(Zュ7) .

メ,7= ョ/、ス「t
・ ィ/z.みうZ=火・ジガクイft
・ (バケー(と・7)X ....-ギーュ.ラ

□浄 X -2ピ(ヌタメでチ(ーーざ

q 、ニ ・ア 4



'

2表 Lot-u Sct アマ2etジィ個の加!共天におろ救

えら た本数

1ﾡ本浜 名えうお放
/ nブ

• 「「" •• • -
系本 各う本女

M //
傍、至臭 

・
合子ろ本故 

ブ

ッタ ノ9 4 ～ /4 ー ナ Z
4 /タ 4 / ? <

"7 ノエ /z y ? 7 <
〃7 Zz グ» 突 7P /ぐ
ク グ / 7 ?ク y /
タィ ノこ 4ダ / 『ッ ミ
ケ // 2< 2 テ / / y
ダZ /o <7 /ゲ z / *
ケ ノz /4 P f / い
ナ, ケ ど /ヌ よ と
タ タ' / o ィ スえ P ケ * ダ
ト ? ノ /ダ 少<
^? タ フx ア x 7 * /
チエ 2 アノ ア 一 P =4.

; タアーー 2 フ ケ 包 <7

言べら北ろっ ()の分呼. かすに 上/k.を
ル=卒 も.上型ル 

あ 方 ブ ー'/ /

楽 ず ば

= 子

こ ・ で .アはa:x振士 い ら 号 ら るﾡ ぞわり. I 全丁本

にﾡずく断面椎ﾡﾡごある" ジc保とA.wvetcイtz"いI3二) 

形の椎ﾡてある 二y ゲ分る .

Ho...ct んww夕 と //a一w に士 が げ ( / クケ ル/ m 平 ) 

み'のﾡ行わ 士び 平千談ﾡは

+ - - み)

-学-3ピ)

E (ー ア*/+ ゲみ- J 

s =() アュチー* 宮 (之)
大本と小標本の分ﾡ 共分欺の万

クウク

のグ=チッ

のンが= プの

こゝて 路数 ア = 〜

ニの刺係ク誘平は附4に示してﾡろ- ?-の期行ﾡのﾡ /ノコ 

(が総林稿のﾡリのある注ﾡて あるこy を示していろ。 主

一じ7一

とﾡて株本を振合こづた分介ﾡ・ ﾡ分の戸係を用いA・ ニの月

リはX ゥ ラ に書アグ・

F(み-ア) -T((客-子) ()

ヌはみとチセ 神ぼ係数 Ay こ い(
ミ3。…K号)(•策・*わ

=ァ()ぼ(客 -パウ

こり形タ漁りり父は •
p.. - _の/
「 */尸

てみばマの偏り Iはアほに小さ くなろここ を示 して いろ・

は推定値’に 隔り ゲ税ス で, ひかﾡてな その 平う裂差

を戸(る 3

み7平ナ干ﾡ公さ(こ)は>スの上うIにゼろ。
/se()= ア ( ダ・ ギ+砕・子- - な〕

まとマスY

/5F「..- l［笑二 呷ージー铎 ・ 今デ?〕

相互用保三技わすたり

入* 改2 二 置： 竿(謬・ ) "*)

し者ける. ^

こ り ? 市京サグ

"レア <突 ^

< P/ Iばよヘが IIに 4”用い こ し利委み広 い ニとが分今。

る用いろ 1TT花 を n バ=.八単 触棺 べ iと モﾡいろ=亜

以 計通 と o ほ 段 をっまく するにI.社 ラ林かり分ﾡ, 共か赦に 留

知溢しFIにつ・ホを巡えろﾡ用と. そm ら刀材積,町面ﾡを

uするや 肝 ン ク 預対消戸 示 につ\て知 海 ゲ妥て p み ・

み ク 相対前がﾡ 2通るた 0

(/ァケ Yvとエ ア/ざ)の示を呼

He:aパ'と ・ /ヒす, /&cdcI 

いろ、二 う丁対的が共圭し

乳他定士, 資万ﾡ (←)にう ・
铲 - 令- (- ()

♦ ヌー モ」(ご 分旅,共外ギ やﾡ yﾡﾡハせご型は河>X1去
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から求のらてろ- 大杯本は材ﾡみのﾡだけに下いらろ ・ x天 

はしてwx Szatcアou.c ての 〜*12宜『本天て救えシ 

た本坂る示す。 /系ククグ奨は ン •ち、よ 7ベノ"2♦っ/コ: っ 3見二 

系す攻優例のax本, /長. zﾡにﾡてあるよ』※は大ﾡ本 

と秀えらる。 保本っ大ここは = ss = ア=2 しのろ- 

程女/。にFろﾡ材ﾡ 

ュ., /ニく 、 、,,,,
ど4 三 -う夕- ﾡ 4デ //2・Pジン こビジ ◇.fこ 

この場合 2=みとる ニと 1二受1く ・ ごれI ニ ク て 1 r 

ま f 8•英 に令ま れ る 本救 ゲィイ※ ぞ今工 ろ手 散力 丁ﾡ 市に 

って いたかう てある -

?の平子課ﾡ る こす ◇ため上記ク*ス 傾例て出 レた 価を 

用いろ ことに す る。ざ ら に衣/に示して 乃る デー ィーグら クノ 

か茨分旅を推えし. z表 *ケ- Pぷ回ク採本ﾡて令キる佐 

本数をﾡする ﾡ妥がる , ②とアク英 ク形の千X区I
イァーた・2-差&-パュ- 』 

ノ衣いら
ﾡ 言 カタシ' 4)

= ( zxzP)(ラ >+(ァアど)(ブ) +-..・ (ラ..ェ)(7)

/ / /夕

ﾡに
» (タ・zェ)ミ マuッ)(«7先.バケ)一(バ・&ス)くゼ'7
2 - "ゲ-- タ彳 ン

=ノ.ナ テ4. よ

(4) ナ リ
イン)_ >。22～ 2 (一/ィ()(/ク4.ぷ) /.s+
X (マ、ビジブ・ネ) 卜 ぞ (ーププ→(ィ2)

一 ©ッe ーケダど -- 一 【C 〜〜c 4:・4ノ )-C c...と ゲガ / J ケ) )

ッゥ → ノィバ ど

百分子でﾡわ一 4 クW*本をしク sナに基ずく

ー ・ /卩" / -- /esテirz ・ /・ズ = ケJ

オ=ﾡによらない < ※に基ずく

-シ2・・X =/z。すすすZ- ・ = ～ケx 二ま応ナる

-8コー

Bcc( ヒ A&x〜..<er(/ガダた 尸/7)ゲ相的課ﾡ王北※すろ 

たニの示レて いろ迅茶は -つ nと汚えろ ニ と ゲCさ ろ I二4 

ごGい。こ」(は N っ〃邪分〃、らネリ. てクー・フタ/ク とﾡﾡ 

に肉係かあ り,sサクーは・ Tオー町『ﾡ預ク千ナ武に対する 

モ ク1対沖的渓ﾡ を 委 すものてあろ。ニゝ-一つクオ が 魚 今. 

すなク列 ※域てI刑※は杯木より り じしクゞに ( わァ 

一 に 万けろザオ疲•ー助面預比/司)感丁 ク と 矛えら( ろ テての 

ろ レイ式に示し c pろ 田対談ク 公式は ドuSCLAfcxn..ur 

の名上り しﾡ合Iニエ しoニと 示されて\,ろ。 ニ ・ 会 ごはSlx 

袖うよがみ とクデ分旅ハツシ響をはフる り とiaウて t)み,

系統所ﾡ域宏 Saイe,taてe イ...パ&

こ【斗てク論委ﾡ作ﾡﾡによるしの と注し こいた。次 

に 系るた的ァ女 で 操 が 望 ホ る※ ク ポ ケ式 か-前 記 の 解町 におェ ぼす 

※客に フいてﾡ※しよう。 請べを ニ カ ﾡに ほ てﾡす るこセ ・士 

系ﾡﾡ森ホﾡホﾡ査ゲ右、刊用さているニンシを 7二 し 

ウてわう- .

ﾡに単6 ラ > グ スター ト に 匚 る 示$Yな 投査にFろ

総お断面 預 ク在定互工 べ =\. : 決 グら『み示 流、切孫 ポの 証% /工

林バ りをこゞごジ- ﾡキ2d o 人 / 英…次/上 うにして 

形ネクぶと添すけらc ろ- z ハら Pxiitx(. 

才/沢に対 ス ャiば将"冷にﾡうiろ・ ニ ク方ﾡば系と 

y じかり ・レ?と Fwにーク クヶ卒てP平立. ニ Cに査 ﾡに 

チ平立は4ていごﾡ-のさをし っ五ﾡてﾡ エォ(/た-桜チ 

ﾡしする。 災受とこ(<個りがらろ工ご. きにっ 

て二のﾡうつ交に格送多改 ・ p。木グケえし(7-ﾡ*、 

ホで - u"上二い 上 > に分人き ハ ・ゲIボc て\ノと 

&こ ナク・ニ " 方法ご こ 4t7- 九 以 う な ろ長ジ孫本. 黒 

ﾡにﾡえしる示をパホク大さこ ノク座キポ下ゝ考えろ ニ ゲ 

てミ上>,

郷下おの合と刷に. zフク値. ナニねラこﾡﾡ 下が
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f番ﾡ の系統前本に今玉cばすf・</ モフ て"げば

すイ = o だける取リ う ろ ﾡ年変ﾡ )ftこkろ-

こ寄ﾡク木が 任 る の 系を期ポ本 に今工ろ 確L手林ノ 面 

ﾡとそ o 木 p 火H ク ﾡ称 yク比 九 てある。 丁ロカラ

POft=/)= ダ

各 系 総を約 標本 ご•上に 総•鹿 面 琉々 推定 受 は

み= た メ 多ッに

こォては司ク郷冷法亡刑い1-み()二世もす る ・ 系が 

法にナ る海的而の瑁定堂は不偏であろ”,

E(ィ)=をそ毛 .れ 冃 フ纟 オ 毛・= Sル.て

/+今放は恒等式る用いて救めること がてきよう ・

のド = 戸 ) - [=(み!))

※ /アは次の+ っにuろニと がﾡ行でき エ ,

石Gf3) = ァ 三(炎ァ)= ス今〔多ミ"パャ定キ・Fター

預要 ﾡy・イは心番月ンイ番ﾡク木がﾡ!-f番ﾡク系 Q リ投 

本に令まろ合にI/. ごの世"合にはク ・なろ。 矛グ 

じ猫 受亡令工ろ 堂 受 はな く ・ 系を的預 本を情べす みル幅 "神 

ほ一つて)ブ』ハーカゲとラ〔ろにリてい ニゥ2フカ州 

刑力木バーつク系を的ﾡ本に各式』(そ確年は:クキラバ してR夕

てそる。 本次の前ﾡに4し\MJをしつ夕所協うるえ。/ 

函の第 クﾡ形に 図示 して.あ ろ よ うにイ番H 不 ト ハゲ こノ 

彩内 に先金 に へろよっにすろ. 夕形/ とﾡTス どに王た ゲーて 

ろ L 番目の木ノ 火 円 をﾡえてみろ - 頭力 FてﾡT / と L : と 

を取りして. ダ図に示してあるﾡで, ﾡ形うノ上に喜る、 

ズ玉ﾡク木大Fと ・面ﾡクホよHクﾡクi並と ク 秀 的 和 小 

を立表合致a向"と」ベ, シスし て本めす・ 企トビ1にろ二 

ﾡ合致研ﾡク合計ゲニネの不が系統的保本ク Tみヌにばろル 

字である。
E(yftンfズ)一P一〔y(・ナ「ズーバ】 一 . -

上 の 方 ﾡ式 Iニ ニ玄を ( ナ

Eaず)=商さ 

のaf三7

このようにして、

方 "2一+2あ鉄, 脅'九｝ 

ﾡゥルー(らげP+zで写 ;あ,のな.

系統的ﾡ出によ り得られる推民話の真の分取の

式を話くことがてゞる。われわれほ、 この分散の不欠ﾡのは 

いことEﾡっているが、 無ﾡ作為点ﾡ出法の対応する式の項とこnれ 

とを比べてると役に立ってあろう. 無作為ﾡ伯出による1定健 

n分数(5) を次のように者き良すことがて手る。

ど9....〜= ﾡ $2t- そ2.+ヌ先だ絵, o..

シ/ 孫は面式にﾡ品であるが、 系総的ﾡ出分敵式のﾡの承は呉ﾡ 

出分敗の対応する現の他にっている。 したがって一為 にお 

る記複と同求・ 逸っ「たﾡにかける合致ﾡﾡしﾡ局に入れるめ、 

ﾡ面の唄は. 系統的 抽出 で に 帝 に 大 と 打 る で おろう。 ネ木配愛 

,やﾡ複面ﾡの 項の 大さ さが分らい のてス つの分散の相対的

さについて、 一般的刊ことほ云えい。 系統的他ガバータン上

*動性の予見されていない周期分布があれば、系統的例犯による 

定 話 の 分散 0 橙 足 に 混乱 が 生す’ る。このようことか起るのを神

. 系的消4て. 分散 の 力、 さな 推定 値 を 得る 助け として、 C個 

; ンダムスタートﾡをもつ系続的袖出計ﾡそゐえてみる。 ここて 

: タヘクひ度 依 でみる. 各系統的棟不 は、 今度は点を含み、 優 

戸の総岐はスタート局がﾡ一の場合と同じとする。 点 間隔 に S、 

umはαて これは単ーランダムスタートの 場合のP.? =相当す

卯/の系統 的 菽本の方向 が、 残りの存本の方向を支記する。 

ゅ面ﾡみの定量は、今走 は'、 C個の標本によって与えら』にろﾡ 

のﾡごたろ。

ラ そ夫タ・そた考浅 ,"

作 冷ﾡゝヒ ﾡっていろのは ふの送択方☆だけごあろ ・ こが 

ﾡﾡ受ぞゃみ ことを示ナニヒがざス・

ノ とた号を=crs -そたま - 一

=たをめ=今 A数 次づ上え ら れ っ



び(テ) = でそm たbi- そ(らげ+ で ﾡ 条,,0&t

この式は C=7 ゲ=/としたﾡ作為出の刊限され「場合 

にしヌ C=?=nとし「単ースター トの系続的出の場合に 

も正しい二とか分る。 この分意の不潟推ﾡ量は

べす)=そ,4残 J •'靈

= ・7 { ,f(ちダげ一 て(持, ﾡ3り

○は小さは殺ざあるから、 この権定量ほ大さ分秋を博つ候向 

がある。 したなってその代リにﾡ愛分散の似値として 

を算出する二とがでさ、 系統的根本を加してし、無作為 である 

かのよ うに 扱か われる時に、 系 統t 出の分敗 が通小 推ﾡさ れ 

るとは思えほいと主張てきよ う。

円 様 方法はめ愛姿探を行はえば系続的抽出て 総 材 1 & 油 定 

する式に用ごきる。

受約 J いmma～4
ﾡ作常ふょ び系ﾡ的ﾡﾡ出によ る前面ﾡと して字 した定針 

2: . »が不術てあることを示した。 さらに同株にこれに点 

する材ﾡの巡定量し不ﾡてある。 n点について動面根の他出調を 

&行い、 n点の中から確点をﾡんで材根の8次抽出調を&行って 

求めにﾡのﾡ定ﾡ2はﾡりがあろるがこの偽りは、 尚面と材ﾡ 

の間に特この関係のあるときには小さいことを知っに。

8かよびテのﾡの分ﾡの式をめ場し、 その分敵の不偏隆定 値 

4 ぷの 存在することる示した。 xお科積の2れに対虎するう 

枚についてし同様てある。 の平均平方ぷﾡを幹びさCのア F 

方頃差の催定登を示した。

材積の副次抽出声が有利 と思われるﾡ件& 式て表わした。教ﾡ 

のラ ンダムスター ト を 用いる 系統的 無 抽 出 を 行う 方法 について：、

したが、

継持すろ

Cの場合、 系統的ﾡと無作冷柚出の長所のいくつかを 

っ とかで受る。

ﾡま、 S ・れ&〜wイoa ioccoao
附録/. ﾡ作ﾡ点抽出に よ る然あ面痴の 責 の'分戒の不 偽推 アﾡ
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このﾡる. 総ﾡ面ﾡめかﾡに悔ナろ 今oeAgイ ②椎ﾡが 

衣の分ﾡの不偏ﾡ米受ざろろ ことそ示す. →ダー(g) ※一をボめ 

の (式とにﾡすみ: ﾡ々水めていろﾡ特使は
=ゲーなE1-ン子-うビ) (®)

スナ ※業 -Y 芝Fじて ハク とが 力布 入砲成めろ.

Eペ-ぎ=Y - 笑 島-ギ。

= " は さ ※ cの 誘球ご示とたそのてあろ・

公 央(あ主 だめゃのに 用いたよう )z.
月ダ-= (おY=E(お y + あ xg)

ジヘのﾡ待ﾡ主求めみためヘとヘ火 は本立てあること

E か因において この和支平方し クロスﾡ不のﾡﾡ借名求める。

E (だ ヘー E (三 ヘダ・ +zﾡ 念, ～～x)

三(ヘペ&)= EF(と )( YcK A(冬斎-戸多ダ

ニクを方理 < /夕 )&入 )ど

三 力,； スマ ー力 1= て =シx cz -=ヘMベ}

一 (=ヘー=へ〜ベ)

だ(ギe+ ま 定 自.., a こー ダd
こルはﾡの 分散 4 ② 公式 cs> 等しい。

•「 鉢 ス Ar/c.cCxス

一カ平均半方誤考艾め冬急の好瓶

/oue〜. ノな父火ろ ^.〜 (スや / Px zよ(ば、 びの王均チ 

ガﾡ活の衣好な似使は

"5=で2-T/パき ++一+$- - 

の の み 式 は に示 てあみ. F株ﾡひ とア め共分ﾡは*の よ 

っとも けみ ・

(y 、 を一 湯治一或 (済zcX自 日・ あイみ:)

大 さ さみの大ﾡ本 ア雄ナ< ﾡ面烈の複ﾡ・アを合む分故、 茨今 

数め 大ささめ小ﾡ木2オナろるのてﾡつみ、ただしスて-P
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Pは登牧

戸合 ・ r

=*ﾡちす+業。合,み+-弟一w総) 

この和の各うはﾡ である。

このP個の担立ば項の和の分ﾡいほ

の本P=

天分称を来めるには ceva.(b+c)=Cc(Qb)+cm(Qc) 

という式を用いる。

cwx)=ce(た 納 合ダパ*冷見だッ)

^ * カ ラ 浅 ッキを方 ちゅ) ,

+にr(* wM 自ゅょ(ﾡ糸ﾡ合ッ

+......-
才/のもの 以みの 共 救分は 0とる。というのは、 Cれ以外の共 

分敬 に 異 った后 との相合で あ リ ・ 関運のあろ判ﾡ値はZにﾡ立だか 

e てある。 従って

4= おの»

同林にして次のよっにﾡるつとを示すことができ ろ。

ひげニカ-りう

オ/ ﾡ点抽出 法 則 の 幾 向学 的表 示
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え 区 式 ※と木との 司係

ﾡ 火-門 と9殺部分
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イg z本の代衣的な木に対する 系権的チ

参考

Fe66 Jeん. アa4 Lrccc 夕. A&a..とr ・ / ダケー ・ ArP-2cce.- 
どceッt f とっとc4ーイ Pイet "しととそCッ チ -d4a"ンピ・げず Fマ<ぞ そ-イo、 
Cxc ・ 段. ん... 九eC e・ジo. Zス/ル・ Bcイececeく. . ノクグ. 

ジど& どれoke今ac夕cc4e. A名ey. 石eta( -u.Hとらw. Z ・ ア :ゲ-ケ・ 

0uctaイ クeイ cctdueぞced・ A-&-dC〜cte< it 石・ A43なべcる. 

/e: こジ・・アグ・ CecCzan. LノシC&an G ノアー Sイ・y 乙2c-

十回 運ﾡﾡ致部分の考え方

イるコ ・Jeなt ピy S2ル3 ・//eビ 今 czそ ・ 

Ftte< ・ ゲ・ フ. S・< タグ ケ. 尸4) -euwuctcごcot 
子ビ ・ 「クとc ど うe: /7一/ア< ・ 

安～cueufcuイ. L.尺・ノタケス ・ア&e-t合oas Z.イex 
だE ・ -a・ ・ F ・ ナe : ゞ2ージ7

ブビ ノノ广

とどそく 7 子.-

-◇イ～. aな3 -・Zexノ.

.. ・ / タ テ 夕・ ピれそe cビtレeっ 〜"ズ ノ 223“し タンな 81 とt
ottイんc t1 fetとッt クとeし・しタークイーとご ・ Stく. Foe ・ &r・ Sz. ・ 
C©ccwtc〜6 Pe_ez /イダ, 7 PP.

・ /ダダ ・Pe(tぞ - 4 ....イ 4e -3こッー#:

P とk4- あ 乙ん " ty ・ e ◇7しそ〜e バン&ンe aズッ1 
S く ・ Fェ・ E・ S とx ・・ Cとc〜cotaP Pe/cx / と.,

Hetacnt, ゲeンン。 /.; と&eo〜t / ゲwxど分 a...イ

フひcしew, / タダジ・ タxン2そ ◇c〜v クレイん。ど3
Z Jcイn とムCy ハハイ Sot., +そuシ～とた ・

そ PP'
tta'd,上ひJ- /チダ7 ぺCっ&っhccた イー/cc.

・ ンそパe. ・ ・
う P・

2u,/&z.. e .
Lんec.
Lイ

- プ そ, A-c&k -
クQ1(-ケヒuZ&ルと<パ.e・ カ Xツ心 チエ&んct- メ:ダうケ - ・

/ " Pad&y , と ・ 客 んetwrダ
( Fecっじ Scncc VoLン , ノブノノ)
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7. 奨才測ﾡ表の請に点する -考条

S そc4イ ユet化e* &x/-Cataイどe?t ズ zそe 乙たerシ
4 アettt ◇&ク.6
1所ク九試ﾡに ※ﾡを云を刊用 しF う とﾡ丁 ク合 

には. この万ﾡの"川表だけてなく ・ そみﾡ頂もず生に改引して. 

やるニとが望まし。 その尿ﾡにﾡする G.cwuイauXの説所 

をすべてのﾡ生が種解できるとはﾡらない.,々のﾡﾡﾡ式ば折学 

に結論を奪く のに いくクハク長所をしっている-

沼ﾡされる一本の木がそぞェ - 力-セり。 fca のガ面療 

愛ﾡすようにずると 短刊てあ ろこンか 経歌的にわか って いろ 

なちこは今&の彩て ﾡアのャ5とギける- 二水は

= マーー7が-て浜のさる -ﾡの 

そみ不、、マずすャマ てある。ﾡ柔て妙ば ﾡ阪さ 

るー本のホか”, 工-力-当りっ。f*, 一。fがの前面を未メフ 

すこと し投示ろ ・例えば ニーカー当り タク々* の断町面預 & ボ々 

すよう に帳と t た记M ごi の 木 にす ろ ・ ヒ ー新承評テは

2
5 ラ 2 とろ。

中 -野3一 を注

A (Fの五ﾡ) = 〜.7z

ﾡﾡﾡ (ノド, プロ

呉先金身一二委換するには

ケ わュてあろから D= y

/卜面稿(24) てﾡオフdろ,

, Vー バ =だララブ*ヤテ

乙, テケ

1フにつての前記公式に 二のAクﾡこ入A(ろY .

フン,ノト英怪 /-(443シ

ーク てP1

- 子と---Vラ7テ す
b.て 

フ'ロキ子糸 一 - チ すなわ

プロ"トキば F-ク単立ぞ衣わせばく一ﾡに ft)ズ

の 9 ? ﾡて ある ・

/ M と 次 办舒算に,断面預係数 。<エーウー自 り 曲面 版か.

/・ftごある二とを示す- ) が;ビノ上うにLてﾡ月が場 

乙"か ろか立長クして )み。
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<BAC = 少i ・チー

<BAD= てi. -一

= ッ'

理解が返てあろ と首買 してい る 二 のな明文 を書さ 終えた直ぐ

て 翼: 石は Aパ.......oくバ下じ向ﾡについてﾡじていろマ 

えと成のある二と&ﾡﾡした。 した その及型を学生に成 

所すろ災ﾡにJられていた. ﾡの0税りば 二とはﾡっているけ

て ど 理解し易い 二 う -ﾡわ( ろ

/ MA 松■ •/ とその木をﾡむプロ ト 

三 tイ ( R ッイevtっ
( ノ or : 

4rtoue,6
Fot.ひ- と/ケア %/ ・子メ 尸 ニ4) 

・yイ・ と・尺. ア◇4) 乙/" ス32 合イァ&イじぐ" ー ノ九シ.

w+t・ 上&ッ • u ・ 大ンcイッ ダム : ジ ー アッ/クチ<

・ やイッte.イ ぐea 也 3 ・...イ -c6ctッ.5
Fcuuが Sンevvcc. Souオfevt アuoイ とxバ Sa.

cc.)ccて 4. (/Pseeパュ.4) ノクダ
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i ニxク理歯に上 りペそ刊 てある ・o) /本ハてﾡ た 

学が条るﾡす. ・め) 一条で合理的な勘定放工ナえろ (/本 

x上Iにu ろこと は滿てあろ)(C M「ﾡ預の計算がﾡ てMろ( 

各でてクﾡ足数を /○序すげェ-『-者 り断面ﾡに等しく 

ろ.) .

社注 Af&tztw M/tcCccC. 7ん Bオccく uCえc4 フイ 

・ -イy & メイ そ ル/2元 ? Jetz- アッピイ 

今: zノケ-x. ノタケ

3. ﾡザ本用のﾡﾡできるボードフィー ト係数は災でみるか一

ファイ ルの市 をみよ

d 乙 ペ&242 Peなuイ 2awソ&uy -4ee cd だーッ eイ ?

- vc名 1//し ィーtとて Ce

年に L.R. axcacn6ッA はﾡ都ﾡ マノニーカー

リボード7ィ ー ト材積が ン次ﾡが ら前産にﾡて きろとﾡし 
レ (三(B4万)(422

/-
こゝぞ

ア= ﾡ際 ” 逆係に よろェ- カー当り) ャ稿

ニHデ とft 立太を年Y し たﾡ本木の形引能性所/ H

BAF= 概本木をばぶのにﾡいろ・リズム ( ヌはゲーシ)八

源預係数

x = 標本更あ数

xには その刑方のﾡ定ﾡいら, ""•'より 两葉な ホート

フ ィ - 卜係攻をデめろ方表る示 レた- 多く の合 ・ ﾡ務に m 

れている林祭攻術着は この 目的に ハな うが長的t ﾡてM河 

ﾡ部, 材ﾡを軍する段がな *. ごの年米幡遺0ある 2 ・てか 

ろ受系等ﾡ税さ4ていろ .

季にし 業坂ﾡ着の多くば, ﾡ等のファスレのなかて, 山 

いボードフ4 ート係数の計 算■に义要な総て刃啃狠 を 便用 ご：、 よ 

っにﾡﾡしている. パ愛ものは
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(/) 査 径附別 番 段表 お よ 本ﾡ表

Z) d.b1級WのJ引可能ﾡﾡ ・

二のェ>たテークをい・ ボードフ4 ー ト 係 数(ア ア ア ) 

は 羨…％,〃 の方程式支次力 上 うに番を 直して ﾡこてき 

ろてあろう.
ア

月「- てダA所)(三で)
ここて SA- キメー・/浜に示してあろようにGfPﾡラがら 

ﾡし十り 平ﾡ太救

ア = 宣経ﾡ別を積表ハら未めTた エーカー考 リ病

係数の年才法を示すため. /浜に1る1ける～ ニのギで最ネ 

の 4 らん には 通 プ ロ v ト ﾡ法て cFJxう際. Szrん. 

ア.Ait.Sz.t. Cceere ごル集したテークゲ令王ていろ. 

そX外の らんに は. ポ下に読所す る計算か救せてある。公式き

ﾡべてみる と ェ-カ一当。の初茂ば必,空階別毒承表•の第計であ

ろことが分る。 ゅAア 用したﾡ税に合ったむのてけ

か ラ ず ( 例え ば ジのジ cLcer "〜x カリ ズム てはe)・ /つ の平 

の 皇 では a // こるてあろう , ギードフ4 -卜係攻の方 

油 を# めるのに. ※めそ ﾡ八あるのは (こ ? ) 7ゴけだある。 

ノクナニ年に .touewuラオ五経ﾡ列をﾡ浜ゲ・ ﾡ標本2

奉 故勘定 り、ら計算できろ こう校金るﾡ表し十。こ の 谪文で 後は 

救え ら X た 本求を 6fP-とし-。 ニニて6ば -- ・ 

B は -ダー てある。 BAF&。とすAれば 〜=/とレニ 

場合には G = り.030 タメ 戸ル/ グ で >, C Crv〜uシ8.u.夕/っテ系ビ 

逆に /ﾡ>らしつ坂ﾡば BAF o につて求めたム.んﾡ

刑の甘り干均本放のﾡ定透てるリ, よらん 力値は支当リ '4 7

-卜L大の干均本ﾡみ質値てあん.. W らん力前か、で ニク 

*虫干均値は mに等レ\. ケﾡ式に ニク ﾡを人ろ 

と. ・

-— そッ 2-こ
ゲ/ (/o)(う ©ニノア)

ニコご /タェ>z = 国際 ル t ェ込格に工 るポート 7" } 預
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.。z/P =こら:に等し計千個 

/。=夕AF

この式 を解けば, 向選とっ て いる林にﾡてさる系刑ク 

ボー ド フィート 係放 BFーゲ 4o.ケ て ある ニ ビ が分ろ ・

ず求 スIの仙クホク テ ー グ&解れ し=ﾡﾡ (ね / クか 

ら剤た セニろにあるz ) 科な係数 4..ゲ呼シオ た。戸 

ﾡな係救は 力北大ツﾡによみ赤にクてし計掌て さ ろ か 

便量に行う災受ゲあり. D 格の工うに不正ﾡ広形を 

うる時には 直経陰の転弾きﾡにﾡくする災ﾡがある ・ 

/表 東都 テキ サ落 ル和木を 構■がサるル&七ルブ尸ル ホの送ﾡ 

ベ ボードィ ート 保数の計算 に 用い r= 値

ス Bn&ex. Rc及czご D., 2ztぴ 二だ&ン Y. Hとt乙,. CeZcceuo
メ2c3ぞ ジ?t〜〜®ごな み～ととそ ノ22cxc&cA C wと2.cそc2c。 プだを 2

-イtピ パ2シ・ 2sc乙. ダ 万eそ&ご一) ごZイe 尸.

Au乙t SZ乙 Cc4ape Bu と.<. 22cccイcッ, 乙. 7

PP・ /<・ 』名co.

G-222x42A, 乙•尺 ノ4Z2とd。 てゃ&cと -22Zを～c4乙を 一 2とイ 

だ23乙, -22xK・ Jx2. Fozc2どy ペク : ラ ー ラア ノPーマ・

三ン ア ゲとと.

erc2taFeuo.乙/ レ2/sP Ye7 ノタ/ )

74

_(.)

ラ 
群階 
('4ftxド)

p・ fp・

ヽ

Gfp-

、...---・ -〜....=

?

(本 )***. *4は......」** マww"
(i形/シi e附 
...................j -

i /e zフ> ' ノー.ア . ハ7 /グッ ・
:

"N." /テョテ 1 o. ニチタノ

ル /45.? N。 " /二 / zTケ"よ ・/ケク*7 1 、う・・ア

|ェ xェ s
N噪"।

ス・/ メ / 二 P. メニ ・T"7 ・ ょ,

ん" zとみ.と マ.う ・&'7 ・ノィ44 • ・ ・ナイ '

/V /ナス Z"4* * /ッム ミタスケと 1 ・/4ェ ア ・ J タル

/夕 ～ ? メ zム7.7 : z.4 2ェケ >タタェケ , ・/タジ・<二 ・ レエy
1

4 クル パ 74. タ > xく 工" ・ 〜2 ・ジベえダ

メク ◇.テ# パ ダ タ. う ス.8z g? /ム/.x 、"心" ・ニ»?

/才 ・ミ r ノスムU 上“ © ェ z4. 4 ・o4P. 夕 ・・・r

/ ©./© ス, 8 九ク4 4/ . ・ ・◇/?4ア 、 o 4ッ

zン 夕•" 夕 N/•ア ミ.ノ タイ ・ ・ ・ " ・ ©/e タノ ・ e /

ovジ ./ク ク〃" ・ と〜cce ・

メス ◇" ズズ・え タスタ ェ N © ・ ◇/ジ〜

豺 / &Zえ ス

話/ =oッcc 夕今«/«

z ◇ 一なfpに取み 可 〒 書ﾡ をヂじ-もの

/ ・ Greイ2〜 イ ・と・ 尺・ タuそイ〜ェ とと子e イ /みとe と/Plm 

4uイイeハ feet クLaグtペチeグ&ーイ ・ S ウーイズeヒバ / ・イ 月 [

S亡c・ Occaeaf /つとt /今・ ニアアア. ノグク・


